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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


























































　　　　　プロローグ　まどかなる姫ひめ君ぎみ




　「まどか、そなたの許いいな婚ずけ（婚こん約やく者しゃ）が決きまった。亀かめ之の丞じょうだ」

　父ちちの直なお盛もりがそういったのはいつだったか、まだ、許いいな婚ずけということばさえ知しらなかったころだ。

「いいなずけってなに？　かめのじょうって、馬うまなの？」

　幼おさなかったまどかは、つい、そうたずねた。

　直なお盛もりは、まどかのために、馬うまを買かってくれると約やく束そくしていたのだ。

　その時ときの直なお盛もりのこたえを、まどかはよくおぼえている。

「馬うまだと？　これはいい！　ははは……そうだ、そうだ。馬うまのようなものだ。おまえをたくましい身体からだにのせて、まもってくれる。それが、許いいな婚ずけだ」

　直なお盛もりはそういった。

　その許いいな婚ずけの亀かめ之の丞じょうが、まどかの祖そ父ふである井い伊い直なお宗むねの兄きょう弟だい、直なお満みつの息子むすこだと知しったのは、まどかが十歳さいになる頃ころであった。

「ええーっ、おじいさまの兄きょう弟だいの息子むすこって、じゃ、わたしには叔父おじ上うえにあたる方かたじゃないの!?　その人ひとが、わたしの許いいな婚ずけ？」

　すでに許いいな婚ずけの意い味みを知しっていたまどかは、ぷうっと、ほおをふくらませた。
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「わたしは、そんな年とし寄よりの妻つまになるのですか、父ちち上うえ！」

　怒おこったようなまどかに、直なお盛もりはまた笑わらった。

「まあまあ、会あってみることだ。そのうちにな……」と。

　直なお盛もりは見みるからに武ぶ骨こつでたくましかったが、まどかにはいつもやさしく、叱しかられたことがほとんどなかった。

　遠とおと江うみ国のくに井い伊いの谷や（静しず岡おか県けん浜はま松まつ市し）の二十二代だい領りょう主しゅ、井い伊い信濃しなのの守かみ直なお盛もりは、嫡ちゃく男なんにめぐまれず、まどかが、たった一人ひとりの娘むすめだったのだ。

「まあ、圓えんの口くちのききよう、直なお盛もりさま、叱しかってくださいませ！　女おな子ごの身みで馬うまだの弓ゆみだの……まるで男おの子このようにふるまうかと思おもえば、なんという失しつ礼れいなことをっ……！　このままでは、許いいな婚ずけもなにもあったものではありませんわ」

　眉まゆをひそめつつ、あきれたように笑わらっていうのは、まどかの母ははである椿つばきの方かたであった。

　圓えんというのは、まどかの本ほん当とうの名なである。

　圓えんとは、角かどのないまるい形かたちをあらわす文も字じで、父ちちの直なお盛もりが一人ひとり娘むすめの幸しあわせを願ねがって、満みち足たりたまどかなる生しょう涯がいを送おくるようにと名な付づけた。

　その思おもいのせいか、幼おさない頃ころより、直なお盛もりが「まどか、まどか……」と呼よんだゆえに、井い伊いの谷やでは、まどかの姫ひめさま、まどか姫ひめと呼よばれて育そだった。

　ところが、まどかは、名なのあらわすまろやかさとはまったくちがって、男おの子このように、遠えん馬ば（遠とお乗のり。馬うまに乗のって遠とおくまで行いく野の駆がけ）や馳ち射しゃ（馬ば上じょうから矢やを射いる武ぶ芸げい）などを好このみ、あそび相あい手ても男おの子こばかりであったのだ。

「まあまあ、よいではないか。この時じ世せいじゃ。女おな子ごとて、何なにがあるやもしれぬ。身みをまもる法ほうを知しっていて、じゃまにはなるまい」

　こうして、いつもさりげなくかばってくれるのは直なお盛もりであったし、どうかすれば、直なお盛もりは、まどかが男おとこのようにふるまうのをよろこんでいるようにも見みえた。

　時とき々どき、その父ちちが、まどかをつれて行いってくれた引ひく馬ま城じょうというお城しろには、まどかの曽祖父おおじいさまの直なお平ひら公こうがいた。

　この直なお平ひら公こうは、幼おさなかったまどかにはこわそうに見みえたけれど、とても優やさしい方かただった。

「わたしが男おとこなら、父ちち上うえは、どれほどよろこんでくださるでしょうか！　まどかは、女おんなであることが無む念ねんでなりませぬっ」

　まどかが、曽祖父おおじいさまにそういった時ときのことであった。

　曽祖父おおじいさまは、こっそりささやくように、まどかにおっしゃった。

「男おとこにならずとも、男おとこの肝きもを持もてばよい。まどかの母はは上うえのようにな」……と。

「え？　男おとこのきも？　きもってなに？」

　まどかは問とい返かえした。

　曽祖父おおじいさまはくしゃっと笑わらわれて、「人にん間げんの腹はらの底そこにある気き力りょく、肝きもっ玉たまのことだ」とおっしゃった。

（あれは、どういう意い味みだったのだろう……？）

　まどかは、ずっと不ふ思し議ぎに思おもっていた。

　母はは上うえ、椿つばきの方かたは、いつも父ちち、直なお盛もりにしたがい、おだやかで、まどかが、ひどいいたずらをした時とき以い外がいには、こわい顔かおをしたことのない美うつくしい母はは上うえであったから。

　だが、その意い味みがわかったのは、去きょ年ねんのことだった。

　母ははが、父ちち直なお盛もりに向むかって、きっぱりといったのだ。

「わたくしを離り縁えんしてください」

　遊あそびつかれて、うとうと昼ひる寝ねをしていたまどかは、その声こえに、ハッと目め覚ざめた。

「なにをいう。椿つばき、どうしたんだ？」

　父ちちの声こえもおどろいていた。

「わたくしは男おの子こが産うめませんでした。今こん後ごも産うめるかどうかわかりません。ならば、わたくしを離り縁えんして、新あたらしい妻つまをむかえてください。……あるいは、男おの子こを産うめる側そく室しつを持もってください。お願ねがいします！」

　そのことばに、まどかはびっくりした。

　井い伊い家けの男おの子こを産うめないというのは、そんなに大たい変へんなことなのか！

　夫おっとが妻つまを離り縁えんしてまで……あるいは、妻つまが側そく室しつ……側そく室しつって、正せい妻さいの母はは上うえ以い外がいの妻つまだよね。正せい妻さいが、ほかにも新あらたな妻つまを、夫おっとにすすめるほどに、大たい変へんなことなのか!?

　まどかは、襖ふすまを開あけて、飛とび出だそうかどうしようか迷まよった。

（わたしが男おの子こではないって、そんなにいけないことなの!?）と、叫さけびたかった。

　だが、その時とき、父ちちのおだやかな声こえが聞きこえた。

「椿つばきよ、わしの妻つまは、そなた以い外がいにはない。離り縁えんもせぬし、側そく室しつも持もたぬ。なぜなら、そなたの実じっ家かはこの井い伊い家けにとって、大たい切せつな一いち族ぞくだ。ゆえに、男おの子こが生うまれるなら、そなたとわしの間あいだでなければならぬのよ。……なにより、わしは、そなたと、来らい世せも夫ふう婦ふになりたいと思おもっている。なぜなら、そなたの肝きもの太ふとさ、その心こころ根ねの凛り々りしさは男おとこ以い上じょうじゃ。家いえを男おの子こに継つがせるため、妻つまが離り縁えんをのぞみ、側そく室しつをすすめるなど、わしは聞きいたことがないぞ。そなたは、まったく男おとこを超こえた大たいした女おんなだ。そんな女おんなを捨すてることなどできるか」

　父ちちの声こえは、微笑ほほえんでいるのか、これまで、まどかが聞きいた父ちちの声こえのなかでも、別べつ人じんのように優やさしげに聞きこえた。

「な、直なお盛もりさま……っ」

　涙なみだぐんだような母ははの声こえの後あと、小ちいさな衣きぬ擦ずれの音おとがした。

　父ちちが母ははを抱だきしめたのだと、まどかは感かんじた。

「よう聞きけ、椿つばき。……わしはそなたに惚ほれ抜ぬいておる。生しょう涯がい……いや、死しんでも、そなたを放はなしはせぬぞっ」

　そういった父ちちの声こえに重かさなるように、こもった母ははの泣なき声ごえがした。

　父ちちの胸むねで泣ないているのか、こもった泣なき声ごえは、ずっと途と切ぎれることがなかった。

　それが、まどかの大だい好すきな母はは上うえと父ちち上うえであったが、戦せん国ごくの武ぶ将しょうの家か系けいを継ついでいくのは、どれほど大たい変へんなことなのか、まどかが初はじめて知しったのはこの時ときであった。

　この日ひから、まどかは心こころを決きめた。

　男おの子このように、凛り々りしい者ものになろうと……。













　　　　　一　亀かめ之の丞じょう




　その秋あきだった。

　まどかは弓ゆ場ばに立たち、なれた手てつきで弓ゆみをかまえ、矢やを放はなっていた。

「おおーっ」

　見み事ごとに的まとを射いた矢やに、みなが声こえをあげる。

「おみごとでございます！」

「まどかの姫ひめは、男おの子こより、弓ゆみが上うわ手てじゃっ」

「なんとも惜おしい。姫ひめが若わか君ぎみならばのう……！」

　口くち々ぐちにいう家か臣しんらの声こえに、座ざ敷しきから、それを見みていた直なお盛もりもうれしそうにしていた。

　と、その時とき、まどかの背はい後ごの空くう気きがヒュッと鳴なった。

　せつな、すでに的まとに立たっていたまどかの矢やをはねとばし、あざやかな切きり斑ふの矢や（白しら羽はに黒こっ褐かっ色しょくの斑はん紋もんがある鷲わし羽ばねの矢や）が、的まと深ふかくに、突つき立たった。

「おお……っ」

　家か臣しんらが息いきをのんだ。

　その矢やを放はなったのは、背せの高たかい、切きれ長ながの目めをした少しょう年ねんであった。

「的まとにあてるだけが上うわ手てではない。いかに強つよくうちこむかで、戦せん場じょうの勝しょう敗はいが決きまる」

　少しょう年ねんがいうのに、まどかは、むっとした。

「女おんなの細ほそ腕うでで射いた矢やなどで、敵てきを倒たおせるのか」といわれたような気きがしたのだ。

「おお、亀かめ之の丞じょう！」

　直なお盛もりが声こえをかけたので、まどかはハッとして、少しょう年ねんをじっと見みつめた。

　大人おとなが手てにするような強ごう弓きゅうを手てにした少しょう年ねんは、年としごろは、まどかとそう変かわらないのかもしれないが、その表ひょう情じょうは、やや大人おとなびて見みえる。

「父ちちと叔父おじが、無ぶ事じ、今いま川がわ領りょうへ出しゅっ立たつしましたので、それをおしらせに参まいりました」

　亀かめ之の丞じょうは弓ゆみを背せに一いち礼れいして、直なお盛もりに告つげた。

「おお、そうであったのう、今いま川がわ家けは、なにかにつけ、我わが井い伊い家けに難なん題だいをおしつけてくる。こたびも何なに事ごともなければよいが……」

　直なお盛もりはいい、ふと、まどかを見みて笑わらった。

「まどか。これが、まどかの叔父おじ上うえにあたる亀かめ之の丞じょうじゃ。どうだ、年とし寄よりか？」

（年とし寄よりよりもっと悪わるい！）といいたかったが、まどかはだまって一いち礼れいして、その場ばを後あとにした。

「おい、どうした？　まどか！」

　直なお盛もりが呼よんだが、まどかは弓ゆみを肩かたにかけ、弓ゆ場ばを駆かけ出でた。

（なによ！　亀かめ之の丞じょうなんか、大だいきらいっ）と、心こころのなかではさけんでいる。

「亀かめ之の丞じょう。かまわぬ、気きにするな。じゃじゃ馬うまは放ほうっておけ」

　笑わらっていうらしい直なお盛もりの声こえを背せに、まどかは厩うまやへ走はしった。

　ヒヒンッ！

　まどかの足あし音おとに気きづいて、白はく龍りゅうがいなないた。昨さく年ねん、直なお盛もりが、まどかのために買かってくれた美うつくしい牝ひん馬ばである。

「待またれよっ」

　追おって来きたのか、亀かめ之の丞じょうの声こえがした。

　だが、まどかはとどまらない。白はく龍りゅうを引ひき出だし、手た綱づなをにぎった。

「つかまえたいなら、追おってくればっ！」

　いいすて、かまわず駆かけた。

　しばらくすると、追おってくる馬ば蹄ていの音おとがひびいてきた。

（一騎きだ。家か臣しんたちじゃない！　亀かめ之の丞じょうだっ）

　怒おこっているのに、そう思おもえば、ちょっとドキドキする。

　城しろ山やまの石いし垣がきまで出でて、城じょう下かを見み渡わたすと井い伊いの谷やの里さとがひろがっていた。

　あの井い伊いの谷やの里さとをうねり流ながれているのが井い伊いの谷や川がわで、その東とう北ほくあたりにそびえているのが三み岳たけ山やまである。

　三み岳たけ山やまには、いざ戦たたかいとなれば、そこにこもって、敵てきをしりぞける山やま城じろ、三み岳たけ城じょうがある。

　井い伊い家け一いち族ぞくには、三み岳たけ城じょうのほかにも、まどかの曽そう祖そ父ふ、直なお平ひらが守まもっている引ひく馬ま城じょうもあった。

　時ときは戦せん国ごく、どの国くにもいつ戦たたかいにまきこまれるかわからないので、それぞれの城しろは、井い伊い家けの縁えん戚せきや家か臣しんが守まもっている。

　だが、今いま、まどかが駆かけ出でてきた井い伊いの谷や城じょうの城しろ山やまはなだらかで、戦たたかいのための城しろというより、のどかに暮くらす館やかたのようであった。その城しろ山やまを一いっ気きに駆かけ下おり、まどかは南みなみへ向むかった。

　南みなみは、山やますそまで田たんぼつづきだが、その中なかに井い伊い家け菩ぼ提だい寺じの龍りょう泰たい寺じ（後のちの龍りょう潭たん寺じ）の参さん道どうがのびている。

　そこに、昔むかし、「御み手た洗らいの井い戸ど」と呼よばれた古ふる井い戸どがあり、今いまは屋や敷しきのような門もん構がまえと袖そで塀べい（門もんの両りょう側がわにあるひくい塀へい）にかこまれている。

　この井い戸どは今いまは水みずもかれているが、井い伊い家けの伝でん説せつでは、この井い戸どで拾ひろわれた赤あか子ごが井い伊い家けの祖そ（家か系けいのはじめ）になったという。

　そんなこんなを思おもいつつ、まどかは井い戸どを過すぎて、山やますそのすすきの原はらへ駆かけ入いった。

　と、冬ふゆ枯がれのすすきの原はらに、きらめく銀ぎんの波なみが起おこった。

「えっ……!?」

　まどかは馬うまの鞍くらからすべりおりたが、波なみの起おこったあたりから、黒くろいかたまりが飛とび出だしてくる方ほうが素す早ばやかった。

「猪ししっ!?」

　とがった牙きばが目めに入はいり、あわてたまどかは、とっさに肩かたに負おった弓ゆみをつかみ、ねらいをつける間まもなく放はなった。が、矢やはとんでもない方ほう向こうへ飛とんだ。おまけに、そのいきおいでころんでしまった。

（つっ、突つかれる……っ！）

　突とっ進しんしてくる猪いのししに、身体からだが凍こおりついた。

　せつな、矢や鳴なりが空くうを切きった。

　猪いのししがまどかの目もく前ぜんではね飛とばされ、どっと、銀ぎんの波なみにしずんだ。

　猪いのししがしずんだすすきの原はらには、ふるえる切きり斑ふの矢や羽ばねが見みえた。

　こわごわ、折おれしないだすすきをかきわけてみると、水みずを飲のみに来きたのだろう、桃もも色いろの鼻はなづらをぬらした猪いのししが、たった一いっ矢しで急きゅう所しょをつらぬかれ、息いきたえていた。

（かわいそうに……）と思おもうが、あのまま、猪いのししに突つかれていたらと思おもえば、まだ肌はだがあわだつ。

　たおれた猪いのししに突つき立たった切きり斑ふの矢やをぬこうと、まどかは、つと手てをのばした。

　と、「待まてっ、猪ししには触ふれるなっ」と声こえがした。

　見みれば、いつのまに追おいついたのか、弓ゆみを手てに、馬ば上じょうから飛とび降おりたのは、亀かめ之の丞じょうであった。

「狩かりをしたことはないのか？」

　亀かめ之の丞じょうがたずねた。

「鹿しか狩がりなら、父ちち上うえとやったことがある」

　まどかは胸むねをはってこたえた。

「ならば、殺ころしたばかりの獣けもの、ことに血ちの冷ひえはじめた猪ししには触ふれてはならぬと教おそわらなかったのか？」

「知しらぬ。猪ししを射い止とめたことはない」

　まどかは、強つよがるように胸むねをそらした。

　亀かめ之の丞じょうは、そういうまどかに、ふっと、目めをほそめたようだった。

「ならば、教おしえてやろう。よいか、死しんで冷ひえてゆく猪ししからは、猪ししの身みにたかっていたダニがいっせいに逃にげ出だす。そのせつなに、猪ししに触ふれれば、人ひとの温あたたかい血ちの匂においにひかれたダニの行ぎょう列れつが、あっという間まに、おまえの身体からだに乗のりうつるぞ。それが、どれほどのことかを知しらぬとはあきれたものだ」

　平へい然ぜんと言いった亀かめ之の丞じょうのことばに、まどかは、ぞっと青あおくなった。

「わかったなら、しばらく、猪ししは遠とおざけておけ。猪ししが冷ひえ切きれば、ダニは逃にげ去さる。それから、猪ししは直なお盛もり公こうへのみやげとしよう」

　そういって、亀かめ之の丞じょうは乗のってきた馬うまと、まどかの馬うまを、そばの木こ立だちにつないだ。

　だが、まどかはかたまって動うごけなかった。

「あ……それと、さっきは、すまなかった」

「え？」

「さっき、弓ゆ場ばで、おまえが家か臣しんにたたえられるのを聞きいて、はずかしいが、ちょっとねたんだ。幼おさない頃ころ、おれは身体からだが弱よわく、何なにをやっても、あまりほめられなかった。それで、うらやましくて、つい、意い地じの悪わるいことをした。すまぬ……」

「え、そんな……!?　わたしがうらやましかったって？　わたしはずっと、男おの子こに生うまれた者ものがうらやましくてしかたなかったのに……！」

　とたん、亀かめ之の丞じょうが白しろい歯はで笑わらった。

「そうか！　おれとまどかは、似にた者もの同どう士しだな！」

　亀かめ之の丞じょうに、「まどか」と親したしげに呼よばれたのに、まどかは一いっ瞬しゅん、緊きん張ちょうした。

「どうした？　なにをかたくなっている？　おれとまどかは許いいな婚ずけだぞ。幼おさないころから、まどかを妻つまに迎むかえ、この井い伊いの谷やを守まもっていけるよう、おれは、剣けんや槍やり、弓きゅう馬ばを修しゅ業ぎょうしてきた。まさか、まどかは、そのおれよりも強つよくなりたいのか？」

　亀かめ之の丞じょうがたずねた。

　まどかは、亀かめ之の丞じょうを見みつめた。

「そ、それは……」

「おれは、直なお盛もり公こうと共ともに、この井い伊いの谷やを守まもりたいんだ！」

　そういう亀かめ之の丞じょうを見みて、まどかは初はじめて気きがついた。

（わたしの父ちち上うえといっしょに、井い伊いの谷やを守まもる……？　わたしは、そんなふうに考かんがえたことがなかった。それは、女おんなだから……？　井い伊い家けにとっての男おの子こって、ただ男おとこに生うまれたというだけじゃなく、そういう存そん在ざいなんだ！）

　気きづいたことの大おおきさに、まどかはのみこまれるような気きがした。

　弱よわいのに強つよくなろうと踏ふんばってきた幼おさないころの亀かめ之の丞じょうと、男おとこになりたいという願ねがいはかなわぬのに、ただ男おとこのようになろうとがんばってきたまどかは、たしかに似にているのかもしれなかった。

　けれど、その覚かく悟ごの深ふかさは、とても、亀かめ之の丞じょうにかなわないのではないかと思おもえた。

「そうだ。まどか、これをやろう」

　そんなまどかの気き持もちにかかわりなく、亀かめ之の丞じょうが微笑ほほえんでふところから出だしたのは、笛ふえ袋ぶくろにおさまった横よこ笛ぶえであった。その笛ふえ袋ぶくろの紐ひもに、小ちいさな穴あなをうがった透すき通とおった石いしが通とおしてあった。

　亀かめ之の丞じょうは、その紐ひもをほどいて、透すき通とおった石いしを、まどかに差さし出だした。
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「幼おさない時とき、弱よわいおのれに腹はらを立たて、いっそ、腹はらを切きって死しのうと思おもいつめ、山やまへ入はいったことがある。その時ときに、崖がけ下したに落おちていたのが、こいつだ。泥どろだらけでな。だが、かたちが美うつくしかった。それで、拾ひろって、川かわで洗あらって、みがいてみれば、これほど澄すんでいた」

「これは、水すい晶しょう？」

「そうだ。おれはその水すい晶しょうにさとされた。死しぬなら、一いち番ばん美うつくしいかたちをめざせと……そういわれた気きがしたんだ。それで、思おもい出だした。『人ひとは、力ちからを尽つくしきるまで、死しんではならぬものよ。亀かめよ、早はよう、強つようなれよ』と、いわれたことを。身体からだの弱よわかったおれが熱ねつを出だし、寝ねこんだ時とき、直なお平ひら公こうがおっしゃったことばだ……」

「直なお平ひら公こうって、わたしの曽祖父おおじいさま!?」

「そうだ。おれにとっては、祖父おじいさまだ」

「それで、今いまみたいに、弓ゆみも馬うまも、うまくなったの？」

　まどかがいうと、亀かめ之の丞じょうはてれたように笑わらった。

「まだまだだ。……だが、いつか、直なお平ひら公こうのように、直なお盛もり公こうのように、強つよくなってみせると誓ちかって、笛ふえ袋ぶくろに結むすんでいたんだ。これからは、まどかのお守まもりにすればいい」

　そういう亀かめ之の丞じょうの向むこうで、さっきまで銀ぎん色いろであったすすきの原はらに、傾かたむいてきた陽ひがさしこみ、金きん色いろにかがやいた。

　ちょうど、猪いのししがたおれているあたりに、天てんからかかったはしごのように、陽ひの光ひかりがやわらかくさしこんでいた。

「天てんが、猪ししをむかえにみえたか……」と、亀かめ之の丞じょうがつぶやいた。

　その瞬しゅん間かん、まどかは、ふいに胸むねが熱あつくなった。

　殺ころされた猪いのししを見みて、助たすかったと思おもい、一いっ方ぽうでかわいそうにと思おもったまどかと同おなじように、亀かめ之の丞じょうもまた、猪いのししの命いのちを愛いとおしく感かんじていたのだと、そう気きづいたからだった。

「天てんからわたる階きざはしは、吉きっ兆ちょうだ。そういえば、三みっ日か前まえに、父ちち上うえと叔父おじ上うえが、今いま川がわへ旅たび立だたれた時ときも、天てんからわたる階きざはしのごとく朝あさ日ひが射さしておった。その中なかを、父ちち上うえは手てをふって、『すぐもどる。亀かめ、心しん配ぱいはいらぬぞ』とおっしゃった。……きっと無ぶ事じにもどられる！」

　そういう亀かめ之の丞じょうの横よこ顔がおは彫ほり深ふかく、金きんの光ひかりにふちどられていた。

　なぜか一いっ瞬しゅん、その横よこ顔がおに見みとれてしまったまどかは、あわてて目めをそらした。

「な……まどか、おれがだれよりも強つよくなって、おまえをまもれるようになるまで……待まっていてくれるか？」

　亀かめ之の丞じょうが横よこ顔がおのままいった。

　まどかは、父ちち直なお盛もりのことばを思おもい出だしていた。

「……おまえをたくましい身体からだにのせて、まもってくれる。それが、許いいな婚ずけだ……」といった、あの時ときの父ちちのことばを。

（亀かめ之の丞じょうは今いまでも強つよいし、それ以い上じょうにやさしい……）

　と、まどかは思おもい、手ての中なかの水すい晶しょうを、ぎゅっとにぎりしめた。




　その夜よる、井い伊い家か中ちゅうは騒そう然ぜんとなった。

「一いち大だい事じでございますっ。直なお満みつさま、直なお義よしさま、今いま川がわ領りょうにてご生しょう害がいなされたとのこと！」

　早はや馬うまで入はいった報しらせに、まどかは息いきがつまった。

（ええっ、亀かめ之の丞じょうの父ちち上うえが……!?）

　今いま川がわ義よし元もとに呼よび出だされ、今いま川がわ領りょうへ旅たび立だった亀かめ之の丞じょうの父ちち、直なお満みつと、その弟おとうとの直なお義よしが、今いま川がわの命めい令れいで、腹はらを切きらされたというのだ。

　直なお満みつ、直なお義よしは、まどかの祖そ父ふの兄きょう弟だいであったが、祖そ父ふの兄きょう弟だいの中なかでも若わかい弟おとうとたちだったので、まどかの父ちち直なお盛もりともそれほど年としがはなれた感かんじではなかった。

　とはいえ、戦せん国ごくのもっとも厳きびしい時じ代だいを戦たたかい抜ぬいてきたまどかの曽そう祖そ父ふ、引ひく馬ま城じょうの直なお平ひらに育そだてられただけあって、つねに直なお盛もりの相そう談だん役やくとしても、頼たよりになる叔父おじであり、まどかにとっては、やや近ちか寄よりがたい大おお叔父おじの二人ふたりであった。

「父ちち上うえ、なにゆえです!?　なぜ、大おお叔父おじさまたちが腹はらを切きらねばならなかったのですっ!?」

　まどかは、直なお盛もりにつめよった。

　昼ひる間ま、共ともに野の駆がけに出でた亀かめ之の丞じょうは、あの後あと、曽そう祖そ父ふ、井い伊い直なお平ひらの居きょ城じょう、引ひく馬ま城じょうへ行いくといっていた。

（亀かめ之の丞じょうは、引ひく馬ま城じょうで、この報しらせを知しったのだろうか!?）

　この報しらせを耳みみにして、亀かめ之の丞じょうはどれほど驚おどろき、胸むねのつまる思おもいをしているだろうかと思おもうと、まどかの胸むねは早はや鐘がねのように打うって、うまく息いきができなかった。

「な、なにゆえなのです、父ちち上うえ……っ」

　まどかは、父ちちにすがるようにくりかえした。

「まどかよ、女おな子ごであるそちには、くわしくは話はなさなかったが……なぜこのように、今いま川がわは、井い伊い家けにつらくあたるのか。それは、今いま川がわ家けが長ながく遠とおと江うみ国のくにをねらっていたからだ。我わが井いの国くには、遠とおと江うみ国のくににあり、いくたびも、今いま川がわと争あらそった。だが、ついに、まどかの曽祖父おおじいさまである直なお平ひら公こうが、今いま川がわとの争あらそいに敗やぶれてしまったのだ。敗やぶれはしたが、井い伊い家けを守まもるため、曽祖父おおじいさまは、娘むすめを人ひと質じちに出だし、今いま川がわ家けにしたがうようになったのだ」

　直なお盛もりは噛かんでふくめるように語かたった。

「……そうして、今いまがあるのだ。……だが、おそらく、今いま川がわ家けにとっては、今いまも井い伊い家けは目めざわりなのだ。……まどか、おぼえているか？　わしの父ちちであり、まどかの祖父おじいさまである直なお宗むね公こうを。直なお宗むね公こうは今いま川がわの起おこした戦たたかいに駆かり出だされ、戦せん場じょうにおいて、味み方かたである今いま川がわから見み殺ごろしにされ、戦せん死しなさったのだよ」

　直なお盛もりのことばに、まどかは、幼おさないころに、おだやかな、やさしい祖父おじいさまがいたことを思おもい出だした。

（あの祖父おじいさまが、そんな殺ころされ方かたをなさったのか……！）

　まどかは遠とおい思おもい出での中なかの祖父おじいさまの笑え顔がおを思おもい出だした。

「ゆえに、つねに警けい戒かいはしていたのだ。だが……まさか！　今いまこの時ときに、叔父おじ上うえ二人ふたりを呼よびよせ、井い伊いへ帰かえすこともなく生しょう害がいさせるとは……っ」

　あまりのことに、直なお盛もりもどこか、ぼうぜんとしているようだった。

「理り由ゆうはなんです!?　切せっ腹ぷくさせる咎とがはなんだというんですっ。亀かめ之の丞じょうさまに聞ききましたが、大おお叔父おじさまらは、『すぐもどる』と、元げん気きに旅たび立だたれたとか……」

「今いま川がわ家けをたずねてすぐ、謀む反ほんのうたがいをかけられたそうだ」

「謀む反ほんっ!?　謀む反ほんってなんなの!?」

「叔父おじ上うえらが、甲斐かい（今いまの山やま梨なし県けん、甲こう州しゅう）の武たけ田だにそなえて、兵へいを集あつめておられた。それを、今いま川がわを裏うら切ぎる兵へいを集あつめているとうたがいをかけて殺ころしたのだ！」

「そんなっ……!?」

　まどかはことばをうしなった。

　この頃ころ、甲斐かいを支し配はいする武たけ田だ晴はる信のぶ（のちの信しん玄げん）と、遠とおと江うみを支し配はいする今いま川がわ義よし元もととの間あいだには、互たがいに攻せめることはしないという盟めい約やくがあったのだが、武たけ田だの手ての者ものらが、遠とおと江うみのなかでも甲斐かいに近ちかい井い伊いの地ちをたびたび侵おかしていた。それは、井いの国くにの領りょう民みんらもよく知しっている事じ実じつであった。

「ゆえに、井い伊い領りょうを守まもるため、引ひく馬ま城じょうの城じょう主しゅである直なお平ひら公こう……まどかの曽祖父おおじいさまが、息子むすこである直なお満みつ殿どの、直なお義よし殿どのらに、これ以い上じょう武たけ田だに侵しん攻こうされないためにも、兵へいを集あつめておくようにと命めいじておられた。それはつまり、今いまは、今いま川がわの支し配はい地ちともなった遠とおと江うみ国のくにをまもるためであったはずだ」

　直なお盛もりのことばに、まどかはいいしれぬ怒いかりを感かんじた。

（それなのに、今いま川がわは理り由ゆうもきかず、その動うごきを、謀む反ほんのたくらみだと断だんじたの!?　大おお叔父おじさま方がたを、一いち度どに二人ふたりも殺ころすなんて、あからさまに井い伊い家けの血けっ統とうを断たち、井い伊い家けを断だん絶ぜつさせようとしているとしか思おもえないじゃないっ。……敵てきは武たけ田だで、味み方かたが今いま川がわなんて、名なばかりだわっ。井い伊い家けは、恐おそるべき敵てきに支し配はいされているんだ……！）

　まどかは、戦せん国ごく大だい名みょうと呼よばれる今いま川がわ家けの恐おそろしさをひしひしと感かんじた。




　翌よく々よく日じつになって、直なお満みつと直なお義よしのむざんな首しゅ級きゅうが、井い伊いの谷やへもどってきた。

　元げん気きに旅たび立だった父ちちが、叔父おじが……変かわり果はてた姿すがたとなって帰かえってきたのを目まのあたりにして、亀かめ之の丞じょうはどう感かんじただろう……どれほどつらく、くやしかっただろう……！

　まどかは、亀かめ之の丞じょうのことを思おもった。

「……きっと無ぶ事じにもどられる！」と、話はなしていた亀かめ之の丞じょうの横よこ顔がおが思おもい出だされて、まどかは、大おお叔父おじ二人ふたりの首しゅ級きゅうを見みることなどできなかった。

　直なお満みつと直なお義よしの葬そう儀ぎは、井い伊い家けの菩ぼ提だい寺じである龍りょう泰たい寺じでいとなまれたが、そのとむらいの場ばで、まどかはやっと、亀かめ之の丞じょうを見みることができた。

　といっても、亀かめ之の丞じょうには近ちかづけず、遠とおくからだった。

（亀かめ之の丞じょう、こっちを見みてっ……！）

　まどかは、胸むねのうちで、亀かめ之の丞じょうに呼よびかけた。

　けれど、亀かめ之の丞じょうは一いち文もん字じの眉まゆをひそめて、くちもとをぎゅっと結むすんだまま、一いっ点てんを見みつめつづけ、だれが話はなしかけても、深ふかく一いち礼れいするのみで、まどかを見みようとも、さがそうともしなかった。

　ただ、濃こいまつげの陰影かげが、ときおり、ふるえるように見みえて、まどかは胸むねがつまった。

（あれは、泣なくまいとしているのか、それとも、泣ないているのか……!?）

　まどかはじっと亀かめ之の丞じょうを見みつめつづけたが、その亀かめ之の丞じょうの周しゅう囲いには、なぜか、ものものしい警けい護ごがついていて、近ちか付づくこともできなかった。

　葬そう儀ぎを終おえた後のち、亀かめ之の丞じょうは警けい護ごにかこまれたまま、龍りょう泰たい寺じの一いっ室しつにこもってしまった。

　まどかは、亀かめ之の丞じょうと話はなさせてほしいとたのもうとして、龍りょう泰たい寺じ住じゅう職しょくの南なん渓けいの袖そでをつかんだ。

「あの、南なん渓けいさま…！」

　南なん渓けいは、まどかの曽そう祖そ父ふ直なお平ひらの三男なんであり、まどかにとっては、直なお満みつ、直なお義よしと同おなじ大おお叔父おじの一人ひとりにあたる。とはいえ、直なお満みつ、直なお義よしらもまだ男おとこ盛ざかりの若わかさであったから、南なん渓けいなどは、まどかの父ちち直なお盛もりとも、さほどはなれていないように見みえた。

　呼よびとめられて振ふり返かえった南なん渓けいはやわらかな笑え顔がおだったが、まどかは、その眉まゆ根ねあたりに、武ぶ将しょうのごときするどさを感かんじた。

「姫ひめよ、どうした？」

　南なん渓けいが、きよらかに剃そり上あげた青あおい頭つむりをかしげて、まどかに微笑ほほえみかけた。

「亀かめ之の丞じょうには、なぜ警けい護ごがついているのですか？」

　まどかは、すなおにたずねてみた。

「なぜだと思おもう？」

　南なん渓けいは問とい返かえしてきた。

「もしや……亀かめ之の丞じょうまで、ねらわれてるの？」

「うむ、今いま川がわは井い伊い家けをつぶすつもりだろう。だとすれば、じゃまなのはだれだと思おもう？　井い伊い家けの直なお満みつ殿どの、直なお義よし殿どのを生しょう害がいさせた今いま、残のこる井い伊い家け嫡ちゃく流りゅうの男おの子こは、姫ひめの曽祖父おおじいさまの引ひく馬ま城じょう城じょう主しゅの直なお平ひら公こう、姫ひめの父ちち上うえである直なお盛もり公こう、そして、その跡あとを継つぐ亀かめ之の丞じょうだ。今いま川がわからは、『直なお満みつの一いっ子し、亀かめ之の丞じょうも仕し置おきせよ』と命めいじてきているそうだ。むごいことに、井い伊い家けの家か老ろう、小お野の和泉いずみの守かみが、そのための目め付つけ（観かん察さつ官かん）となったようだ」

「目め付つけって、井い伊い家けが、亀かめ之の丞じょうを殺ころすかどうかを見み張はる役やくってこと？」

　まどかはおもわず、こぶしをにぎった。

「そうだ。直なお満みつ殿どの、直なお義よし殿どのらが切せっ腹ぷくさせられたのも、小お野の和泉いずみが今いま川がわへ『両りょう名めいに謀む反ほんの兆きざしあり』と讒ざん言げん（事じ実じつを曲まげ、ありもしないことを作つくり上あげて報ほう告こくすること）したからのようだ」

「なぜ、井い伊い家けの家か老ろうが、そんなうそをいったの!?」

「姫ひめよ、覚おぼえておきなさい。小お野のは、いつからか、井い伊い家けより今いま川がわこそが、真しんの主あるじだと考かんがえるようになったのだろう。さらにいえば、たとえ家か臣しんであろうと、主あるじを裏うら切ぎることなどままある。それが今いまの世よ、戦せん国ごくというものだよ」

　南なん渓けいのゆったりしたものいいに、まどかは、じれた。

「で、では、父ちち上うえは、どうなさるおつもりなのです!?　まさか、亀かめ之の丞じょうを……！」

　声こえがふるえる。

「それはの……ここでは、話はなせぬ。そうじゃ、今こん夜やは、寺てらで写しゃ経きょうをするかの？」

　南なん渓けいが微笑ほほえむ。

「写しゃ経きょう？」

　なんでこんな時ときに、お経きょうを書かき写うつしたりせねばならぬのかっ……といいそうになって、はたと気きづいた。

　南なん渓けいはここでは話はなせぬといった。つまり、今こん夜や、こっそり教おしえてくれるのではないかと。

　その夕ゆうべ、「亀かめ之の丞じょう、今こ宵よいは、父ちち上うえと共ともに過すごして差さし上あげよ」と告つげ、引ひく馬ま城じょうへ帰かえっていったのは、まどかの曽祖父おおじいさまであり、亀かめ之の丞じょうには祖父おじいさまにあたる直なお平ひら公こうであった。

　また、まどかの父ちち、直なお盛もりもまた、井い伊いの谷や城じょうへあわただしくもどって行いったが、まどかは、南なん渓けいのすすめ通どおりに寺てらにとどまり、写しゃ経きょう室しつでお経きょうを写うつしていた。

（たぶん、寺てらに残のこったのは、わたしと亀かめ之の丞じょうだけ……）

　まどかは、亀かめ之の丞じょうの警けい護ごをしていた者ものらの多おおくも、直なお盛もりと共ともに井い伊いの谷や城じょうへもどっていくのを見みていたので、そう思おもった。

（南なん渓けいさまは、いつ、本ほん当とうのことを話はなしてくれるのだろう……亀かめ之の丞じょうは、いったい、どうなるのか……）

　写しゃ経きょうしていても、心こころはお経きょうにはない。そんなことばかり考かんがえている。

　と、庭にわで、幾いく人にんもの人にん間げんが喧けん嘩かをしているような砂じゃ利り音おと、はげしい息いきづかいが聞きこえた。

　せつな、「わっ」という声こえと同どう時じに、写しゃ経きょう室しつの襖ふすまがすさまじい音おとを立たててたおれこんできた。

　だれに投なげ飛とばされたのか、黒くろ装しょう束ぞくの男おとこがころがりこんで起おき上あがり、まどかに向むかってくる。その手てに光ひかる刃やいばに、まどかは一いっ瞬しゅんかたまった。













　　　　　二　運うん命めい




「それは姫ひめじゃっ。手て出だし無む用ようっ」

　腹はらの底そこにひびくような一いっ喝かつに、黒くろ装しょう束ぞくの足あしが払はらわれ、六ろく尺しゃく棒ぼうで、その場ばにおさえこまれた。

「な、南なん渓けいさまっ!?」

　くせ者ものをおさえこんだのは南なん渓けいであった。

　その背はい後ごの庭にわでは、同おなじく六ろく尺しゃく棒ぼうを手てにした数すう人にんの僧そうが黒くろ装しょう束ぞくと戦たたかっていた。

「い、いったい、なにが起おこってるの!?」

　まどかは、あぜんとした。

　数すう人にんの僧そうはどれも武ぶ芸げいでならした者ものらしく、黒くろ装しょう束ぞくをとらえ、また追おい払はらって、その場ばはおさまった。だが、寺てらの奥おくまったあたりからは、まだ戦たたかうような物もの音おとと気き合あいがひびいている。

「姫ひめや。この黒くろ装しょう束ぞくは、亀かめ之の丞じょうの命いのちを奪うばいに来きた者もの共どもだ。姫ひめと亀かめの部へ屋や、どちらにも明あかりが見みえたゆえ、どうやら、きゃつらは、どちらが亀かめ之の丞じょうの部へ屋やかわからず、二ふた手てに分わかれたようだ」

　南なん渓けいがのんびりいう。

「えっ、じゃあ、あの奥おくの騒さわぎは、亀かめ之の丞じょうがっ!?」

　まどかは駆かけ出だしかけた。

「まあ、待まて。龍りょう泰たい寺じは、いわば城しろだ。城じょう兵へいにも劣おとらぬ僧そう兵へいがまもっておる。亀かめ之の丞じょうは、この寺てらでも一いち番ばんの猛も者さにまもらせている。大だい事じはない」

　南なん渓けいが笑え顔がおでいう。

「だ、だって……！」

　まどかがうろたえていると、奥おくの争あらそうような物もの音おとはおさまり、長刀なぎなたを手てにした仁に王おうのような僧そうと、敏びん捷しょうそうなやや小こ柄がらな僧そうにかこまれた亀かめ之の丞じょうが廊ろう下かを駆かけてきた。

「亀かめ之の丞じょうっ！」

　まどかは駆かけよって、亀かめ之の丞じょうにしがみついた。

「まどかっ、どうしてここに？」

　亀かめ之の丞じょうは目めをみはり、まどかを抱だきとめた。

「南なん渓けいさま、賊ぞくは五名めい、ことごとくたたき伏ふせましたっ」

　筋きん骨こつたくましい僧そう二人ふたりが、南なん渓けいに告つげた。

「ご苦く労ろう。傑けつ山ざん、昊こう天てん。こちらも大だい事じない」

　南なん渓けいがうなずく。

「だが、こたびの襲しゅう撃げきに失しっ敗ぱいしたとわかれば、賊ぞくはふたたび亀かめ之の丞じょうを襲おそってこよう。その前まえに、ここから逃のがれなされ。ここ、龍りょう泰たい寺じと縁ゆかりの深ふかい寺てらがある。そこへ！」

「はっ」

　泣なきそうなまどかをよそに、亀かめ之の丞じょうも、僧そうらもうなずき合あった。

　弓ゆみ矢やを背せ負おい、長刀なぎなたを手てにした傑けつ山ざんと昊こう天てんの二人ふたりにまもられ、すっくと立たち上あがった亀かめ之の丞じょうに、まどかは叫さけんだ。

「亀かめ……っ、わたしは……！」

　とたん、幼おさないころの記き憶おくがひらめいた。

（そうだ……！　曽祖父おおじいさまのお城しろに、亀かめと呼よんでいた泣なき虫むしの幼おさななじみがいた……！　いつからか、会あうことがなくなったけれど……あれが、亀かめ之の丞じょうだったんだっ！）

　あの猪いのししと行いき会あった日ひに、初はじめて見みたように思おもっていた亀かめ之の丞じょうは、幼おさなかったあの頃ころからの幼おさななじみであったのだ。

　よみがえった記き憶おくは稲いな妻ずまのように走はしって、さまざまな思おもい出でを呼よび覚さました。

　濃こいまつげに黒くろ目め勝がちの瞳ひとみで、どんな女おな子ごより愛あいくるしかった幼おさない亀かめ……笑わらうと左ひだりの頬ほおにかわいいえくぼができたっけ。たしか、まどかより一歳さい年とし下しただったはず。

　あの頃ころは、熱ねつを出だしふらふらしているのに、まどかに、「帰かえるな」といい、遊あそぶといってきかなかった亀かめ……。

（幼おさないころから、まどかを妻つまに迎むかえ、この井い伊いの谷やを守まもっていけるよう、おれは、剣けんや槍やり、弓きゅう馬ばを修しゅ業ぎょうしてきた……おれがだれよりも強つよくなって、おまえをまもれるようになるまで……待まっていてくれるか？）

　あの日ひ、金きん色いろにかがやくすすき野ので、亀かめ之の丞じょうがいったことば、あれは、ずっとずっと小ちいさかった頃ころからの亀かめ之の丞じょうの思おもいだったのだ！

　そう気きづいたとたん、まどかは叫さけんでいた。

「亀かめっ、死しぬなっ。生いきて帰かえらねばゆるさぬ！」

　叫さけんだ声こえに、立たち去さりかけた亀かめ之の丞じょうがふりかえった。

「かならずもどる！」

　そういった亀かめ之の丞じょうと、傑けつ山ざん、昊こう天てんの姿すがたが夜よるの闇やみにまぎれたせつな、まどかは誓ちかった。

（亀かめ之の丞じょうがもどるその日ひまで、井い伊いの谷やは、父ちち上うえと共ともに、わたしがまもるっ……きっと！）

「……姫ひめよ、わかったかの？　これが、そなたの父ちち上うえのご指し示じじゃ。『どうあっても、亀かめ之の丞じょうを逃にがせ』とな。『亀かめ之の丞じょうはもはや井い伊い家けのたった一人ひとりの跡あと取とり……しかも、我わが姫ひめの許いいな婚ずけだ。殺ころさせてなるものか！』と、直なお盛もり公こうはおおせじゃった。この先さきは、亡なき直なお満みつ殿どのの家か臣しん、今いま村むら藤とう七しち郎ろうが供ともをして亀かめ之の丞じょうを無ぶ事じ逃にがすてはずになっておる」

　のんびり語かたりかけるように、南なん渓けいはいった。

「まあ、まだまだ、この後あとの始し末まつは、やっかいじゃがの……」




　まどかが井い伊いの谷や城じょうへもどると、侍じ女じょらが華はなやいだ声こえで、「姫ひめさま、ごらんなさいませっ」「それはそれは、美うつくしゅうございますよ！」などと、騒さわいでいる。

「まあ、これはなに!?」

　まどかが見みたのは、衣い桁こう（着き物ものかけ）にかかったあでやかな打うち掛かけであった。

　青あおい絹きぬ地じに金きん刺し繍しゅうの流りゅう水すいがぬいとられ、四し季きの花はな々ばなをえがいた花はな扇おうぎがまるい車しゃ輪りんのごとくにからまって、流りゅう水すいをころがり流ながれていくという京きょう風ふうの刺し繍しゅうつづりである。

　それは、井い伊い家けの姫ひめであるまどかですら目めにしたことがないほどのぜいたくな姫ひめ衣い装しょうであった。

　そのそばに座ざした青せい年ねんがいた。
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　かの小お野の和泉いずみの守かみの嫡ちゃく男なん、小お野の政まさ次つぐであった。

　目め鼻はな立だちはととのっているが、どこか、冷ひややかな感かんじがするのは、あの小お野の和泉いずみの息子むすこだと思おもうからだろうか？

　だが、政まさ次つぐは、くったくなく、にこやかにいった。

「父ちちと共ともに、駿河するがの太たい守しゅさまにお目め通どおりをいたしたおり、瀬せ名な姫ひめさまより、井い伊い家けの姫ひめへと、たまわったお品しなでございます」

「わたしに？　瀬せ名な姫ひめさまが？」

　まどかの曽そう祖そ父ふ直なお平ひらの娘むすめ、まどかにとっては大おお叔母おばが生うんだ姫ひめの名なが、瀬せ名な姫ひめであった。

　かつて今いま川がわの人ひと質じちとしてあずけられ、今いま川がわ義よし元もとの側そく室しつ（正せい妻さいではない妻つまの一人ひとり）にされた大おお叔母おばは、後のちに義よし元もとの義ぎ妹まいという名めい目もくで、あっさり、義よし元もとの家か臣しんの関せき口ぐち親ちか永ながにふたたび嫁とつがされたと聞きいていた。

（大おお叔母おばさまは、義よし元もとに利り用ようされただけだったの!?）

　そう思おもえば、怒いかりを感かんじるが、戦せん国ごくの武ぶ将しょうの家いえは、どこであれ、人ひとと人ひとの思おもいや愛あいのつながりより、家か系けいをつなぐことこそが第だい一いちだった。

　当とう時じ、義よし元もとは、正せい妻さいとして武たけ田だの姫ひめをめとったのだと、父ちち、直なお盛もりから聞きいたこともある。とすれば、その縁えん組ぐみは、今いま川がわ家けと武たけ田だ家けの盟めい約やく、甲こう駿すん同どう盟めいのためであったのだ。

（嫁とつぐのも離り縁えんするのも、ただ国くにのためであり、女おんなは、その道どう具ぐにしかすぎないの……？）

　そう思おもえば、まどかの父ちちと母ははの愛あいは、まどかにとって、宝ほう石せきのように感かんじられた。

　だが、大おお叔母おばは道どう具ぐとして切きり捨すてられ、義よし元もとの家か臣しん、関せき口ぐち親ちか永ながに再さい嫁かさせられ、そこで生うまれたのが瀬せ名な姫ひめであった。

　その瀬せ名な姫ひめに、まどかはまだ会あったことはない。

　まどかにとっては、叔母おばにあたる瀬せ名な姫ひめだが、年としごろはまだ若わかく、それは美うつくしい人ひとだと聞きいていた。

「お美うつくしい方かただと聞きいておりますが……」

　まどかがいうと、政まさ次つぐはうなずいて、「はい。しかし、美うつくしいのは、瀬せ名な姫ひめさまだけではありません」という。

「まどかさまは、太たい守しゅさまのお館やかたのある駿すん府ぷの町まちを、まだごらんになったことがないでしょう？　それはそれは、大おおきく豊ゆたかな、美うつくしい町まち並なみでございますぞ。京きょうの都みやこもかくあらんやと思おもうほど、あらゆる商あきないの大おお店だながひしめき、旅りょ宿しゅくが軒のきをつらね、どこまで行いこうとも、途と切ぎれぬほどでございます。行いき交かう人ひとや馬うま、荷に車ぐるまなどもひきも切きらず、まことに、駿すん府ぷの城じょう下かの豊ゆたかさ、太たい守しゅさまのお力ちからの大おおきさにはことばをうしなうほどでございました」

　政まさ次つぐがほめたたえる太たい守しゅ、今いま川がわ義よし元もとと、その都みやこ、駿すん府ぷの町まちを想そう像ぞうして、まどかは胸むねがつまった。

　亀かめ之の丞じょうは、その巨きょ大だいな力ちからを持もった今いま川がわにねらわれているのだ。

　そして、このにこやかな政まさ次つぐは、亀かめ之の丞じょうの父ちちと叔父おじを殺ころさせた小お野の和泉いずみの息子むすこなのだ……。

「瀬せ名な姫ひめさまは、今いま川がわ家け一いち族ぞくの姫ひめとしてお育そだちですが、お目め通どおりいたしたおり、お召めしになっていたこの打うち掛かけをぬがれて、その場ばで、まどか姫ひめへとたまわったのです。身みにつけた着き物ものをぬぎ与あたえるのは、京きょうの内だい裏りの風ふう習しゅうでございます。今いま川がわ家けは、すべてが京きょう風ふうでみやびなことでございました。義よし元もとさまの嫡ちゃく男なん、氏うじ真ざねさまは、内だい裏りの公く家げ遊あそび、蹴け鞠まりとやらをお好このみとか……。しかし、瀬せ名な姫ひめさまのお顔かお立だちはまどかさまに似にて、りりしげな姫ひめでございましたゆえ、まどかさまにも、この青あおがいかにも映はえましょう。はおってごらんなされませ」

　政まさ次つぐがすすめたが、まどかは気きがすすまなかった。

　小お野の和泉いずみが太たい守しゅに会あったその時ときに、政まさ次つぐが共ともに駿すん府ぷにいたとしたら、和泉いずみは、その時ときに、直なお満みつ、直なお義よしをおとしいれる告つげ口ぐちをしたんじゃないだろうか。

　だとしたら、この打うち掛かけは、そのついでに、瀬せ名な姫ひめからたまわったみやげということになる。瀬せ名な姫ひめにはもうしわけないが、まどかは、そんな打うち掛かけを着きてみたいとは思おもわなかった。

　その時とき、奥おくの直なお盛もりの部へ屋やから、大おおきな声こえがひびいてきた。

「殿とのっ、なんとおおせられたっ!?」

　人ひとを恐おそれさせようとするような重おもいひびきは、まぎれもなく小お野の和泉いずみの声こえであった。

「和泉いずみの守かみも来きているの!?」

　まどかはとっさに、廊ろう下かへ出でた。

「姫ひめっ、なりません！」

　政まさ次つぐの呼よびとめる声こえなど耳みみに入はいらず、まどかは直なお盛もりのもとへ走はしった。

（亀かめ之の丞じょうになにかあったのでは……!?）と。




　直なお盛もりの部へ屋やでは、直なお盛もりと小お野の和泉いずみがにらみ合あっていた。

「亀かめ之の丞じょうは生せい死しもわからず、行方ゆくえ知しれずになったとおおせられるのか!?」

　直なお盛もりの前まえに座ざした小お野の和泉いずみは銀ぎん髪ぱつまじりで、一いっ見けん、いかにも分ふん別べつくさい家か老ろうに見みえるが、その目めは強つよくぎらついている。

　直なお盛もりは、家か臣しんである和泉いずみが、嫡ちゃく流りゅうの亀かめ之の丞じょうを呼よび捨すてるのを聞きいて、ややむっとして、とがった声こえで告つげた。

「ああ、そのようだ。叔父おじ上うえ方がたの野の辺べの送おくり（とむらい）の後あと、亀かめ之の丞じょうは、龍りょう泰たい寺じへ蟄ちっ居きょ謹きん慎しん（外がい出しゅつを禁きんじ一いっ室しつにこもってつつしむこと）させておったが、夜や中ちゅう、龍りょう泰たい寺じを襲おそった賊ぞくがあったそうな。その騒さわぎの中なか、亀かめ之の丞じょうは行方ゆくえ知しれずとなった。賊ぞくにさらわれ殺ころされたのか、あるいは、家か臣しんの何なに者ものかが救すくい出だして逃のがしたのか、定さだかではない」

「殿とのっ、そのようないいのがれをなされて、今いま川がわ家けの太たい守しゅさまがおゆるしなさるとお思おもいか!?　このままでは、井い伊い家けは反はん逆ぎゃくの罪つみに問とわれますぞっ」

　和泉いずみはつめよった。

「和泉いずみ、そうはいうが、謹きん慎しんさせた亀かめ之の丞じょうを襲おそったのが、今いま川がわ家けの差さし向むけた者ものであれば、ゆるすもゆるさぬもないだろう。今いま川がわが、井い伊い家けの決けっ定ていを待またなかったとすれば、それは、井い伊い家けとしても承しょう知ちできることではない。事ことを荒あら立だてぬためには、亀かめ之の丞じょうは病びょう死しいたしたとでもとどけるしかあるまい。……それとも、あれは、まさか、和泉いずみ、おぬしの手ての者ものか？」

　直なお盛もりは和泉いずみをにらみつけたが、和泉いずみはひるまず、むしろ居い丈たけ高だかに告つげた。

「なるほど、わかり申もうした。殿とののおおせの通とおりなれば、姫ひめの許いいな婚ずけは病びょう死しされ、井い伊い家けは嫡ちゃく男なんをうしなったことになりましょうな。……ならば、ここに、今いま川がわの太たい守しゅさまよりおあずかりしたご命めい令れいがございまする」

　和泉いずみは重おも々おもしく、ふところから、今いま川がわ義よし元もとの朱しゅ印いんのある書しょ状じょうを取とり出だし、読よみ上あげた。

「『井い伊い亀かめ之の丞じょうをうしなわせし後のちは、直なお盛もりが姫ひめの婿むこに、小お野の和泉いずみが一いっ子し、小お野の政まさ次つぐをむかえ入いれ嫡ちゃく男なんとせよ』……これが、太たい守しゅさまの上じょう意いでございまする」

「和泉いずみっ、おのれは……！」

　直なお盛もりは歯はぎしりした。

　今いま川がわは、小お野の和泉いずみの息子むすこをまどかの婿むこにして井い伊い家けを継つがせ、井い伊い家け領りょう国ごくを思おもいのままにするつもりなのだ。

　これまで、直なお平ひら、直なお宗むね、直なお盛もりとつづいた井い伊い家け代だい々だいの領りょう主しゅは、今いま川がわにはしたがったが、井いの国くにの自じ治ちについては、井い伊い家けの意い思しをぎりぎり通とおしてきた。

　だが、「これからは、それは一いっ切さいさせぬ、井いの国くには、今いま川がわの傀かい儡らい（あやつり人にん形ぎょう）となれ」と、命めいじられたも同どう然ぜんであった。

　直なお盛もりの怒いかりが、烈れっ火かのごとく飛とび散ちる寸すん前ぜんだった。

　音おとを立たて、襖ふすまが開ひらいた。

　直なお盛もりと和泉いずみが同どう時じに顔かおを向むけたそこには、姫ひめとは名なばかり、若わか衆しゅのごとき脇わき差ざしを佩おびたまどかがいた。

「和泉いずみっ、そちは、わたしを女おんなと思おもうて、なめておろう。よう聞きけっ、わたしは生せい死しのしれぬ許いいな婚ずけを裏うら切ぎったりはせぬっ。裏うら切ぎれと命めいずるなら、この命いのちを絶たつ！」

　まどかは、自みずからの白しろいのどもとに、抜ぬき放はなった脇わき差ざしをあてた。

「姫ひめっ」

　まどかを追おって来きた政まさ次つぐも叫さけんだ。

「まどか、はやまるな」

　直なお盛もりがしずかにまどかに近ちかづき、その手てをおさえた。

　だが、まどかはきかない。

「いいえ、父ちち上うえ！　わたしは、本ほん気きです」

　そういったまどかの心こころをよぎったのは、今いま川がわ義よし元もとから捨すてられ、家か臣しんにふたたび嫁とついだ大おお叔母おばのことであった。

（お家いえの都つ合ごうで、心こころなどない者もののように、妻つまにされ、捨すてられ、また嫁とつがされるような女おんなにはなりたくない！）

　まどかは、強つよく思おもった。

　あの日ひ……黄こ金がね色いろのすすき野ので、亀かめ之の丞じょうの妻つまになることを想そう像ぞうして幸しあわせだった。あの思おもいは、お家いえのためなんかじゃなく、まどかのすなおな気き持もちであったからこそ、小お野の家けの策さく略りゃくによる婚こん姻いんなどもってのほかだと思おもえた。

　これまで、まどかは、政まさ次つぐを夫おっとに持もつなど考かんがえたこともなかったし、今いまとなっては、考かんがえたくもない。

　戦せん国ごくの女おんなであっても、わたしは、わたしの心こころで生いきる！

　そう、心こころで決きめて、まどかは、追おって来きた政まさ次つぐを振ふり返かえった。

「政まさ次つぐ、そちの妻つまになど、わたしは決けっしてならぬっ。たとえ、ここで死しぬことをとどめられても、龍りょう泰たい寺じへ入はいって髪かみを下おろし尼あまになります！　それは、父ちち上うえにも止とめられぬこと。龍りょう泰たい寺じは、世せ俗ぞくの支し配はい者しゃも踏ふみこめぬ仏ほとけの聖せい域いきです。たとえ今いま川がわであろうとも、支し配はいされることはありません！　それとも、和泉いずみ！　政まさ次つぐ！　このわたしを、山さん賊ぞくのごとく奪うばいとるかっ!?」

　このとき、さしもの小お野の和泉いずみも、政まさ次つぐも、怒いかりで青あおざめた。

　小お野の家けは、系けい譜ふをたどれば、主しゅ家かとして仕つかえている井い伊い家けよりもさらに古ふるく、さかのぼれば小お野のの妹いも子こや小お野のの小こ町まちにすらつながる貴き種しゅの家か系けいとされていたのだ。

　むしろ、主しゅ家かとの縁えん組ぐみであっても、決けっして井い伊い家けにおとる家か系けいではないという誇ほこりが小お野の家けにはあった。その小お野の和泉いずみと政まさ次つぐに対たいして、まどかは「山さん賊ぞく」と口くちにした。

　小お野の和泉いずみにすれば、直なお盛もりの姫ひめと政まさ次つぐの婚こん姻いんで、戦たたかうことなく井い伊い領りょう国ごくを手てに入いれようとしただけで、この時ときはまだ、井い伊い家けに向むかって謀む反ほんを起おこそうとしたわけではなかった。

　武ぶ力りょくではなく謀ぼう略りゃくで、井い伊い一いっ国こくを手てにしようとたくらんだだけだった。

　だが、まどかにとって、それほど、ゆるせぬことはなかった。

　女おんなを道どう具ぐとしてしか考かんがえない戦せん国ごくの世よ、武ぶ将しょうの世せ界かい……その世せ界かいにとりこまれてなるものか！

　まどかは、そう決けつ意いしていた。




　それからどれほどたったろうか……。

　数すう十じゅう日にち、いや、季き節せつが変かわり、年としが変かわろうとしても、まどかは悩なやみ、考かんがえつづけたが、ある夜や中ちゅうに考かんがえあぐねて、城しろをぬけて、龍りょう泰たい寺じへ入はいった。

「南なん渓けいさま！　わたしを尼あまにしてください」

　南なん渓けいの顔かおを見みたとたん、そう切きり出だしたまどかに、南なん渓けいは「まあ、待またぬか」と、おだやかにとどめた。

「いきなり、そういわれてもこまる。今いま、髪かみを下おろし尼あまになって、亀かめ之の丞じょうが帰かえった時とき、どうするつもりだ？　はやまってはいかん」

「いいえ、よくよく考かんがえました！　けれど、今いま、尼あまにならねば、小お野の和泉いずみの息子むすこ、政まさ次つぐを婿むこに迎むかえよといわれます。それだけは、ぜったい、いやですっ」

　まどかは必ひっ死しだった。

「まあ、待まて。直なお盛もり公こうは、なんとおおせになった？」

「父ちち上うえは、尼あまにならずとも、小お野の和泉いずみの息子むすこなど婿むこには迎むかえぬとおっしゃいました。ですから、幾いく十じゅう日にちも、幾いく月つきも考かんがえぬきました……でも、今いま川がわの命めい令れいにさからえば、こんどはきっと、父ちち上うえが殺ころされます！　亀かめ之の丞じょうの父ちち上うえや直なお義よしさまのように。そんなこと、させられません！　わたしが……わたしさえ尼あまになれば、だれも殺ころされたり罰ばっせられたりしないですみます。ですから、お願ねがいっ、南なん渓けいさまっ」

「うーむ……」

　南なん渓けいはこまって、腕うでをくんだ。

「お願ねがいでございますっ」

　その袖そでにすがって、まどかはたのんだ。

　尼あまになるために、この夜よるのまどかは、若わか衆しゅ姿すがたではなく、長ながい髪かみを肩かたまでたらしたみやびな姫ひめ姿すがたである。

　瀬せ名な姫ひめのおくってくれた青あおくあでやかな打うち掛かけをはおり、これが最さい初しょで最さい後ごの姫ひめ姿すがたのつもりであった。

　この打うち掛かけを最さい後ごに身みにつけたのは、瀬せ名な姫ひめへ礼れいをつくすためであり、一いっ方ぽうで、これをとどけた政まさ次つぐへの決けつ別べつの気き持もちでもあった。

　そのまどかの長ながくつややかな髪かみの一ひと束たばを、南なん渓けいがそっと手てにとった。

「まだ女おな子ごの春はるも迎むかえぬに……この美うつくしい黒くろ髪かみをむざんに切きって捨すてよというのか、姫ひめよ……」

「はいっ」

　もう、まどかには迷まよいはなかった。

「だが……姫ひめよ。女おな子ごはいったん尼あまとなれば、還げん俗ぞく（一いち度ど出しゅっ家けした者ものがふたたび一いっ般ぱん人じんにもどること）はできぬのだぞ。還げん俗ぞくがみとめられるのは男おの子このみ。そなたは、その若わかさで、井い伊い家け嫡ちゃく流りゅうの姫ひめという身み分ぶんも、女おんなの幸しあわせも捨すてるというのか？」

　いつでもどんな時ときも、ゆったりと動どうじない南なん渓けいの目めが、この夜よる、かすかにうるんだのを見みて、まどかは胸むねが熱あつくなった。

　姫ひめを捨すて、女おんなを捨すてる……！

　それがどれほどのことか、この時ときには、まどかはまだよくわかっていなかったのかもしれない。ただ、はっきりわかることは、亀かめ之の丞じょうがもどってきても、もう決けっして妻つまにはなれない……ということだった。

　だが、小お野の政まさ次つぐと結むすばれれば、亀かめ之の丞じょうの父ちちを殺ころさせた仇かたきの息子むすこの妻つまになるということだ。

　井い伊い家け家か老ろうであるはずの小お野の和泉いずみは、支し配はい者しゃ今いま川がわの手て先さきとなって、井い伊い家けを乗のっ取とろうとしている。その道どう具ぐにされるなど、女おんなを捨すてるよりつらい……いや、人ひととして、もう、顔かおを上あげて生いきてはいけないと思おもえた。




（まどか、これをやろう……）

　あの日ひ、透すき通とおった水すい晶しょうをくれた亀かめ之の丞じょうの横よこ顔がおが思おもい浮うかんでいた。




　その水すい晶しょうは、小ちいさな穴あなに鎧よろい糸いとを通とおして、今いまも守まもり袋ぶくろのように胸むねに下さげている。

　結けっ晶しょうをにぎりしめると、ひたと冷つめたい水すい晶しょうから清きよらかな気きが放はなたれているようで、あふれそうになったまどかの涙なみだも、しずかに冷ひえ退ひいていった。

「決けつ意いは変かわりませぬ。南なん渓けいさま」

　まどかは、顔かおを上あげて、南なん渓けいに告つげた。




　父ちち、直なお盛もりが龍りょう泰たい寺じに駆かけつけてきた時ときには、まどかの長ながい髪かみは、肩かたにとどくほどに断たち切きられ、すでに瀬せ名な姫ひめにおくられた打うち掛かけもぬぎすて、墨すみ染ぞめの僧そう衣いをまとっていた。

　その姿すがたを見みた直なお盛もりは、かっとして叫さけんだ。

「南なん渓けい殿どのっ、なぜ、まどかを、とめてくださらなんだっ」

「とめてとまらぬ決けつ意いであった。ただし、まだ尼あまの名なはあたえてはおりませぬ」

　南なん渓けいが微笑ほほえむ。

「尼あまなどにさせぬっ。髪かみなど、すぐのびる！　さあ、まどか、城しろへもどるのだ！」

　直なお盛もりはいい、まどかを強ごう引いんに抱だきよせ、ささやいた。

「ばかなことをするんじゃない、まどか……！」

　直なお盛もりは、短みじかくなったまどかの髪かみを、愛いとしげになでた。
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　その温あたたかみは、幼おさないころ、大おおきな武ぶ骨こつな手てで、頭あたまをくしゃくしゃっとされ、抱だき上あげられ頬ほおずりされた、あのころの父ちちの手てと同おなじであった。

「父ちち上うえ……！」

　その優やさしさ、温あたたかさに負まけそうになって、まどかは、いやいや……と、首くびを振ふった。

「いいえ、わたしは尼あまになります。南なん渓けいさま、さあ、尼あまの名なをあたえてくださいまし！」

　わざと強つよくいったが、目めからは涙なみだがあふれる。

「まどか……！」

　父ちちの顔かおが一いっ気きに悲かなしげにくずれるのから、まどかは目めをそらした。

「姫ひめは尼あまになるといい、直なお盛もり殿どのは、させぬという。はてさて、これはどうしたものかのう」

　南なん渓けいは変かわらず微笑ほほえんでいる。

「姫ひめの思おもいも、直なお盛もり殿どのの思おもいもむげにはできぬ。ならば、姫ひめよ、そなたは、今いまこの時ときから、まことに女おな子ごを捨すてなされ。今こ宵よい、この時ときより、そなたは姫ひめではなく、井い伊い家けの嫡ちゃく男なんとなるのじゃ」

　南なん渓けいのことばに、直なお盛もりはあぜんとしたが、南なん渓けいはつづけた。

「井い伊い家けの嫡ちゃく男なんは、代だい々だい、虎とらの一いち字じの入はいった名なを名なづけられ、また、次じ郎ろうとも呼よばれてまいったはず。ならば、今こ宵よいから嫡ちゃく男なんとなる姫ひめの法ほう名みょうは、男おの子ことして『次じ郎ろう法ほう師し』とする。男おの子この出しゅっ家けなれば、時ときが来くれば還げん俗ぞくもできよう。それで、どうじゃな？　直なお盛もり殿どの」

　そのことばの意い味みを理り解かいするまで、直なお盛もりもまどかも、しばし、ぼうぜんと南なん渓けいを見み上あげていた。

「次じ郎ろう法ほう師し」は、男おの子この法ほう名みょうであり、女おんなたる尼あまの法ほう名みょうではない。

　だから、まどかはいつか還げん俗ぞくできるというのか……!?

　そして、出しゅっ家けした者ものは婚こん姻いんできないので、今いま川がわの命めい令れいにそむいたことにもならない。

　それが、南なん渓けいによって出だされた答こたえであった。




　一いっ方ぽう、その頃ころ。

　亀かめ之の丞じょうは、亡なき父ちち、直なお満みつの家か臣しんであった今いま村むら藤とう七しち郎ろうと共ともに、井い伊いの谷やの山さん中ちゅう、黒くろ田だ郷ごうへ逃のがれていた。

　だが、そこも、小お野の和泉いずみの守かみに知しられるところとなり、周しゅう囲いの住じゅう民みんには、「にわかに亀かめ之の丞じょう病びょう死し、今いま村むら藤とう七しち郎ろうは自じ害がい」とふれまわって、十二月がつの末すえには、渋しぶ川かわにある東とう光こう寺じへ落おちのびた。

　が、そこも、いつまでも安あん全ぜんとはいえなかった。

　藤とう七しち郎ろうは、ひそかに龍りょう泰たい寺じまで南なん渓けいをたずねてきて、その袖そでにすがった。

「南なん渓けいさま、東とう光こう寺じも、もはや安あん全ぜんとはいえませぬ。亀かめ之の丞じょうさまをかくまってくださる場ば所しょはほかにございませんでしょうか？」

　夜や陰いんに忍しのんできて、問とう藤とう七しち郎ろうに、南なん渓けいはこたえた。

「なれば、仏ぶつ門もんの我わが師しにつながる伊い那な谷だにの松しょう源げん寺じへお逃のがれなされ」

　伊い那な谷だにとは、遠とおく信しん州しゅうの幽ゆう谷こくである。

　このころの仏ぶつ門もんの師し弟ていのつながりや、同どう宗しゅうの寺てら同どう士しの結むすびつきは強つよく、寺じ社しゃ内ないは、世よの支し配はい者しゃさえ立たち入いれない聖せい域いきではあったが、寺てらによっては限げん界かいもあったので、亀かめ之の丞じょうと藤とう七しち郎ろうは、東とう光こう寺じを出でることにした。




　亀かめ之の丞じょうと藤とう七しち郎ろうが東とう光こう寺じを発たったのは、天てん文ぶん十四年ねん（１５４５）正しょう月がつの三日かであった。

　渋しぶ川かわから伊い那な谷だにへ向むかう道みちは、山やままた山やまであったので、途と中ちゅうまでは東とう光こう寺じの住じゅう職しょくが道みち案あん内ないをしてくれた。

　が、その先さきも、目めにつく街かい道どうをさけねばならなかった。

　亀かめ之の丞じょうと藤とう七しち郎ろうは、井い伊い氏しの氏うじ神がみでもあった寺てら野の八はち幡まん社しゃに詣もうで、旅たびの安あん全ぜんと井い伊い家けの安あん泰たいを祈き願がんした。

　その日ひは、この地ちでおこなわれる「火踊ひよんどり」の祭さい礼れいが、三みっ日か堂どうでおこなわれていた。若わかい男だん女じょの出で会あいの場ばである祭まつりのにぎわいを横よこ目めに、藤とう七しち郎ろうと亀かめ之の丞じょうは、山さん中ちゅうを案あん内ないしてくれる樵きこりをやとった。

　だが、そのけわしい山さん中ちゅうで、馬ば上じょうの亀かめ之の丞じょうのふところから、肌はだ身みはなさず持もっている横よこ笛ぶえがこぼれそうになった。とっさに、こぼれ落おちそうになった笛ふえをつかんだその時とき、矢や鳴なりがひびいた。

「若わか君ぎみっ！」

　藤とう七しち郎ろうが叫さけんだせつな、亀かめ之の丞じょうをかすって、一いっ矢しはそばの木こ立だちに、一いっ矢しは馬うまの鞍くらに突つき立たった。

　亀かめ之の丞じょうは馬うまをすべり下おり、木こ立だちのかげにかくれた。

「おのれっ、小お野のの手ての者ものか!?」

　藤とう七しち郎ろうが太刀たちをぬいたその時とき、矢やの放はなたれたらしき繁しげみで、何なに者ものかが争あらそう叫さけびがあった。

　しばし後のち、その繁しげみから、大おおきな坊ぼう主ず頭あたまと、やや小こ柄がらな坊ぼう主ず頭あたまが見みえた。

「もう大だい丈じょう夫ぶだ！　刺し客かくは逃にげた。行いきなされっ」

　そういって六ろく尺しゃく棒ぼうを振ふったのは、傑けつ山ざんと昊こう天てんであった。

「おおっ、南なん渓けいさまのお指さし図ずか！」

　藤とう七しち郎ろうがほっとした時とき、亀かめ之の丞じょうは気きづいた。

　六ろく尺しゃく棒ぼうを振ふる傑けつ山ざんの胸むなもとがキラリと光ひかったのだ。目めをこらして見みれば、それは鎧よろい糸いとを通とおした水すい晶しょうであった。

「あ、あれは、まどかにあげた水すい晶しょうか!?」

　お守まもりにせよと手て渡わたした水すい晶しょうを、助たすけてくれた傑けつ山ざんが首くびにかけているということは、もしや、「井い伊いの谷やを出でるまで、亀かめ之の丞じょうの身みをまもってやれ」と、南なん渓けいが傑けつ山ざんと昊こう天てんを差さし向むけるその場ばに、まどかがいたのではないか……！

　いたからこそ、亀かめ之の丞じょうや傑けつ山ざんらの無ぶ事じを願ねがって、まどかが、あの水すい晶しょうを首くびにかけさせたのだ。

　そう思おもえた。

　考かんがえてみれば、さきほど、ふところから横よこ笛ぶえがこぼれそうになったおかげで、亀かめ之の丞じょう自じ身しん、矢やを受うけないですんだのかもしれない。

（おれの横よこ笛ぶえと、まどかの水すい晶しょうは、もしや、ひびき合あっているのか……？　おれたちは遠とおくはなれても、ずっとつながっているんだ、きっと！）

　そう考かんがえられることが、亀かめ之の丞じょうに勇ゆう気きをあたえた。

「おれは必かならず帰かえる！　待まっていてくれっ」

　傑けつ山ざんと昊こう天てんに呼よびかけた。




　寺てらへもどってきた傑けつ山ざんから、まどかは、そのことばを聞きいた。

「おれは必かならず帰かえる！　待まっていてくれっ」

　そうくり返かえしたという亀かめ之の丞じょうのことばを……。

　その亀かめ之の丞じょうの声こえと、笑え顔がおを思おもい浮うかべて、まどかは、それを、そっと胸むねの中なかにしまった。

　宝たから物もののように……。













　　　　　三　青あお葉ばの笛ふえ




　亀かめ之の丞じょうと藤とう七しち郎ろうは、国くに境ざかいとなる峠とうげを越こえ、信濃しなのの国くにへ入はいった。

　信濃しなのの国くに、市いち田だ郷ごうに、松しょう源げん寺じはあった。

　亀かめ之の丞じょうと藤とう七しち郎ろうは、こころよく松しょう源げん寺じの寺じ内ないへ迎むかえ入いれられた。

　松しょう源げん寺じの住じゅう職しょくは、市いち田だ郷ごうの国こく人じん領りょう主しゅ（実じっ質しつ上じょうの領りょう主しゅ）であった松まつ岡おか氏しの弟おとうとであったので、その地ちでの暮くらしはまずまず平へい和わであった。

　松まつ岡おか城じょうへもたびたびおとずれるようになって、松まつ岡おか氏しの子し息そくなどと剣けん術じゅつ、弓ゆみ槍やり、馬ば術じゅつなど武ぶ芸げいの修しゅ業ぎょうをした。

　だが、弓ゆみを射いれば、まどかを思おもい、狩かりに出でても、まどかを思おもう。

　城じょう内ないの庭てい園えんや東あずま屋やで、笛ふえを奏かなでれば、さらに、故こ郷きょうへ、まどかへの思おもいはつのった。

　青あお葉ばの笛ふえの音ねは、伊い那な谷だにの月つきに冴さえざえと響ひびきわたり、その山やまも谷たにもが、亀かめ之の丞じょうと共ともに泣ないてくれているようであった。

「……悲かなしい調しらべでございますね」

　そういう声こえに振ふり返かえれば、武ぶ士しの娘むすめであろうか、十六、七の美うつくしい娘むすめが、東あずま屋やにつづく小こ道みちから、亀かめ之の丞じょうをのぞきこんでいた。

「これは、青あお葉ばの笛ふえと申もうして、切せつなげな音ね色いろを奏かなでるのです」と、亀かめ之の丞じょうは応おうじた。

「でも、あなたさまの頬ほおが……！」と娘むすめがいう。

　ハッとして、頬ほおをぬぐえば、知しらず知しらずのうちにこぼれ出でた涙なみだでぬれていた。

　娘むすめは青あお葉ばの笛ふえの奏かなでる音ね色いろにひかれ、亀かめ之の丞じょうを見みて、その頬ほおに光ひかるひとすじの涙なみだに、つい、声こえをかけてしまったのかもしれない。

「これは……さきほどの小こ雨さめにぬれたのだ」

　そういい、見み上あげれば、雲くものうすい早そう春しゅんの空そらである。

　ああ、もう春はるなのだ……と、胸むねが痛いたむ。

「まもなく、花はなも咲さきましょう。ほら……」と、娘むすめが、小ちいさな蕾つぼみのついた小こ枝えだを差さし出だした。

「あ、桃ももの花はなですね」とうけとって、ふと見みると、娘むすめの切きれ長ながの涼すずやかな瞳ひとみが目めに入はいった。

（に、似にている……！）

　大おおきく切きれ上あがり、女おんなには惜おしいような、りりしげな瞳ひとみ、それは、まどかによく似にていた。

「あなたの名なは？」

「『えん』でございます。代だい官かんの塩しお沢ざわの娘むすめにございます」

「えっ……えん!?」

　まどかと同おなじ名なか、と、胸むねが騒さわいだ。

「はい、艶つやと書かいて、えんと読よみまする」

　似にた名な、似にた瞳ひとみに、亀かめ之の丞じょうはうれしくなって、つい微笑ほほえんだ。

　孤こ独どくな逃とう避ひ行こうの日ひ々びに、小ちいさな花はなが咲さいたような気きがしたのだ……。




　龍りょう泰たい寺じの南なん渓けいへ、井い伊い家けの直なお盛もりへ、人ひとを通つうじ、亀かめ之の丞じょうの消しょう息そくがとどいたのは、井い伊いの谷やから亀かめ之の丞じょうの姿すがたが消きえてから、すでに数すうか月げつも過すぎた頃ころであった。

　だが、次じ郎ろう法ほう師しとなったまどかには、だれからもくわしいことは伝つたえられなかった。

　ただ、傑けつ山ざんと昊こう天てんが龍りょう泰たい寺じにもどった日ひ、傑けつ山ざんは、まどかのあずけた水すい晶しょうを、そっと、まどかの手てに返かえして、こう報ほう告こくした。

「次じ郎ろうの姫ひめさま。水すい晶しょうの君きみはご無ぶ事じです。『必かならず帰かえる！　待まっていてくれっ』と。どうぞ、ご心しん配ぱいなさいませんように」

　と、ただそれだけ。

　今いま川がわ家けや小お野の和泉いずみの守かみはつねに密みっ偵ていをあやつって、あらゆる情じょう報ほうを集あつめている。

　大おお叔父おじの直なお満みつや直なお義よしが殺ころされたのも、その密みっ偵ていによる悪あく辣らつな情じょう報ほうのせいかもしれなかったので、うかつなことばは、決けっして口くちにできないのだ。

　こうして、亀かめ之の丞じょうとまどか……いや、亀かめ之の丞じょうと次じ郎ろう法ほう師しは遠とおく引ひき裂さかれたまま、数すう年ねん……いや、気きづけば、十年ねんもの月つき日ひが過すぎていった。




　ある日ひ、龍りょう泰たい寺じをたずねてきた父ちち、直なお盛もりがいった。

「小お野の和泉いずみが病やまいで亡なくなったそうだ。……まどか、城しろへ帰かえっておいで。龍りょう泰たい寺じには、城しろから通かよえばよいだろう。もう、おまえを妻つまにという者ものはいない」

　そのことばに、南なん渓けいがこたえた。

「和泉いずみの守かみのあとは、嫡ちゃく男なん、政まさ次つぐが継ついで、小お野の但馬たじまの守かみと名な乗のったそうですな」

　まどかには知しらされなかったが、井い伊い家けにも、大おおきな変へん化かが起おこっていたのだ。

「小お野の但馬たじまの守かみ……」

　だが、まどかにとっては、その名なは、あの若わかき政まさ次つぐのような気きがしなかった。

　まるで、小お野の和泉いずみの守かみが復ふっ活かつしたようにも聞きこえる。だが、ともかく、今いま川がわの威いをかりた非ひ情じょうの目め付つけであり、井い伊い家け乗のっ取とりを画かく策さくする老ろう家が老ろうは亡なくなったのだ。




　直なお盛もりからは、亀かめ之の丞じょうへの使し者しゃが立たてられた。

　その一いっ方ぽうで、この時とき、亀かめ之の丞じょうを庇ひ護ごしてくれた伊い那な谷だにの松まつ岡おか城じょうには、危き機きがせまっていたのだ。

　天てん文ぶん二十三年ねん（１５５４）の七月がつ、甲斐かいの武たけ田だ晴はる信のぶ（後のちの武たけ田だ信しん玄げん）が、伊い那な谷だにへ侵しん攻こうしたのだ。

　武たけ田だの圧あっ倒とう的てきな軍ぐん力りょくを前まえに、伊い那な谷だにの国こく人じん領りょう主しゅや豪ごう族ぞくらは戦たたかうことなく降こう伏ふくし、松まつ岡おか氏しにも同おなじ運うん命めいがせまっていた。

　もはや、亀かめ之の丞じょうと藤とう七しち郎ろうは、潜せん伏ぷく先さきに、とどまってはいられなくなったともいえる。




　翌よく二月がつになって、亀かめ之の丞じょうと藤とう七しち郎ろうの二人ふたりは、遠とおと江うみ国のくにの渋しぶ川かわの東とう光こう寺じへもどってきた。

「亀かめ之の丞じょうがもどってきた!?」

　まどかの心こころはおどったが、亀かめ之の丞じょうは、なぜか、井い伊いの谷やへ入はいらず、渋しぶ川かわにとどまったという。

　会あいたいと思おもった。

　だが、今いまのまどかは、次じ郎ろう法ほう師しと呼よばれているのだ。

　引ひき裂さかれた時ときにはまだ少しょう女じょであったのに、次じ郎ろう法ほう師しとなったまどかは、すでに二十歳はたちになってしまった。

　戦せん国ごくの頃ころは男おとこも女おんなも、おそくとも十五、六歳さいには、妻つまや夫おっとを持もつ。

　二十歳はたちにして未み婚こんであるなどめったにない。しかも、出しゅっ家けして次じ郎ろう法ほう師しとなったまどかは、還げん俗ぞくせねば、井い伊いの姫ひめにもどることさえできないのだ。

「まどか、還げん俗ぞくして、亀かめ之の丞じょうの妻つまとなれ」

　次じ郎ろう法ほう師しとなっても、「まどか」と呼よぶことをやめない父ちち、直なお盛もりはそう願ねがっている。

　母ははの椿つばきの方かたも、同おなじ思おもいであったろう。

「まどか、あなたには、わたくしが産うめなかった男おとこの子こを産うんでもらいたいの！」

　それは、これまで、なんども聞きかされた母ははのことばでもあった。

（還げん俗ぞくすれば、亀かめ之の丞じょうの妻つまに……！）

　そう考かんがえれば、やはり、胸むねがときめいた。

　亀かめ之の丞じょうが去さって、小お野の和泉いずみにとりこまれぬよう出しゅっ家けしてから、ずっと考かんがえないようにしていた思おもいであった。




「白はく龍りゅう、出でかけるぞ！」

　井い伊いの谷や城じょうから龍りょう泰たい寺じへ連つれてきた愛あい馬ばの白はく龍りゅうに声こえをかけた。

「次じ郎ろう、どこへ行いく？」

　それを見みかけた南なん渓けいが呼よびかけた。

「亀かめ之の丞じょうに会あってきます！」

　振ふり返かえって告つげたその声こえに、南なん渓けいは、とまどったように眉まゆをひそめた。

「次じ郎ろうの姫ひめは、ご存ぞんじないのですか？」

　南なん渓けいのそばにいた昊こう天てんが声こえをひそめてたずねた。

「うむ……おのれの目めで、確たしかめる方ほうがよかろう」

　南なん渓けいがつぶやいた。

「しかし、今いまなら、姫ひめに知しられぬように、できるのでは？」

　傑けつ山ざんがいうのに、南なん渓けいは「いや……」と首くびを横よこに振ふった。

「次じ郎ろうは、りりしい姫ひめじゃ。還げん俗ぞくして、亀かめ之の丞じょうの妻つまとなった後のちに知しれば、もはや、出しゅっ家けの道みちも絶たたれてしまう。帰かえってくる場ば所しょをのこしておいてやらねばならぬ」

　遠とおくを見みるようにして、南なん渓けいがいった。




　渋しぶ川かわの東とう光こう寺じまで来きて、まどかは、寺てら近ちかくの参さん道どうで、白はく龍りゅうをつないだ。

　梅ばい林りんがあるのか、参さん道どうには、かすかに梅うめの香かがただよっていた。

　まどかは立たち止どまり、深しん呼こ吸きゅうをした。

　心こころをおちつけるためである。

　若わか衆しゅのごとき出いで立たちは、少しょう女じょの頃ころから変かわらないが、次じ郎ろう法ほう師しとなった今いまは、肩かたにとどくほどでぷっつりと断たち切きった髪かみを、尼に僧そうの白しろ頭ず巾きんでおおっている。

（この姿すがたを、亀かめ之の丞じょうが見みたら、どう思おもうか……？）

　そう思おもえば、寺じ内ないへ立たち入いるのも勇ゆう気きがいった。

　その時ときだった、幼おさない女おんなの子こが寺てらからとびだしてきた。

「父ちち上うえっ、もう、梅うめの花はなが咲さいておりますっ、ほら！」

　女おんなの子こが、寺じ内ないへ呼よびかける。

「桃もも、勝かっ手てに外そとへ出でてはならん。梅うめなら、寺てらの庭にわにもあるだろう」

　そう呼よんで、父ちち親おやらしき若わか武む者しゃが出でてきた。

　その顔かおを見みたまどかは、とっさに顔かおをそらし、若わか武む者しゃに背せを向むけた。

　若わか武む者しゃは、たくましくなった亀かめ之の丞じょうであった。

　子こどもの頃ころよりさらに彫ほりの深ふかくなった顔かお立だちだが、切きれ上あがった黒くろ目め勝がちの瞳ひとみに落おちる濃こいまつげの陰影かげは変かわらない。……それはまぎれもなく、待まちつづけた亀かめ之の丞じょうの顔かおであった。

　亀かめ之の丞じょうは、尼に僧そうのかぶりものを見みて、まどかがだれなのか、わからなかったのだろう。かるく会え釈しゃくをして通とおり過すぎた。

「ほら、いいにおい」

　女おんなの子こが亀かめ之の丞じょうと手てをつないでいう。

「母はは上うえのお家うちでも、咲さいたかしら？」

「母はは上うえのお家うちは、桃ももの花はなばかりだ。桃もも、父ちちと母はは上うえが出で会あった時とき、母はは上うえは、桃ももの花はな枝えだをくださったのだ。だから、おまえを桃ももと名なづけたんだよ」
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　おだやかな亀かめ之の丞じょうの語かたる声こえに、まどかはたまらず、その場ばにうずくまった。

　それに気きづいた亀かめ之の丞じょうが近ちかづいてきて、声こえをかけた。

「尼に僧そう殿どの、どうなされた？　ご気き分ぶんでも……？」

　まどかをのぞきこんだ亀かめ之の丞じょうは、ハッと目めをみはった。

「大だい事じありません。ごめんください」

　まどかは、その亀かめ之の丞じょうを見みないようにして立たち上あがり、参さん道どうの木こ立だちにつないだ手た綱づなをほどいて、白はく龍りゅうにまたがった。

「そ、その、馬うまは……っ、白はく龍りゅう!?」

　亀かめ之の丞じょうは去さろうとするまどかの手た綱づなをつかんだ。

「お放はなしくださいっ」

　まどかはむりやり手た綱づなをあやつり、馬うまを走はしらせようとした。

「まどかっ！　まどかなのかっ!?」

　亀かめ之の丞じょうが叫さけんだ。

「いえ、次じ郎ろう法ほう師しと申もうしまする」

　そう告つげたまどかは、亀かめ之の丞じょうをふりきり、白はく龍りゅうを走はしらせた。

「待まってくれっ、まどかっ！」

　呼よぶ声こえに振ふり返かえらず、まどかは東とう光こう寺じから遠とおざかった。

　風かぜを切きって疾しっ駆くする白はく龍りゅうの背せで、まどかはただ前ぜん方ぽうを見みつめた。

「泣なかぬ……！　あれは、わたしの亀かめ之の丞じょうではないっ」

　馬ば上じょう、つぶやいた声こえはかすれていた。

「泣なかぬ……泣ないてたまるか……！」

　だが、まどかの頬ほおはあふれだす滂ぼう沱だの涙なみだにぬれつづけ、馬ば上じょうの風かぜにも、かわくことはなかった。




　亀かめ之の丞じょうが龍りょう泰たい寺じをたずねてきたのは、その翌よく日じつであった。

　まどかが会あおうとしないので、南なん渓けいが、亀かめ之の丞じょうに会あった。

「南なん渓けいさま、まどかに会あわせてください！」

　亀かめ之の丞じょうはたのんだ。

「うむ、わしは会あうようにいったのじゃが、会あわぬといってきかぬ。昔むかしから、強ごう情じょうな姫ひめゆえ、どうにもならぬ」

　南なん渓けいがいう。

「話はなしを聞きいてもらいたいのです。なぜ、娘むすめを連つれての帰き国こくになったのかを……」

　思おもいつめていう亀かめ之の丞じょうに、南なん渓けいは微笑ほほえんだ。

「話はなしなどせずとも、男おとこ同どう士しなればわかる。この戦せん国ごくの世よ、男おとこはいつ死しぬるかわからぬ。二十歳はたちにもなって妻つまを持もたぬ男おとこは、わしのような坊ぼう主ずのみじゃ。やむをえぬことであろう」

「いえ、似にていたのです！　まどかによく似にた女おんなでした。名なも艶えんといい、まどかと似にていた……あの時とき、いつ井い伊いの谷やへ帰かえれるか、いつ会あえるかもわからぬなかで、まどかを思おもえばこそ、その女おんなと縁えんができました。しかし、正せい妻さいにはしておりません！　わたしは井い伊い家けを継つぐ者もの。それは、艶えんもわかってくれました。……ゆえに、旅たび立だつ日ひ、艶えんには、別わかれを告つげてきました。……ただ、娘むすめの桃ももだけは連つれ帰かえっても、井い伊い家けのおじゃまにはなりませぬゆえ、共ともにもどってまいったのです！」

　涙なみだぐんでいう亀かめ之の丞じょうに、南なん渓けいはうなずいた。

「亀かめ殿どの、その涙なみだは、伊い那な谷だにへおいてまいった女にょ性しょうへの思おもいであろう？」

「いえ、ちがいます……」といいつつ、亀かめ之の丞じょうは歯はを食くいしばった。

「わたしの涙なみだなど、出しゅっ家けまでして小お野のをこばみ、十年ねんも待まちつづけたあげく、許いいな婚ずけに裏うら切ぎられたまどかにくらべようもありません。……しかし、もしやり直なおせるなら、かならず、かならず……！」

「うむ、わしとて、亀かめ殿どのの決けつ意いがわからぬではない。姫ひめに尼あまの名なをあたえず、いつでも還げん俗ぞくできるよう、次じ郎ろう法ほう師しという男おとこの法ほう名みょうをあたえたのも、この日ひのあることを心こころ待まちにしておったからじゃが、なんとも、あの次じ郎ろうの姫ひめは、父ちち上うえの直なお盛もり公こうも手てを焼やく強ごう情じょう者ものじゃ。母はは上うえの椿つばきの方かたからも、説せっ得とくしてもらわねばなるまいが、その前まえに、亀かめ殿どの。井い伊いの谷やへ帰かえったからは、元げん服ぷくなさって名なをお改あらためなされ。その時ときにこそ、次じ郎ろうの姫ひめに会あえるよう手て配はいいたそう」

　南なん渓けいがなぐさめるようにいった。




　その二人ふたりの会かい話わを、まどかは隣りん室しつで聞きいていた。

　南なん渓けいが、「会あわずともよいから、そこで、亀かめ殿どのの話はなしを聞ききなされ」といったからである。

　聞きいているうちに、胸むねがいっぱいになった。

「……ただ、娘むすめの桃ももだけは連つれ帰かえっても、井い伊い家けのおじゃまにはなりませぬゆえ、共ともにもどってまいったのです」といった亀かめ之の丞じょう。

　そのことばは、亀かめ之の丞じょうの父ちちとしての思おもいであったのだろう。

　けれど、まどかには、そのことばに、戦せん国ごくの女おんなの悲かなしみが透すけて見みえたような気きがした。

　お家いえの跡あとを継つぐのは男おの子こであり、女おな子ごはお家いえの道どう具ぐなのだ。

　だからこそ、娘むすめは、井い伊い家けへ連つれて帰かえってもじゃまにはならない。いざとなれば、お家いえのための道どう具ぐになるのだから……今いま川がわ家けに人ひと質じちに出だされた大おお叔母おばさまと同おなじに。

　いや、亀かめ之の丞じょうはただ、娘むすめを思おもって、連つれて帰かえっただけにちがいない。

　だが、戦せん国ごくの女おんなの悲かなしみを知しってしまったまどかにとっては、それは、切せつなく悲かなしいことばでしかなかった。




　こうして、同どう年ねん三月がつ三みっ日か、亀かめ之の丞じょうは井い伊いの谷や城じょうで元げん服ぷくし、名なを、井い伊い直なお親ちかとあらためた。

　三月がつ三みっ日かとはいえ、桃ももの節せっ句くなどという華はなやいだ気け配はいは、戦せん国ごくの世よにはなかった。

　平へい安あんから戦せん国ごくまでは、上じょう巳しの節せっ句くといい、無む病びょう息そく災さいを願ねがい、災わざわいを祓はらう日ひにすぎなかったのだ。雛ひなをかざったりする華はなやかな女おんなの節せっ句くとなるのは、ずっと後あとのことである。

　その夜よる、まどかは、華はなやかさとはほど遠とおく、墨すみ染ぞめの僧そう衣いに身みをつつみ、直なお親ちかが伊い那な谷だにへおいてきたという女おんなのことを思おもっていた。

　井い伊い家けを継つぐ亀かめ之の丞じょうが、正せい式しきではない妻つまを連つれ帰かえることはゆるされない。それは、お家いえ第だい一いちであった武ぶ家け社しゃ会かいでは、だれもがやむを得えないというだろう。

　領りょう主しゅ領りょう国ごくを継つぐということは、家いえを支ささえる縁えん戚せき、家か臣しんがあってこそ成なり立たつものであり、領りょう主しゅやその嫡ちゃく子しのみの我わがままを通とおせば、それら縁えん戚せき、家か臣しんらの信しん頼らいをうしない、小お野の家けのように主しゅ家かを裏うら切ぎる者ものが続ぞく出しゅつして、やがて井い伊い家けは滅めつ亡ぼうするかもしれない。

（だが……ならば、女おんなは、手た折おった花はな枝えだのごとく捨すてられてもいいものなのか、それを、同おなじ女おんなであるわたしが「よし」とするのか……）

　と、まどかは胸むねにかけた水すい晶しょうをにぎりしめた。

　次じ郎ろう法ほう師しとなっても、これまでは、城しろに住すまう父ふ母ぼとも過すごしていたのだが、亀かめ之の丞じょうが井い伊いの谷やへもどって、直なお親ちかとなってからは、まどかは龍りょう泰たい寺じにこもってしまっていた。

　出でかけるといえば、白はく龍りゅうとの野の駆がけぐらいであった。

（わたしは逃にげている……！　直なお親ちかに会あって、この十年ねん間かんが何なんの意い味みもなかったと知しらされることがこわいのだ……だから、直なお親ちかに会あえない！）

　思おもいはどうどうめぐりして、夜よ明あけをむかえ、まどかは白はく龍りゅうを引ひき出だした。

「白はく龍りゅう、連つれて行いってくれ。もう、何なにも考かんがえないでいい場ば所しょに」

　白はく龍りゅうにそうささやき、龍りょう泰たい寺じを出でた。

　あてもなく、目もく的てきもないのに、白はく龍りゅうとまどかは、あのすすき野のへ向むかっていた。

　かつて、亀かめ之の丞じょうと語かたり合あったたった一つの思おもい出での場ば所しょへ……。

　だが、季き節せつは春はる、山やますその景け色しきは変かわっていた。

　そのまま山やまへ向むかい、コナラやクヌギの林はやしに駆かけ入いったまどかは息いきをのんだ。

　林はやしの斜しゃ面めんが、一いち面めん、紅あか紫むらさき色いろに染そまっていた。

「堅かた香か子ごの花はなか……？」

　花はなの群ぐん生せいを踏ふまぬよう、まどかは白はく龍りゅうから下おり、手た綱づなを山やますその木こ立だちにつないだ。

　北きたの斜しゃ面めんにひろがる花はなは、可か憐れんに頭こうべをたれ、咲さきそろって、風かぜにゆれていた。だがその頭こうべをたれた紅あか紫むらさきの花はなびらすべては、天てんに向むかう剣けんのごとく反そり返かえっているのだ。

「この花はなは、頭こうべはたれても、生いきる意い志しは天てんに向むかっているのか……！」

　その姿すがたは、まどかにとって、今いまの井い伊い家けのようにも、自じ分ぶん自じ身しんのようにも思おもえた。

　打うたれ続つづけ、今いまは頭こうべをたれるしかない……だが、負まけるわけにはいかない。

　魂たましいは、意い志しは、天てんに向むかう。

「もののふの　八や十そ娘女をとめらが　汲くみまがふ　寺てら井ゐの上うへの　堅かた香か子ごの花はな……」

　まどかは古こ歌かを思おもい浮うかべた。

　乙おと女めらが入いり乱みだれて水みずをくむ寺てらの井い戸ど、そのほとりに咲さく堅かた香か子ごの花はな……その古こ歌かは、まどかに、さきほど通とおり過すぎてきた井い伊い伝でん説せつの井い戸どを思おもい出ださせた。

　龍りょう泰たい寺じの参さん道どうのそばにあるあの古ふる井い戸どの水みずはかれているが、堅かた香か子ごの花はなが呼よびよせたかのように、思おもいはあの井い戸どにつながり、まどかを井い戸どへと引ひきよせた。

　白はく龍りゅうと共ともに、あの井い戸どへよって、井い伊い家けの祖そに祈いのってから、龍りょう泰たい寺じへ帰かえるつもりであった。

　袖そで塀べいにかこまれた井い戸どが見みえた時とき、その門かど脇わきにつながれた黒くろ鹿か毛げの馬うまが目めに入はいった。黒くろみがかった赤せっ褐かっ色しょくの毛け色いろの馬うまに、見み覚おぼえがあった。

「父ちち上うえか……!?　たしか、山やまへ行いく道みちでは、見みなかったが。今いま、お見みえになったのか？」

　井い戸どの門もんに向むかい、まどかが白はく龍りゅうを下おりた時とき、門もん内ない、井い戸どの前まえにたたずんだ人じん物ぶつが振ふり返かえった。

「か、亀かめっ……！」

　とっさに、直なお親ちかという名なは思おもい浮うかばず、口くちに出でたのは、直なお親ちかの幼よう名みょうである。

「まどか……っ」

　振ふり返かえった直なお親ちかに前まえ髪がみはなく、元げん服ぷく後ごの堂どう々どうたる武ぶ将しょうとなっていた。

　とっさに逃にげようとしたまどかの身体からだを、駆かけ出でてきた直なお親ちかがうむをいわさずつかみとどめた。

「待まってくれっ、まどか……いや、次じ郎ろうの姫ひめっ」

　直なお親ちかはつかんで放はなさない。

「放はなせっ」

　その腕うでの中なかで身みをよじりながら、まどかは叫さけんだ。

「いや、放はなさぬっ」

　こうして向むき合あえば、直なお親ちかがどれほどたくましい男おとこになったかを思おもい知しらされ、まどかはさらに混こん乱らんした。

「わ、わたしは出しゅっ家けの身み。もはや、あなたとのご縁えんは切きれました」

　必ひっ死しに平へい静せいをたもって、まどかはいった。

「では、なぜ、それを身みにつけている？」

　直なお親ちかの手てが、まどかの胸むなもとの水すい晶しょうにふれた。

　とどろくように鳴なっている胸むねの音おとに気きづかれるのではないかと、まどかは息いきができなかった。

「次じ郎ろうの姫ひめ……伊い那な谷だにとの縁えんを切きってきたのはおれだ。桃ももの母ははとなった女おんなとの縁えんをつないだのは、青あお葉ばの笛ふえだったが、その笛ふえは、井い伊いの谷やへ帰かえる道みち、寺てら野の八はち幡まん社しゃへ寄き進しんした。だが、この笛ふえ袋ぶくろだけは手て放ばなせなかった。この笛ふえ袋ぶくろは、姫ひめにあずけた水すい晶しょうとつながっていると思おもったからだ。……姫ひめ、いや、まどか、おれは、今いまも、おまえをまもりたいと思おもっているんだ」

　そういって、直なお親ちかは笛ふえ袋ぶくろの紐ひもを、まどかの手てににぎらせた。

　直なお親ちかのひくいがやさしい声こえは、まどかの胸むねにしみてひろがり、かたくなだった全ぜん身しんの力ちからがぬけてしまった。

「まどか……」

　直なお親ちかは、今いまにもくずれ落おちそうなまどかを、そっと抱だきしめた。

　そうされることを身体からだはあらがったのに、胸むねの奥おくには何なにか熱あついものがこみあげ、全ぜん身しんが朝あさの光ひかりに溶とけていきそうな気きがした。

「伊い那な谷だににいた時ときからずっと……こうして会あうことを、夢ゆめ見みていた」

　直なお親ちかがまどかを見みつめささやいた。
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　深ふかく澄すみ切きった黒くろい瞳ひとみに、濃こいまつげの陰影かげが落おちるその顔かおは、幼おさないころの亀かめ之の丞じょうと変かわっていなかった。だが、たくましくなったこの腕うでは、この身体からだは……伊い那な谷だにで、ちがう女おんなを抱だきよせたのだ……と思おもう。

　その悲かなしみなのか、怒いかりなのか、わからない何なにかに、まどかは胸むねが苦くるしくなった。

　その時とき、近ちかづいてくる蹄ひづめの音おとがひびいてきた。

　とっさに、まどかは直なお親ちかの腕うでから逃のがれ、白はく龍りゅうに飛とび乗のった。

「まどかっ、行いかないでくれ！　たのむっ」

　叫さけんだ直なお親ちかの声こえを背せに、白はく龍りゅうを走はしらせるまどかは、こなたへ向むかってくる直なお親ちかの家か臣しんの馬うま、数すう騎きとすれちがった。

（まどかっ、行いかないでくれ！　たのむっ）

　その声こえは、井い戸どをはなれ、龍りょう泰たい寺じに帰かえりついても、まどかの耳みみに、幾いく度どもくり返かえし響ひびくようであった。

　にぎりしめたままであったはずの直なお親ちかの笛ふえ袋ぶくろは、どこに落おとしたのか、気きづけば、もう、まどかの手てにはなかった。

　それは、まるで、大たい切せつな思おもいを落おとしてきてしまったようで、まどかはとっさに、道みちをもどろうとした。

　だが、ふたたび直なお親ちかに会あうかもしれぬと思おもえば、その勇ゆう気きは、陽ひ盛ざかりの切きり花ばなのようになえて、ただ胸むなもとに残のこった水すい晶しょうを、強つよくにぎりしめた。




　その夜よる、父ちち、直なお盛もりが、龍りょう泰たい寺じをたずねて問とうた。

「なぜ、井い伊いの谷や城じょうへ帰かえってこない？　亀かめ之の丞じょう……いや、直なお親ちかに、会あいたくないのか？」

「……はい」と、まどかはこたえ、つなぐことばをさがした。

　本ほん当とうは、会あいたくないのではなく、会あうのがこわいのかもしれない……と思おもった。けれど、そんなことまでは、父ちちに話はなせなかった。

「そうか……ならば、会あわないですむようにする。早はやく帰かえってきなさい」

　直なお盛もりはそれだけをいって、きっぱり、背せを向むけた。

　その背せ中なかに追おいすがろうとしたが、やはり声こえをかけられないまま、まどかは、父ちちの背せを見み送おくってしまった。




　翌よく日じつ、井い伊いの谷や城じょうの直なお盛もりは、直なお親ちかを呼よびよせ、告つげた。

「直なお親ちか、残ざん念ねんではあるが、もはや、まどかは心こころを変かえまい。ならば、わしは、そちを養よう子しとして、井い伊い家けを継ついでもらいたい」

　直なお親ちかは、ハッとして顔かおをあげた。

　その直なお親ちかに、直なお盛もりは父ちち親おやのように微笑ほほえんだ。

「わしの養よう子しとなれ。そうして、我わが嫡ちゃく男なんとなれば、元げん服ぷくした井い伊い家け嫡ちゃく男なんに、いつまでも正せい室しつ（正せい妻さい）がないというわけにもいかぬ。小お野の和泉いずみは亡なくなったとはいえ、政まさ次つぐが小お野の但馬たじまとして家か老ろう職しょくを継ついでおる今いま、正せい式しきに、そちの後こう見けんとなってくれる重じゅう臣しんの家いえから、正せい室しつをむかえねばならぬ」

　直なお盛もりがそういい切きったのは、父ちちとしてのまどかへの思おもいを断たち切きったのだ……と、直なお親ちかにもわかった。

　その時とき、直なお親ちかは何なにを思おもい浮うかべたか……。

　それは、あの井い戸どから去さっていったまどかの後うしろ姿すがたであった。

「行いかないでくれ！　たのむっ」と叫さけんだのに、まどかは振ふり返かえりもせず、行いってしまった。

　その後うしろ姿すがたを思おもい浮うかべ、直なお親ちかはただ、その場ばに平へい伏ふくした。

　そのふところには、あの後あと、直なお親ちかをむかえに来きた家か臣しんが、井い戸どへの道みちで拾ひろったと手て渡わたしてくれた笛ふえ袋ぶくろがあった。

（まどかは、この笛ふえ袋ぶくろも捨すてていったのだ……！）

　そう思おもえば、もはや二人ふたりをつなぐものは何なにもないような気きがした。




　この年とし、直なお親ちかは、井い伊い一いち族ぞくの奥おく山やま因いな幡ばの守かみ朝とも利としの娘むすめ、志し保ほを妻つまにめとった。

　そして、井い伊いの谷や城じょうのそば、祝ほう田だ村むらに新しん居きょをかまえた。

　井い伊い家けを継つぐことが決きまったのに、井い伊いの谷や城じょうの本ほん丸まるに住すまなかったのは、龍りょう泰たい寺じと父ふ母ぼのもとを行いき来きするだろうまどかへの、気きづかいであったのかもしれない。













　　　　　四　堅かた香か子ごの花はな




（わたしは、もう二十一歳さい……。もはや、人ひとの妻つまとなる年ねん齢れいをはるかに過すぎてしまったのだから、これでいいのだ……）

　直なお親ちかが志し保ほをめとった日ひ、まどかはそう思おもおうとしたけれど、胸むねの中なかはまるで、嵐あらしのように風かぜがうずまいて、息いきができなかった。

　もう一人ひとりのまどかがいう。

（なぜ、父ちち上うえに、本ほん当とうの気き持もちを打うち明あけなかったの!?）

　胸むねにうずまくその声こえに重かさなるように、あっちからも、こっちからも、何なん人にんものまどかが叫さけぶ。

（いじっぱり！）

（母はは上うえに打うち明あければよかったのに！）

（いいえ、亀かめ之の丞じょうに話はなせばよかったのよ！）

　叫さけび合あうような胸むねの声こえに、まどかは耳みみをふさいだ。

「だまって！　これでいいのよっ」

　おもわず叫さけんだその時とき、あの日ひ、亀かめ之の丞じょうに抱だきしめられた温あたたかみがよみがえった。

　それを振ふり払はらうように、まどかは、堅かた香か子ごの花はなを思おもい浮うかべた。

　可か憐れんに頭こうべをたれて咲さく紅あか紫むらさきの花はな、だが、その花はなびらすべてが天てんに向むかう剣けんのごとく反そり返かえっていたのを……。

「あの花はなは頭こうべはたれても、花はなびらは反そり返かえり天てんに向むかっていた……！　打うたれ続つづけた井い伊い家けも、わたしも、今いまは頭こうべをたれるしかない……だが、負まけない……！」

　そう思おもうことでしか、まどかは、今いまを、生いきぬくことができなかった。




　そんな頃ころ、今いま川がわ家けの姫ひめとして育そだった瀬せ名な姫ひめが、今いま川がわ家けの人ひと質じちとして育そだった松まつ平だいら元もと康やすに嫁とついだとの知しらせが入はいった。

　人ひと質じちとの結けっ婚こん、それは、あきらかに今いま川がわ家けにとって優ゆう位いな政せい略りゃく結けっ婚こんであったのだろう。

（……女おんなは、相あい手てが敵てきであったり、人ひと質じちであったりしても、政せい略りゃくのために嫁とつがされる。そして、争あらそいが起おこれば、自みずからが人ひと質じちとされたり道どう具ぐにされるのが女おんなの人じん生せいなのだ……！　女おんなには生いきがたく、苦くるしみも多おおいこの戦せん国ごくの世よ。お目めにかかったことはないが、瀬せ名な姫ひめさまもおつらい思おもいをなさっているかも……）

　まどかはそう思おもい、瀬せ名な姫ひめに贈おくられ、居きょ室しつにかざられたままの青あおい打うち掛かけを見み上あげた。

　瀬せ名な姫ひめの母ははである大おお叔母おばも今いま川がわの人ひと質じちとなり、政せい略りゃくの道どう具ぐとなって、瀬せ名な姫ひめを産うんだ。

　そして、その瀬せ名な姫ひめは、人ひと質じちの妻つまとなったのだ……。




　その瀬せ名な姫ひめと松まつ平だいら元もと康やすの間あいだに、嫡ちゃく男なん、信のぶ康やすが誕たん生じょうしたと知しった日ひ、まどかは、堅かた香か子ごの花はなを刺し繍しゅうした帯おびを、祝いわいとして、瀬せ名な姫ひめへ贈おくろうと思おもった。

　顔かおも見みたことのない叔母おばであったが、なぜか姉し妹まいのように感かんじるのは、まどかには、兄きょう弟だい姉し妹まいがいないからかもしれない。

「南なん渓けいさま、これを瀬せ名な姫ひめにお贈おくりしたいのですが……」

　まどかは、南なん渓けいにたのんでみた。

　瀬せ名な姫ひめの母ははと南なん渓けいは、共ともに、曽そう祖そ父ふ直なお平ひらの子こである。

　南なん渓けいは、「おお、それならば、よい者ものがおる。その者ものにたのもう」と、引ひき受うけてくれた。




　そうして、井い伊い直なお親ちかが正せい室しつをめとって、早はや五年ねんが過すぎた。

　その年としの元がん日じつ、直なお親ちかと妻つまの志し保ほが、龍りょう泰たい寺じへ参さん詣けいすることになった。

　直なお親ちか夫ふ妻さいは、いまだ子こどもをさずかることなく、そのための祈き願がん、参さん詣けいであると、まどかは南なん渓けいから聞きかされた。

　嫡ちゃく男なんがさずからなければ、かつてのように、お家いえの騒そう動どうにつながる。

　井い伊い家けの存そん続ぞく、それは何なにより優ゆう先せんされなければならなかったので、直なお親ちかも覚かく悟ごを決きめ、志し保ほと共ともに、龍りょう泰たい寺じへ参さん詣けいしたのだ。

「なにとぞ、一いっ国こく一いち城じょうをもてる器き量りょうの男おの子こをさずかりますように……」

　直なお親ちか夫ふ妻さいはそう願ねがって、龍りょう泰たい寺じへ、観かん音のん像ぞうを奉ほう納のうした。

　その祈き願がんは幾いく日にちもつづき、その間かん、まどかは龍りょう泰たい寺じを出でて、井い伊いの谷や城じょうで過すごした。

　その年としの五月がつになって、直なお親ちかの妻つま、志し保ほがついに身みもごり、二十五歳さいとなった直なお親ちかも、義ぎ父ふとなった直なお盛もりも、大おおいに喜よろこんだ。




　だが、おだやかな喜よろこびが井い伊い家けをつつんでいた頃ころ、戦せん国ごくの動どう乱らんは不ぶ気き味みに井い伊いの谷やへせまっていた。

　永えい禄ろく三年ねん（１５６０）五月がつ、井い伊い家けの支し配はい者しゃである今いま川がわ義よし元もとは、朝ちょう廷ていより三み河かわの守かみに任にんぜられた。

　だが、西にし三み河かわは、尾お張わりの織お田だ信のぶ長ながに通つうじる国こく人じん領りょう主しゅや豪ごう族ぞくも多おおかった。

　正せい式しきに三み河かわの守かみとなったこの機き会かいに、今いま川がわ義よし元もとは、自みずから大たい軍ぐんを率ひきいて駿すん府ぷを発たった。織お田だ信のぶ長ながを打うちたおすためである。

　この戦たたかいを切きり開ひらく先せん鋒ぽうを命めいじられたのが、井い伊い直なお盛もりであった。

　だが、戦たたかいには資し金きんがいる。

　直なお盛もりは、井い伊い家けの銭せん主しゅ（国くにや寺てら、農のう民みんへも金かねを貸かす豪ごう商しょう）を呼よび寄よせ、資し金きんを借かり、戦たたかいの準じゅん備びをすることにした。

　まどかも、父ちちから呼よばれて、その日ひは井い伊いの谷や城じょうにいた。

「まどか、留る守すの間あいだ、母はは上うえをたのむぞ。母はは上うえは、ああ見みえても、心こころ弱よわいところがある。前まえの戦たたかいから帰かえった時ときも、戦せん場じょうにおったわしよりも、ひどくやせほそっておってのう。食たべる物ものものどを通とおらなかったらしい。こたびは、そんなことがないように、まどかがついていてやってくれ」

　直なお盛もりがまどかにいったその時とき、ふらりとたずねてきたのが、銭せん主しゅの瀬せ戸と方ほう久きゅうであった。

「殿とのさま、奥おく方がたさまのご心しん配ぱいはごもっとも。この瀬せ戸と方ほう久きゅう、金かねで済すむことならば、なんなりとお力ちからになりますが、殿とのさまのお命いのちはたった一つ、無む茶ちゃはなりませんぞ」

　直なお盛もりがいったことを、廊ろう下かで聞きいていたのか、瀬せ戸と方ほう久きゅうは、襖ふすまから顔かおを出だすなり笑わらっていった。

　城しろへの出で入いりも自じ由ゆうらしく、瀬せ戸と方ほう久きゅうはだれにも案あん内ないされず、一人ひとりである。

「これはこれは姫ひめさまがご一いっ緒しょでしたか」と、まどかに気きづいても、遠えん慮りょなく、座ざ敷しきへ上あがりこんでくる。

「おお、方ほう久きゅう、待まっておったぞ」

　直なお盛もりも笑え顔がおになった。

「殿とのさま、この方ほう久きゅうめが、井い伊い家けへ肩かた入いれするのは、殿とのさまのご性しょう分ぶんあってこそ。無む茶ちゃをなされて、ご家か老ろうの小お野のさまなどにこの国くにを任まかされるようならば、いっそ、わしが国くにを盗とって、領りょう主しゅとなりましょうほどに。お気きをつけなされませ。……これでも、出しゅつ自じは武ぶ士しでございますゆえ」

　冗じょう談だんめかしていう瀬せ戸と方ほう久きゅうは、無む一いち物もつから豪ごう商しょうとなったたたき上あげの銭せん主しゅで、豪ごう放ほう磊らい落らく、代だい々だいつづいた名みょう主しゅなどのような銭せん主しゅとは、肝きものすわり方かたがちがって、腰こしはひくいが恐おそれを知しらなかった。

「ははは……方ほう久きゅうよ。おぬしなれば、確たしかに、城しろも盗とれような」

　そういった直なお盛もりもまた、瀬せ戸と方ほう久きゅうの豪ごう胆たんな性しょう分ぶんを好このんでいた。

　武ぶ将しょうと商しょう人にんという身み分ぶんや立たち場ばを超こえたなにかが、直なお盛もりと瀬せ戸と方ほう久きゅうにはあった。

「方ほう久きゅうは、武ぶ士しだったの？」

　まどかは、瀬せ戸と方ほう久きゅうにたずねた。

「武ぶ士しも武ぶ士し。氏うじは、源みなもとでございます」

　瀬せ戸と方ほう久きゅうがこたえた。

「えっ、ほんとに!?」

　まどかがおどろくと、瀬せ戸と方ほう久きゅうはからからと笑わらった。

「本ほん当とうか、噓うそか……この瀬せ戸と方ほう久きゅうも知しりませぬが、まあ、あの小お野の家けなども、小お野のの妹いも子こや小お野のの小こ町まちの子し孫そんというておるとか。ならば、この方ほう久きゅうも、源みなもと頼のより朝ともか義よし経つねあたりの子し孫そんかもしれませぬな」などといって笑わらうのだ。

　どこまで本ほん当とうか、どこからが噓うそなのか……いや、むしろ、すべて戯たわ言ごとなのか。

　まどかには、どうにも、つかみどころのない男おとこであったけれど、直なお盛もりは、そこが気きに入いっているらしく、ゆかいそうに笑わらっている。




　数すう日じつ後ご、直なお盛もりは、嫡ちゃく男なんたる直なお親ちかに留る守すをあずけ、井い伊いの谷やを発たつことになった。

「父ちち上うえっ、どうぞ、ご無ぶ事じにお帰かえり下くださいまし！」

　まどかは見み送おくりに出でて、墨すみ染ぞめの僧そう衣いに数じゅ珠ずを手てに、声こえをかけた。

「留る守すをたのむぞ、次じ郎ろう法ほう師し！」

　初はじめて、父ちち、直なお盛もりが呼よんだ次じ郎ろう法ほう師しという名なに、まどかはドキリとした。
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（どうあっても、まどかとしか呼よばなかった父ちち上うえが……なぜ、今いま……!?）

　まどかのとまどいは、出しゅつ陣じんする軍ぐん勢ぜいのひびきわたる蹄ひづめの音おとにかき消けされた。

　古こ朱しゅ鈍にび色いろの鎧よろい具ぐ足そくを身みにつけた直なお盛もりにしたがうのは、これまで幾いく度どとなく戦せん場じょうをかいくぐってきた、井い伊い家けの武ぶ勇ゆうの者ものたちであった。

　まどかは、そばに立たち、ただ父ちちの背せ中なかを見みつめる母はは、椿つばきの方かたの手てをそっとにぎった。

　ふるふると震ふるえていた母ははの手てが、ひたと止とまって、まどかの手てを、ぎゅっと、にぎり返かえしてきた。

　その時とき、まどかは気きづいた。

　気き丈じょうで、男おとこの肝きもを持もつといわれた母ははは、弱よわいからこそ強つよくあろうと生いきてきたのだと……。

（わたしも戦せん国ごくの女おんな。母はは上うえのように生いきるしかないっ）

　そう心こころに思おもい定さだめた。




　五月がつ半なかば、今いま川がわ勢ぜい先せん鋒ぽうの井い伊い直なお盛もり隊たいは、東とう海かい道どうの池ち鯉り鮒ふ宿しゅく、鳴なる海み宿しゅくあたりを制せい圧あつした。

　二ふつ日か後ごには、今いま川がわ軍ぐん本ほん隊たいが尾お張わりの沓くつ掛かけ城じょうに入はいった。

　この時とき、一いっ方ぽうの織お田だ方がたは、清きよ洲す城じょうに籠ろう城じょうするか、出しゅつ撃げきするかで、軍ぐん議ぎが対たい立りつしてまとまらなかった。

　だが、今いま川がわ方がたの松まつ平だいら元もと康やす勢ぜいと、朝あさ比ひ奈な泰やす朝とも勢ぜいによって、織お田だの丸まる根ね砦とりで、鷲わし津づ砦とりでが襲しゅう撃げきされたという報ほうを聞きいた信のぶ長ながは、ついに城しろを出しゅつ撃げきするにあたって、幸こう若わか舞まいの「敦あつ盛もり」を舞まったという。




　人にん間げん五十年ねん

　下げ天てんのうちを比くらぶれば

　夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくなり

　一いち度ど生せいをうけ

　滅めっせぬもののあるべきか




　この覚かく悟ごの舞まい、「敦あつ盛もり」にこめられた思おもいは、信のぶ長ながだけではなく、戦せん国ごく武ぶ将しょうなれば誰だれもが身み内うちにひめていた人じん生せい観かんでもあった。

　翌よく未み明めい、近きん習じゅ数すう騎きと清きよ洲す城じょうを発たった信のぶ長ながは、熱あつ田た神じん社じゃによって戦せん勝しょう祈き願がんをし、鳴なる海み城じょうそばの善ぜん照しょう寺じ砦とりでに入はいった。その軍ぐん勢ぜい、わずか二千から三千。

　一いっ方ぽう、今いま川がわ軍ぐん先せん鋒ぽうである松まつ平だいら元もと康やす勢ぜいは、織お田だ軍ぐんの守まもる丸まる根ね砦とりでを猛もう攻こう。

　織お田だ軍ぐんの大たい将しょうを討うち取とった。

　戦たたかいのはじめ、今いま川がわ勢ぜいはあきらかに優ゆう勢せいであったといえる。

　織お田だの砦とりでを数かず々かず制せい圧あつし、今いま川がわ勢ぜい本ほん隊たいもまた、悠ゆう々ゆうと桶おけ狭はざ間ま方ほう面めんへ進しん軍ぐんした。




　今いま川がわ軍ぐんが桶おけ狭はざ間まに到とう着ちゃくしたのは、永えい禄ろく三年ねん（１５６０）、五月がつ十九日にちの正しょう午ごごろであった。

　桶おけ狭はざ間まいったいに、「丸まるに二ふたつ引びき両りょう」の今いま川がわ家か紋もんの陣じん幕まくがはりめぐらされた。

　陣じん内ないでは、みなが昼ちゅう食しょくをとろうと煮に炊たきをし、酒さか盛もりをはじめる者ものもあった。

　この桶おけ狭はざ間ま山さん麓ろくで、もっとも高たかい山やまが、高たか根ね山やまで、ここからは、鳴なる海み方ほう面めんや、織お田だ軍ぐんの善ぜん照しょう寺じ砦とりでを見み渡わたすことができた。

　やがて、腹はらを満みたした兵へいらが、しばしの休きゅう息そくをとろうとしたその時とき、にわかに空そらが暗くらくなった。

「あれは雷らい雲うんじゃっ。雨あめが来くるぞっ」

　直なお盛もりが上じょう空くうをあおいで叫さけんだ。

　海うみ側がわからわき上あがった黒こく雲うんが渦うず巻まいてひろがり、みるみる空そらをおおっていった。

　あたりは、ふいに夕ゆう闇やみに落おちたごとくになり、厚あつい雲くもには稲いな妻ずまが走はしり、直ちょく後ご、地ち表ひょうをもゆるがすような轟ごう音おんがひびいた。

　と、いきなり、鉛なまり色いろの大おおつぶの雨あめが叩たたきつけるように落おちてきた。雨あめには、小こ石いしのようなあられもまじっている。

　地ち表ひょうは一いっ気きに水みずびたしになり、無む数すうのあられが泥どろ水みずをはねころがった。

　丘おかから窪くぼみへ流ながれる泥でい流りゅうが、今いま川がわ兵へいの足あしもとをすくう。

　ずぶぬれとなって、へばりつく衣ころも、ずっしり雨あま水みずを吸すった鎧よろい糸いととぬれた鎧よろいの重おもさに、よろめきつつ木こ陰かげへ逃にげる兵へい、兵へい、兵へい……。

　だが、烈れっ風ぷうまじりの豪ごう雨うはあたり全ぜん体たいを、鉛なまり色いろにけむらせ、はりめぐらした陣じん幕まくやとりどりの旗はた指さし物ものはのたうって鳴なりひびき、もはや、物もの見み兵へいの目めも耳みみも封ふうじてしまった。

　その雨あめが小こやみになったかと思おもわれたせつな、轟ごう音おんと共ともに黒くろい山やま津つ波なみが今いま川がわ軍ぐんをつらぬいた。いや、それは、風かぜと雨あめを背せ負おった信のぶ長なが率ひきいるわずか二千の奇き襲しゅう隊たいであった。

　わずか二千……だが、今いま川がわ二万まんの軍ぐん勢ぜいは、なだれこむ山やま津つ波なみにまきこまれたかのようになぎたおされ、大だい混こん乱らんした。

「敵てき襲しゅうだーっ」

「敵てき襲しゅう───っ!!」

　悲ひ鳴めいともつかない伝でん令れいが走はしったのは、敗はい走そうする友ゆう軍ぐんを蹴け散ちらし、矢やのごとく突つき進すすむ織お田だ勢ぜいが、直なお盛もりの目めに入はいってからであった。

「退ひくなっ、おし返かえせっ」

　直なお盛もりは叫さけんで、敗はい走そうして、味み方かたの総そう崩くずれをまねきかねない今いま川がわの兵へいをも、なぎたおした。

「退ひくなっ、退ひく者ものは、斬きるっ！」

　一いっ瞬しゅんで泥どろと血ちにうねり、そこここにころがる死し体たいの中なか、直なお盛もりは叫さけびつづけた。

　直なお盛もりは敵てき兵へいを払はらい、つらぬき、全ぜん身しんに返かえり血ちを浴あびつつ、決けつ意いしていた。

　死しのうが生いきようが、戦たたかうまでだと。

　今いま川がわ家けは、今いままさに危き機きにおちいったのだ。

　その今いま川がわ家けに、井い伊い家けがどれほどむごい仕し打うちにあってきたかを思おもえば、もう、義よし元もとがどうなろうとかまわぬと、直なお盛もりは思おもう。

　だが、今いま川がわの先せん鋒ぽうとして出しゅつ軍ぐんした以い上じょう、戦たたかい抜ぬき、井い伊い家けの誇ほこりだけは泥どろにまみれさせぬと、直なお盛もりは剣けんをふるった。

「殿とのーっ」

「お屋や形かたっ、ご無ぶ事じかーっ」

　血ちと泥どろにまみれた井い伊い家か臣しんらが叫さけぶ声こえがひびいた。

「おお、ここだっ。みな無ぶ事じか!?」

　叫さけび返かえした直なお盛もりに、悲ひ痛つうな報ほう告こくが返かえってきた。

「上うえ野の惣そう右衛え門もん、源げん右衛え門もん、彦ひこ市いち郎ろう、孫まご四し郎ろう、共ともに討うち死じにっ」

「小お野の玄げん蕃ば、源げん吾ご殿どの、討うち死じにっ」

　叫さけばれる名なは尽つきず、すべて、井い伊い家けの主おも立だった家か臣しんの名なばかりだった。

　小お野の玄げん蕃ば、源げん吾ごは、家か老ろうとして留る守すを守まもっている小お野の但馬たじまの弟おとうと二人ふたりであったが、兄あにとはちがって、井い伊い家けのために戦いくさに出でた武ぶ闘とう派はの弟おとうとらであった。

　とっさに、直なお盛もりは命めいじた。

「傷きずを負おった者もの、いまだ元げん服ぷく前まえの若わか者ものはここより逃にがせっ。いや、逃のがれるのではないっ。井い伊いの谷やへ戦せん況きょうを報しらせよと命めいじよっ！」

　若わか者ものに逃にげよといえば承しょう知ちすまいが、伝でん令れいを命めいじれば、命いのちをうしなう前まえにここから去さってくれる。それは、直なお盛もりのとっさの判はん断だんであった。

「ははっ」

　応おうじた家か臣しんがそばをはなれたせつなだった。

　直なお盛もりの脇わき腹ばらに、ずしりと、激げき痛つうが走はしった。

　腹はらをつらぬいたのは、敵てっ騎きの槍やりであった。

「おのれっ」

　直なお盛もりは槍やりの柄えをつかみ取とって、騎き馬ば武む者しゃを馬ば上じょうから引ひき落おとし、一いっ刀とうのもとに斬きり捨すてた。

　だが、その直ちょく後ご、直なお盛もりをかこんだ雑ぞう兵ひょうの槍やりが、肩かた、背せにも食くいこんだ。

　渾こん身しんの力ちからをふるい、それらをなぎ払はらう。

「お屋や形かたーっ」

　だれの声こえか、家か臣しんが叫さけんだ。

　声こえのする方ほうを見みたが、目めに血ちが入はいったのか、だれなのか確かく認にんできない。

　襲おそいかかってくる者ものの怒ど号ごうに反はん応のうし、刀かたなをふるったが、一いっ気きに血ちをうしなったせいか、くらりとよろめいた。

　視し覚かくをうしなった直なお盛もりの耳みみには、泥どろがうねり、具ぐ足そくが鳴なり、刃はと刃はがぶつかりきしむ音おとがひびいた。遠とおく近ちかく、犬いぬのように吠ほえ、叫さけび合あう兵へいらのおめき声ごえもひびきわたる。

　だが、その時とき、「今いま川がわ赤あか鳥とり」の馬うま印じるしがはためいていた本ほん営えいあたりから、戦せん場じょうをおしつつむような歓かん声せいともつかぬどよめきが、どうっと、わき上あがった。

　同どう時じに、天てんをぬけるようにひびいたのは、勝かちどきとも雄お叫たけびともつかぬ叫さけびであった。

「駿河するが殿どの、討うち取とったりーっ。織お田だ家か中ちゅう、毛もう利り新しん助すけ、駿河するが殿どの、御み首しるしちょうだいつかまつったーっ」

　せつな、戦せん場じょうは、恐おそろしいまでにしずまり返かえった。

「……笑しょう止し！　天てん下かの駿河するが殿どのが……今いま川がわ義よし元もとが、はやばやと首くびを取とられたそうだ」

　いっとき、時ときがとまったような戦せん場じょうで、そういってかわいた声こえで笑わらったのは直なお盛もりであった。

「殿とのっ、お屋や形かたさまっ！」

　雑ぞう兵ひょうを斬きり払はらい、駆かけよってきた家か臣しんに、直なお盛もりは微笑ほほえんだ。

「その声こえは、奥おく山やま……孫まご市いち郎ろうか。どうやら、わしはもう戦たたかえぬゆえ、ここで腹はらを切きる。……だが、総そう大だい将しょうの今いま川がわが、はやばや首くびを取とられた戦いくさで、みな、死しぬことはないぞ。生いきよっ。生いきて井い伊いの谷やへ帰かえって、わしのことばを、しかと伝つたえてくれ……！」

　直なお盛もりはそういい、おちついて遺ゆい言ごんを伝つたえた後あと、自みずからの腹はらに、剣けんを突つき立たてた。

「奥おく山やま、敵てきに、この首くびを盗とられぬようたのむぞ……っ」

　おのれから噴ふき出だす熱あつい血ちしぶきを浴あびつつ、そう告つげたことばが、直なお盛もりの最さい期ごであった。




　この戦たたかいは、後のちに、桶おけ狭はざ間まの戦たたかいと呼よばれたが、この時とき、直なお盛もりばかりでなく、今いま川がわ方がたの主おもだった武ぶ将しょうの多おおくがうしなわれた。

　戦せん場じょうであっても、つねに京きょう風ふうの輿こしに乗のって移い動どうした今いま川がわ勢ぜいの総そう大だい将しょう、今いま川がわ義よし元もとは、この時ときは輿こしを捨すて、近きん習じゅの騎き馬ばと共ともに退たい却きゃくしようとしたところを、織お田だ勢ぜいに襲おそわれた。

　時ときすでに遅おそく、攻せめこんだ信のぶ長なが勢ぜいは、義よし元もとの護ご衛えいとなる近きん習じゅ衆しゅうをつぎつぎたおし、ついに義よし元もとは、信のぶ長ながの馬うま廻まわり衆しゅうに追おいつめられた。

　が、義よし元もとは孤こ軍ぐん、奮ふん戦せんした。

　京きょう風ふうを好このみ、公く家げのごとく輿こしに乗のったとはいえ、さすがに戦せん国ごくの駿河するがを治おさめ、都みやこのごとく繁はん栄えいさせた一いち代だいの戦せん国ごく武ぶ将しょうであった。

　おくせず、襲おそいかかる敵てきの槍やりを切きり取とり、ひざを割わり、討うちたおした。

　だが、さらに襲おそいかかった新あらたな敵てき、毛もう利り新しん助すけについにたおされ、その首くびを討うたれようとする時とき、勝かちに浮うかれた毛もう利りの指ゆびを、噛かみ切きって果はてた。

　大だい軍ぐん団だんであった今いま川がわ諸しょ隊たいは総そう大だい将しょうをうしなって総そう崩くずれとなり、生いき残のこった者ものは命いのちからがら、散ちりぢりに駿すん府ぷへ、故こ国こくへと退たい却きゃくした。




　この時とき、義よし元もとに命めいじられたまま、大おお高だか城じょうを守まもっていたのは、瀬せ名な姫ひめの夫おっととなった松まつ平だいら元もと康やすその人ひとであった。

　今いま川がわ軍ぐんの大だい敗はい退たい、義よし元もとの死しは、味み方かたの今いま川がわ方がたからではなく、織お田だ方がたから知しらされた。

「なにいっ!?　二万まんを超こえる今いま川がわ軍ぐんが、たった二千の織お田だに総そう大だい将しょうの首くびをとられ、敗はい退たいしたと!?」

　大おお高だか城じょうの元もと康やすはぼうぜんとした。

「あの信のぶ長ながが……！」と、元もと康やすは、少しょう年ねんの頃ころから暴あばれ者ものであった信のぶ長ながを思おもった。

　元もと康やすは、三み河かわの国くに岡おか崎ざき城じょうの第だい八代だい当とう主しゅ、松まつ平だいら広ひろ忠ただの嫡ちゃく男なんとして生うまれた。

　織お田だ信のぶ長ながの父ちち、信のぶ秀ひでを当とう主しゅとする織お田だ家けと今いま川がわ家けがにらみ合あっていた頃ころのことである。

　元もと康やすの幼よう名みょうは竹たけ千ち代よといい、たった三歳さいの折おり、母はは親おやの実じっ家かが、今いま川がわ方がたから織お田だ方がたへ寝ね返がえったことから、松まつ平だいら家けの父ちち、広ひろ忠ただが、母ははを離り縁えんし、残のこされた竹たけ千ち代よは、松まつ平だいら家けから今いま川がわ家けへ人ひと質じちとして預あずけられることが決きまった。

　六歳さいになった時とき、竹たけ千ち代よは、今いま川がわ家けへの人ひと質じちとして、三み河かわから駿すん府ぷへ送おくり出だされた。

　だが、その途と中ちゅう、織お田だ方がたの武ぶ将しょうにさらわれ、そのまま織お田だ信のぶ秀ひでの屋や形かたへ放ほうりこまれたのだ。

　その時ときは、どこともわからぬ館やかたへ放ほうりこまれ、一ひと部へ屋やに閉とじこめられ、殺ころされるのか、どうなるのか……六歳さいの竹たけ千ち代よはこわくてならなかった。




　その時とき、出でるなといわれた襖ふすまを、ガラリと開あけた少しょう年ねんがいた。

　まだ十四、五歳さい。すでに元げん服ぷくしただろうに、総そう髪はつの髪かみはぼうぼうとして、まるで、戦せん場じょうから帰かえったばかりのように見みえた。

「おまえが、竹たけ千ち代よか？」

　ぼうぼう髪がみの少しょう年ねんがいった。

　姿すがたやことばづかいは荒あら々あらしいが、彫ほり深ぶかい顔かお立だちはととのっている。

「はい」とこたえた竹たけ千ち代よは、ひそかにふるえていた。

「そうか。なら、行いくぞっ」と、少しょう年ねんは、竹たけ千ち代よの前まえに、弓ゆみ矢やを投なげ出だした。

「え!?」

　竹たけ千ち代よがとまどっていると、少しょう年ねんが命めいじた。

「那な古ご野やの森もりで、馳ち射しゃの競きそいをする。ついて来こい」

「は、はい！」
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　竹たけ千ち代よが立たち上あがると、少しょう年ねんは、「おれは吉きっ法ぽう師し。あ、いや、元げん服ぷくして名なをあらためたが、うつけの吉きっ法ぽう師しは、やめられぬわ！」と、からから笑わらった。

　うつけとは、からっぽという意い味みで、多おおくは、ぼんやりしたおろかな人じん物ぶつ、常じょう識しきはずれな変かわり者ものをいう。

　人ひと質じちに武ぶ器きの弓ゆみ矢やをあたえ、馳ち射しゃ比くらべにつれ出だすなど、この少しょう年ねんはたしかに変かわり者ものらしかったが、その明あかるさ、くったくのなさに、竹たけ千ち代よは救すくわれた気き持もちがした。




　その吉きっ法ぽう師しが、信のぶ秀ひでの嫡ちゃく男なんであった織お田だ信のぶ長ながであった。

　六歳さいの竹たけ千ち代よは、はからずも、信のぶ長ながと出で会あい、兄きょう弟だいのように育そだったのだ。




　松まつ平だいら元もと康やすは、少しょう年ねんの信のぶ長ながを思おもい出だし、大おおきく息いきをついた。

　あの信のぶ長ながにさからい、今いま川がわ方がたの有ゆう力りょく武ぶ将しょうとして戦たたかったのは、その後ご、織お田だ家けと今いま川がわ家けの人ひと質じち交こう換かんによって、ふたたび今いま川がわの人ひと質じちとなって、駿すん府ぷにて、元げん服ぷくしたからである。

　そして、今いま川がわの姫ひめである瀬せ名な姫ひめをめとった。

　それは、今いま川がわ方がたの有ゆう力りょく武ぶ将しょうになったことになる。その結けっ果か、井い伊い直なお盛もりと同おなじく、今いま川がわ義よし元もとから先せん鋒ぽうを命めいじられ、大おお高だか城じょうへ兵ひょう糧ろうを運はこび、城しろを守まもっていたのだ。

　だが、桶おけ狭はざ間まの戦たたかいが、今いま川がわ方かたの完かん膚ぷなきまでの負まけ戦いくさだったと知しって、元もと康やすはふるえあがった。

（このままでは、あの信のぶ長ながに殺ころされるっ！）

　元もと康やすは身みの危き険けんを感かんじて、近きん臣しんわずか十八名めいをつれて、大おお高だか城じょうを脱だっし、代だい々だい松まつ平だいら家けの菩ぼ提だい寺じである大だい樹じゅ寺じへと身みをよせた。

　この大だい樹じゅ寺じは、井い伊いの谷やの龍りょう泰たい寺じがそうであったように、まさに城しろともいえる造つくりで、寺じ内ないには、五百名めいもの僧そう兵へいがいた。

　それら僧そう兵へいが、松まつ平だいら家けの嫡ちゃく男なん、元もと康やす主しゅ従じゅうのために守まもりをかためたが、寺てらは、みるみる、せまりくる織お田だ勢ぜいにかこまれてしまった。

　元もと康やすの脳のう裏りには、幼おさないころ、兄きょう弟だいのように育そだった織お田だ信のぶ長ながの顔かおが浮うかんだ。桶おけ狭はざ間までとった今いま川がわ義よし元もとの首くびを、あの信のぶ長ながなら、酒しゅ宴えんの肴さかなにながめるかもしれない。あの明あかるい声こえで、からからと笑わらいながら……！

　そう思おもえば、首くびをとられる恥ち辱じょくだけは避さけねばならない。

「今いま川がわの将しょうとして、あの信のぶ長ながに敵てき対たいしたからには……もはや、これまで……！」

　そう覚かく悟ごし、元もと康やすは、先せん祖ぞの墓ぼ前ぜんで、腹はらを切きろうとした。

「お待まちなされ」

　この時とき、とどめたのは、大だい樹じゅ寺じの住じゅう職しょく、十三代だい登とう誉よ上しょう人にんであった。

「なんのために、死しに急いそがれる？」

　上しょう人にんが問とうた。

「負まけ戦いくさに、首くびをとられる恥ち辱じょくだけは、武ぶ士しとして耐たえられませぬ」

　元もと康やすはこたえた。

「首くびをとるの、とられるの、やっかいなことじゃの。この戦せん国ごくの世よは、おのれの欲よくのために戦たたかう武ぶ将しょうばかりで、この国こく土どは、流ながれた血ちで穢けがれきっておる。その穢え土どを厭いとうて離はなれ、永えい遠えんに平へい和わな浄じょう土どを欣よろこび求もとめることこそが、人ひとの道みちだ。だが、この後のち、運うんを開ひらくこともあろう。いや、ひとたび天てん下かをとったとしても、それは夢ゆめにすぎぬ。命いのちが果はてれば地じ獄ごくへ落おちるのみ。もし、どうあっても、天てん下か取とりを目め指ざされるなれば、天てん下かの父ふ母ぼとなり、万ばん民みんの苦くるしみをなくす政まつりごとをなされよ。それこそが、将しょうたるあなたの道みちじゃ」

　上しょう人にんは、仏ほとけの教おしえ、「厭えん離り穢え土ど 欣ごん求ぐ浄じょう土ど」を説といた。

　死しは恐おそれるものでも、厭いとうものでもない。欣よろこんで迎むかえるものだと説とかれた後あと、登とう誉よ上しょう人にんから、さらに説とかれた教おしえは、まさに仏ほとけの道みち、天てん下かへの道みちでもあった。

　この時ときの元もと康やすは、いまだ十九歳さいの若わか武む者しゃであった。

　幼おさない頃ころより人ひと質じちとして敵てき国こくに育そだった若わか武む者しゃは、この上しょう人にんのことばで、ついに死しと恥ち辱じょくの恐きょう怖ふから解とき放はなたれ、このことばを白はく布ふにしたためかかげて、僧そう兵へいと共ともに打うって出でて、寺てらをかこんだ織お田だ軍ぐんと戦たたかい、ついに死し地ちを脱だっした。

　そして、敗はい走そうした今いま川がわ軍ぐんが捨すて去さった故こ郷きょうの領りょう国ごく、三み河かわの岡おか崎ざき城じょうへたどりついたのだ。




　以い来らい、元もと康やすは、「厭えん離り穢え土ど 欣ごん求ぐ浄じょう土ど」のことばを、馬うま印じるしとしてかかげるようになった。

　松まつ平だいら元もと康やす……後のちの徳とく川がわ家いえ康やすの馬うま印じるしである。













　　　　　五　悲ひ報ほう




　戦せん場じょうを脱だっし、井い伊いの谷やへたどりついた者ものたちから、想そう像ぞうを絶ぜっする悲ひ報ほうがとどけられた。

「井い伊い信濃しなのの守かみ直なお盛もり公こう、近きん習じゅ六十余よ人にんことごとく戦せん死し、切せっ腹ぷく、みなみな傷しょう害がいなり！」

　さらに、農のう兵へい、足あし軽がるなどを合あわせれば、井い伊いの谷やから出しゅつ陣じんした者もの、二百名めいにも余あまる戦せん死し、傷しょう害がいという帰き還かんであった。

　その傷きずついた隊たい列れつを目めにして、直なお盛もりの妻つまの椿つばきの方かたは悲ひ鳴めいをあげ、その場ばにくずれ落おちた。

　まどかはとっさに、母ははを抱だきささえたが、そのまま、目めをみはったまま、動うごけなくなった。

　馬ば上じょう、直なお盛もりの亡なき骸がらがはこばれてきたのだ。

　はこぶ者ものも、はこばれる者ものも血ちと泥どろにまみれ、迎むかえた者ものはだれも悲ひ鳴めいを上あげ、井い伊いの谷やは嗚お咽えつに満みちた。

「ち、父ちち上うえ……っ」

　まどかは、母ははを侍じ女じょらにあずけ、はこばれてきた直なお盛もりの亡なき骸がらに駆かけよった。

　もはや冷つめたく動うごかぬ父ちちの手てを、まどかはにぎりしめた。

　その手ては大おおきく温あたたかく、いつもまどかの髪かみをくしゃくしゃとなでてくれたやさしい手てであった。

　その大おおきな手ての爪つめには、ことごとく赤あか黒ぐろい血ちが染しみついている。

「こ、このお手てで、おはらを召めされたのでございますか、父ちち上うえ……っ。なぜ、生いきて帰かえってくださらなかったのっ！　父ちち上うえーっ」
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　我われ知しらず、まどかは叫さけんでいた。

（ばかなことをするんじゃない、まどか……！）

　そういった父ちちの、低ひくいが、深ふかみのある声こえがよみがえった。

　尼あまになるといいはり、髪かみを切きって、父ちちを悲かなしませた時ときだ。

　父ちちは、短みじかくなったまどかの髪かみを愛いとしげになでた。

　その温あたたかみは、幼おさないころ、抱だき上あげられ頬ほおずりされたあのころの父ちちの手てと同おなじだった。

　思おもい出でが重かさなり、まどかは、幼おさないまどか姫ひめにもどったかのように、「いやっ、いやっ……！」と、父ちちにすがった。

「義父ちち上うえっ、なんというお姿すがたに……っ！　わたしが、お供ともしておれば……この、わたしが……っ」

　直なお親ちかも駆かけつけてきて、その場ばでむせび泣ないた。

「皆みな々みなさま、ご遺ゆい言ごんがございます」

　帰き還かんした奥おく山やま孫まご市いち郎ろうがその場ばに片かたひざをついて告つげた。

「聞きこう」

　と、いったのは、やはり留る守すを守まもっていた小お野の但馬たじまであった。

「ははっ。まずは、直なお盛もり公こうのおことばをお伝つたえ申もうします。『このたび、不ふ慮りょの切せっ腹ぷく、是ぜ非ひにおよばず。亡なき骸がらを国くにへ持もち帰かえり、南なん渓けい和お尚しょうによって、弔とむらい一いっ切さいをお願ねがい申もうす』とのこと。……さらに、直なお盛もり公こう亡なきあとの井い伊いの谷や城じょうは、中なか野の直なお由よし殿どのにお預あずけ申もうし、時じ節せつを待まって、直なお親ちかさまには、引ひく馬ま城じょうへお移うつり頂いただくように、引ひく馬まの直なお平ひら公こうへお伝つたえ願ねがうようにと……」

　それらの報ほう告こくを、まどかはただぼんやりと聞きいていた。

　今いま起おこっていることが、現げん実じつとは思おもえず、全ぜん身しんがゆらゆらして、なにか、雲くもに乗のって浮ういているようであった。

「ご遺ゆい言ごんうけたまわった」といった声こえに、まどかはハッと我われにかえった。

　いつの間まに来きたのか、南なん渓けいであった。

「次じ郎ろう、しっかりせよ！」

　南なん渓けいはまどかにささやいてから、みなに向むかって告つげた。

「中なか野の越えち後ごの守かみ直なお由よし殿どのは、井い伊い家け分ぶん家けにあたられ、引ひく馬ま城じょうの直なお平ひら公こうの弟おとうとにあたられる方かたの一いち族ぞくじゃ。中なか野のの地ちをゆずられ住すんだことから、中なか野の姓せいを名な乗のっておられるが、井い伊い家けにとっては、濃こい分ぶん家け。直なお盛もり公こうは、よき城じょう代だいをえらばれたといえるじゃろう」

　南なん渓けいは、それを、その場ばにいただれに聞きかせようとしたのか？

（曽祖父おおじいさまの弟おとうとのご一いち族ぞく……中なか野の直なお由よしさま）

　この時とき、幼おさなくして出しゅっ家けしたまどか自じ身しんは、井い伊い家けにとって濃こい分ぶん家けだという中なか野の直なお由よしをよく知しらなかった。

　だが、直なお盛もりの遺ゆい言ごんを不ふ満まんに思おもっているだろう小お野の但馬たじまは、なぜか、南なん渓けいに向むかっては、何なにもいわなかった。

　家か老ろうという重じゅう臣しんの小お野の家けがありながら、君くん主しゅ亡なきあとの井い伊いの谷や城じょうを分ぶん家けの中なか野の家けに預あずけるというのは、あきらかに、小お野の家けは信しん用ようならぬと遺ゆい言ごんしたも同どう然ぜんであったのに。

　いまだ青せい年ねんの頃ころの面おも影かげをのこしている但馬たじまにとって、弟おとうと二人ふたりを亡なくした戦たたかいの重おもさのみが、その肩にのしかかっていたのかもしれない。




　龍りょう泰たい寺じへもどって、弔とむらいの準じゅん備びが始はじまって、まどかは、あらためて知しった。

　桶おけ狭はざ間まの合かっ戦せんには、引ひく馬ま城じょうの直なお平ひらは高こう齢れいのため、出しゅつ陣じんを免めんじられていたが、引ひく馬ま城じょうの家か老ろう、飯いい尾お連つら龍たつはじめ二百の将しょう兵へいが出しゅつ陣じんしたという。

　そのうち、二十余よ名めいが戦せん死し、生せい死し不ふ明めいの者ものは四、五十名めいにものぼっていたが、多おおくは遺い体たいが帰かえらず、棺ひつぎのない弔とむらいであった。

　これらの人ひと々びとの葬そう儀ぎは、直なお盛もりほか、一いち門もんの戦せん死し者しゃの葬そう儀ぎと共ともに、龍りょう泰たい寺じの南なん渓けいによってとりおこなわれた。

　戦せん国ごくの世よとはいえ、これほどの死し者しゃを一いっ時ときに弔とむらうことなど、龍りょう泰たい寺じにとってもはじめてのことであった。

　その場ばにやってきた引ひく馬ま城じょうの直なお平ひらに会あって、まどかは息いきがつまった。

　まどかの知しっている直なお平ひらは、齢よわい七十四歳さい、高こう齢れいとはいえ、まだまだ知ち力りょく武ぶ略りゃくにすぐれた大だい兵ひょうの武ぶ将しょうであった。

　だが、この時とき、大おおきくかくしゃくとしているはずの曽そう祖そ父ふが、なぜか、一いっ気きに小ちいさくなったように見みえたのだ。

（曽祖父おおじいさま……！）

　胸むねの中なかで呼よんだが、声こえはかけられない。

　今いま川がわの戦たたかいに、たびたび出しゅつ陣じんを命めいじられた井い伊い家け代だい々だいは、直なお平ひらの長ちょう男なんである直なお宗むねも戦せん死しし、直なお満みつ、直なお義よしの弟おとうとらも殺ころされ、今いままた、孫まごの直なお盛もりをうしなった。

　戦せん国ごくの宿しゅく命めいとはいえ、その痛いたみと悲かなしみは、だれよりも深ふかかったはずだ。

　直なお盛もりの棺ひつぎの前まえで、直なお平ひらがつぶやいたしわがれ声ごえを、まどかは耳みみにした。

「なにゆえ、若わか武む者しゃばかりが逝いくのだ……この年とし寄よりが死しねばよかったものを……！」

　そのことばに、まどかは、ハッと、直なお平ひらを見みた。

「何なにをおっしゃいます、曽祖父おおじいさま。曽祖父おおじいさまにいてもらわねば、井い伊いの谷やはかなめをうしないます。直なお親ちかも……わたしもっ」

　おもわずそういったまどかに、直なお平ひらはくしゃりと微笑ほほえんだ。

　無む数すうのしわの中なかにある笑え顔がおに、まどかは、心こころから思おもった。

（曽祖父おおじいさまがいてくださって、よかった……！）と。




　直なお盛もりの法ほう名みょうは「龍りょう潭たん寺じ殿でん天てん運うん道どう鑑かん大だい居士こじ」とされ、龍りょう泰たい寺じに葬ほうむられたが、この時ときから、龍りょう泰たい寺じは龍りょう潭たん寺じと名なをあらためた。

　夫をうしなったまどかの母はは、椿つばきの方かたは髪かみを下おろして「祐ゆう椿ちん尼に」となり、龍りょう潭たん寺じ山さん門もんそばに松しょう岳がく院いんという庵いおりをむすぶことになった。

　そこで、直なお盛もりの墓はかを守まもって暮くらすようになった母ははと共ともに、まどかもまた、父ちちの菩ぼ提だいを弔とむらいながら暮くらしたけれど、母ははもまた、一いっ気きに老ふけこんでしまった。

（人ひとは心こころで生いきているのだ……！　だから、心こころの支ささえを失うしなったら、一いっ気きに老ふけてしまうのだ。……きっと、わたしも……！）

　そう思おもえば、まどかもまた、年ねん齢れいより年としとってしまったのかもしれない。




　その年としの暮くれ、またも血ちなまぐさい惨さん劇げきは起おきた。

「祐ゆう椿ちん尼に、落おち着ついて聞ききなさい」

　松しょう岳がく院いんをたずねてきた南なん渓けいがそういって、話はなし出だしたとたん、母ははは叫さけんだ。

「小お野の但馬たじまが!?　なんてひどいことをっ……！」

　庭にわにいたまどかは、庵いおりに向むかい合あった母ははと南なん渓けいをふり返かえった。

　母ははは青あおざめていた。

　その母ははをなだめるように、南なん渓けいが話はなしたことに、まどかも立たちつくした。

　小お野の但馬たじまが、井い伊い家けの濃こい縁えん戚せき、奥おく山やま朝とも利としを殺さつ害がいしたというのだ。

「いったい、なぜっ!?」

　まどかは、座ざ敷しきに駆かけ上あがって、南なん渓けいにたずねた。

「うむ、祐ゆう椿ちん尼にも次じ郎ろうも、落おち着ついて聞ききなさい。とりみだしてはいかん。……奥おく山やま朝とも利とし殿どのの妹いもうとや娘むすめらは、みな、井い伊い家けと深ふかいきずなのある家いえに嫁とついでおる。祐ゆう椿ちん尼にの兄あに、新にい野の左さ馬まの助すけ殿どのの妻つまも奥おく山やま朝とも利とし殿どのの妹いもうとであったな。今いまでは、井い伊い直なお親ちか殿どのの妻つまもまた、奥おく山やまの娘むすめじゃ。……たどれば、井い伊い家けにとって、もっとも濃こいつながりを持もっているのが、奥おく山やま家けともいえる。いわば、直なお盛もり公こう亡なき井い伊い家けの分ぶん家け中ちゅう、最さい大だいの実じっ権けんをにぎるかもしれぬのが、奥おく山やま家けであったろう。ゆえに、たおした……ということであろうな」

　南なん渓けいは、たんたんと語かたった。

　だが、まどかは、全ぜん身しんが熱あつくなった。

　かつて、小お野の但馬たじまの父ちち、小お野の和泉いずみが、井い伊い家けの実じっ権けんを、直なお親ちかの父ちち、井い伊い直なお満みつがにぎることを防ふせぐため、今いま川がわ家けへ『謀む反ほんの兆きざしあり』と、あらぬ密みっ告こくをして殺ころさせたように、小お野の但馬たじまもまた、奥おく山やま朝とも利としを謀ぼう殺さつしたのだと思おもえたのだ。

「ゆるせぬっ」

　まどかは歯はを食くいしばった。

「次じ郎ろう、落おち着つけといっている。小お野のの言いい分ぶんは、先さきに小お野の但馬たじまを襲おそったのは奥おく山やまであり、小お野のは返かえり討うちにしたまでだというものであったそうな」

「どういうことですか!?」

　母はは、祐ゆう椿ちん尼にが問とい返かえす。

「井い伊い家け縁えん戚せきの間あいだには、小お野の家けへのうらみを抱いだくものが多おおい。奥おく山やま朝とも利とし殿どのもそうであったのか……とも思おもえるが、すべては、闇やみの中なかじゃ。小お野ののいうことが本ほん当とうかどうかも、奥おく山やま朝とも利とし殿どの亡なき今いまは、たしかめるすべもない。だが、この謀ぼう殺さつには、今いま川がわ義よし元もとの嫡ちゃく男なんであり、義よし元もとのあとを継ついだ今いま川がわ氏うじ真ざねの意い志しが動うごいておるであろう……」

　南なん渓けいはいったが、直なお盛もり亡なきあとの井い伊い家けは、獅し子し身しん中ちゅうの虫むしともいえる謀ぼう略りゃくの家か臣しん、小お野の家けをかかえたまま、悲かなしみにしずんで暮くれた。




　永えい禄ろく四年ねん（１５６１）の二月がつ九ここの日か、二十六歳さいとなった直なお親ちかと妻つまの間あいだに、男おの子こが生うまれた。

　その子こは、幼よう名みょう、虎とら松まつと名なづけられた。




　亡なき直なお盛もりの遺ゆい言ごんは実じっ行こうされ、直なお親ちかの後こう見けんともなった中なか野の越えち後ごの守かみ直なお由よしは、直なお盛もりの名な、信濃しなのの守かみをついで、中なか野の信濃しなのの守かみ直なお由よしとあらため、井い伊いの谷や城じょうの城じょう代だいとなったが、もう一つの遺ゆい言ごんである直なお親ちかを引ひく馬ま城じょうへ移うつせという遺ゆい言ごんは果はたされなかった。

　引ひく馬ま城じょうは、直なお親ちかの祖そ父ふである直なお平ひらが、今いま川がわとの戦たたかいに敗やぶれたその時ときから、すでに今いま川がわ方がたの城しろであるとして、今いま川がわ氏うじ真ざねがゆるさなかったのである。

　だが、桶おけ狭はざ間まの合かっ戦せんにおいて、圧あっ倒とう的てき優ゆう位いだったはずの今いま川がわ方がたの大だい敗はい北ぼくは、義よし元もとの討うち死じにだけでなく、駿河するが、遠とおと江うみの有ゆう力りょく武ぶ将しょうが多た数すう討うたれ、戦せん死し者しゃは、おもだった今いま川がわ家か臣しん、旗はた本もと、雑ぞう兵ひょうを合あわせれば二千七百余よにまでのぼったという。

　このため、遠とおと江うみ、三み河かわあたりの戦せん国ごくの勢せい力りょく図ずが大おおきく変へん化かした。

　今いま川がわ方がたにくみしていた駿河するが、遠とおと江うみの武ぶ将しょうらは、義よし元もとのあとを継ついだ今いま川がわ氏うじ真ざねに、父ちち、義よし元もとの弔とむらい合がっ戦せんをすすめる向むきもあった。

　だが、なにより、巨きょ大だいな力ちからをふるった戦せん国ごく大だい名みょうの父ちちの下もとで、ぬくぬくと育そだった氏うじ真ざねには、その気き概がいはなく、やれ、連れん歌がだ和わ歌かだ、蹴け鞠まりなどと、都みやこの公く家げのような暮くらしをつづけた。

　そのため、父ちちの仇かたきも討うてぬおろかな跡あと継つぎとして、これまで今いま川がわ方がたであった武ぶ将しょうらからも、つぎつぎ見み放はなされることとなった。

　その中なかで、もっともすばやく立たち回まわったのは、かの松まつ平だいら元もと康やすであった。

　元もと康やすは、松まつ平だいら氏しの旧きゅう領りょうと岡おか崎ざき城じょうを守まもりつつ、今いま川がわ氏しからはなれて、永えい禄ろく四年ねん一月がつには、幼おさなき頃ころよりよしみのある織お田だ信のぶ長ながと、尾お張わり清きよ洲す城じょうにて盟めい約やくをむすんだ。

　この時とき、今いま川がわ義よし元もとからもらった一いち字じ、元もと康やすの元もとを捨すて、松まつ平だいら家いえ康やすと、名なをあらためた。

　そして、三み河かわ西にし郡ごおり城じょうを攻せめ、今いま川がわ氏うじ真ざねの従兄弟いとことなる二人ふたりを生いけ捕どりにして、人ひと質じち交こう換かんすることで、駿すん府ぷにおかれたままの妻つま、瀬せ名な姫ひめと、嫡ちゃく男なん、信のぶ康やすらを、取とり返かえした。

　だが、このかげで、今いま川がわの家か臣しんで、瀬せ名な姫ひめの父ちちであった関せき口ぐち親ちか永ながとその妻つまは、今いま川がわ氏うじ真ざねから自じ害がいを命めいじられ、殺ころされてしまった。




（かつて人ひと質じちとされ、義よし元もとの側そく室しつとされた上うえ、家か臣しんに下さげ渡わたされた大おお叔母おばさまが殺ころされた!?　義よし元もとの息子むすこである氏うじ真ざねに……！）

　まどかは、こみあげる怒いかりをおさえられなかった。

　大おお叔母おばには会あったこともなかったが、井い伊い家けの存そん続ぞくのため、人ひと質じちに出だされた曽そう祖そ父ふの娘むすめである。その大おお叔母おばは、敵てきの今いま川がわ義よし元もとの側そく室しつにされ、不ふ要ようになれば、家か臣しんの妻つまにされて……その上うえ、殺ころされた！

「戦せん国ごくの女おんなとは、こんなひどい仕し打うちにも耐たえねばならないのでしょうかっ!?」

　たまらず、まどかは、南なん渓けいに向むかって、口くちにしていた。

　南なん渓けいは微笑ほほえみ、「ゆえに、『厭えん離り穢え土ど 欣ごん求ぐ浄じょう土ど』じゃ。家いえ康やす殿どのは、よい旗はた印じるしを選えらばれた」という。

「厭えん離り穢え土ど 欣ごん求ぐ浄じょう土ど」とは、苦く悩のうの多おおい、けがれたこの世よからはなれたいと願ねがい、心こころからよろこんで極ごく楽らく浄じょう土どへ行いきたいと願ねがう旗はた印じるしである。

　怒いかりのおさまらぬまどかはいいつのった。

「でも、この世よを、厭えん離り穢え土どにしているのは、男おとこでございましょう？」

「なるほど、そうじゃのう」と、南なん渓けいは笑わらった。

「次じ郎ろう、怒いかりがおさまらぬならば、武ぶ道どうの鍛たん錬れんをせよ。この国くにも、いつまた、厭えん離り穢え土どの地ちとなるかしれたものではない。その時ときは、次じ郎ろう。男おとことて、女おんなとて、戦たたかうしかないのが戦せん国ごくじゃ。この寺てらには、武ぶ道どうの相あい手てをできる僧そう兵へいが多おおくおる。いざとなれば、人ひとをまもる城しろともなれるのが寺てらというものじゃ。三み河かわの家いえ康やす殿どのも、寺てらにおいて、道みちを開ひらかれたそうな。ならば、龍りょう潭たん寺じは、次じ郎ろうの城しろぞ。怒いかりにとらわれるのではなく、怒いかりを解とき放はなつのじゃ」

　そういう南なん渓けいもまた、この寺てらでの、もっとも剛ごう腕わんの僧そう兵へい、傑けつ山ざん、昊こう天てんにもおとらぬ武ぶ芸げい者しゃであったことを、まどかは思おもい出だした。

（そうだった……！　戦せん国ごくの女おんなの悲ひ劇げきを、我わが身みに映うつして怒おこるのではなく、解とき放はなつのだ……）と、まどかは気きづいた。

　その日ひから、まどかは、弓ゆみ、長刀なぎなたなど、武ぶ芸げいの鍛たん錬れんを日にっ課かにした。




　永えい禄ろく五年ねん（１５６２）も、十二月がつになってのこと、井い伊い直なお親ちかが、今いま川がわ氏うじ真ざねに呼よび出だされ、駿すん府ぷへ発たつことになった。

「なぜなのです？　母はは上うえ、なにかお聞ききになっていますか？」

　まどかは、龍りょう潭たん寺じ山さん門もんそばの庵いおりに住すむ母はは、祐ゆう椿ちん尼ににたずねた。

　母ははは、もともと今いま川がわから目め付つけとして派は遣けんされた新にい野の左さ馬まの助すけの妹いもうとであったので、今いま川がわ家けの情じょう報ほうを兄あにから聞きいて知しっているのではないかと思おもったのだ。

　新にい野の左さ馬まの助すけは、同おなじく目め付つけ家が老ろうである小お野の但馬たじまとはちがって、殺ころされた井い伊い一いち族ぞくの奥おく山やま朝とも利としの妹いもうとを妻つまとして、おだやかな人ひと柄がらの人じん物ぶつであった。

「直なお親ちかさまの父ちち上うえ、直なお満みつさまが殺ころされた時ときと同おなじことが起おこったのです。あの小お野の但馬たじまが、今いま川がわ氏うじ真ざねに讒ざん言げんをしたそうです。直なお親ちかさまが、松まつ平だいら家いえ康やすと通つうじて謀む反ほんをはかろうとしているから、今いますぐ兵へいを出だして直なお親ちかをたおすべきだと……」

「ええっ、そんな……っ」

　母ははのことばに、まどかの肌はだは、ぞっとあわだった。

「……でも、大だい丈じょう夫ぶ。新にい野のの兄あに上うえが、氏うじ真ざねに申もうし開ひらきをしてくださいました。『小お野の但馬たじまの申もうすはまちがいである。兵へいを出だすのではなく、呼よび出だして問といただすべきだ』と。こたびは、問といただすだけだそうですから、間ま違ちがいはおきないでしょう。たしかに、直なお親ちか殿どのは、三み河かわへ行いかれたことはありますが、それは、従妹いとこの瀬せ名な姫ひめのご機き嫌げんうかがいだったとか。もし、直なお親ちか殿どのが氏うじ真ざねに心こころをよせていないとしても、それは仕し方かたのないこと。お父ちち上うえを殺ころされ、ご自じ分ぶんも殺ころされそうになったのですから。家いえ康やす殿どのと親したしくおことばをかわされたとしても、それを謀む反ほんというのは、あまりに乱らん暴ぼうです」

　母はは、祐ゆう椿ちん尼にのおちついたようすに、まどかはほっとしつつ、それでも気きになって、直なお親ちかの出しゅっ立たつを見み送おくりに出でた。

　遠とおくからでも、直なお親ちかを見みるのは、直なお親ちかが妻つまをもらってからというもの、初はじめてであった。

「では、行いって参まいります」

　直なお親ちかは家か臣しん十八名めいほどを供ともに、騎き馬ばで発たつようであった。

　出しゅっ立たつ前まえ、直なお親ちかは、見み送おくりに出でたまどかに気きづいた。

　そして、意いを決けっしたように近ちかづいてきて、「次じ郎ろうの姫ひめ、無ぶ事じの帰き還かんを祈いのってくだされ」と、まどかを見み下おろし微笑ほほえんだ。

　黒くろ目め勝がちの切きれ長ながの目めが細ほそくなって、まどかは、ときめく胸むねを、むりやりおさえこんだ。

　その時とき、直なお親ちかがふところから出だしたもの、それは、かの青あお葉ばの笛ふえの笛ふえ袋ぶくろであった。

　あの時とき、なくしたと思おもっていた笛ふえ袋ぶくろを、直なお親ちかはずっと持もっていたのだ。

「これは、わたしにとって、水すい晶しょうを結むすんでいた守まもり袋ぶくろともいえるものです。姫ひめにあずけますから、水すい晶しょうと共ともに、無ぶ事じを祈いのってくださいますか？」

　そういった直なお親ちかの濃こいまつげの陰影かげが、間ま近ぢかでゆらぐのを見みたまどかは、くらりと、めまいがした。ふいに、よみがえったのだ。

　あの日ひ、直なお親ちかに抱だきしめられた感かん覚かくが……！

　それを、だれかに見みられたような気きがして、おもわず周しゅう囲いを見み回まわしたが、あたりに、直なお親ちかの妻つま、志し保ほの姿すがたはなかった。

　虎とら松まつを産うんでから、やや体たい調ちょうをくずしていると聞きいたので、屋や敷しき内ないで、直なお親ちかを見み送おくったのかもしれない。

　そういえば、虎とら松まつはよちよち歩あるきを始はじめただろうか……と、ふと、まどかが思おもった時とき、「ちちうえーっ」と叫さけんだのは、成せい長ちょうした直なお親ちかの娘むすめ、桃ももであった。

　桃ももは、今いまは他た家けにあずけられていると聞きいていたが、直なお盛もり時じ代だいから井い伊い家けを支ささえてくれる豪ごう商しょうの瀬せ戸と方ほう久きゅうが桃ももの手てをひいている。

「直なお親ちかさま、ご無ぶ事じのご帰き還かんを」

　方ほう久きゅうが、腰こしを低ひくくしていった。

「うむ、留る守すをたのむ」

　真ま冬ふゆの厚あつい雲くもの下した、直なお親ちかは笑え顔がおで桃ももに手てを振ふり、一いっ行こうは街かい道どうへ踏ふみ出だした。

　と、厚あつい雲くもが切きれて、陽ひ射ざしがのぞいた。

「おお、出しゅっ立たつに、よき兆きざしだ」

　誰だれかがいった。

　切きれた雲くも間まから、陽ひの光ひかりが地ち上じょうへかたむいて射さしこんできた。その陽ひ射ざしが、ちょうど、天てんからかかったはしごのように、出しゅっ立たつする直なお親ちかを照てらし出だしたせつな、まどかは駆かけ出だした。

「か、亀かめっ……行いくなっ!!」

　叫さけんだ声こえに、みなが振ふり返かえった。

「い、行いってはならぬっ」

　叫さけぶまどかに、直なお親ちかは微笑ほほえみ、手てを上あげて、一いっ行こうは遠とおざかった。

（行いってはならぬっ……亀かめっ!!）

　その場ばにくずれ落おちたまどかには、遠とおい日ひの亀かめ之の丞じょうのことばがよみがえっていたのだ。

（……三みっ日か前まえに、父ちち上うえと叔父おじ上うえが、今いま川がわへ旅たび立だたれた時ときも、天てんからわたる階きざはしのごとく、朝あさ日ひが射さしておった……）

　そういった亀かめ之の丞じょうの父ちちも叔父おじも、殺ころされたではないかっ！

　いけないっ、亀かめも殺ころされるっ!!

　まどかはその予よ感かんに全ぜん身しんが凍こおりつき、立たつこともできなかった。

「どうなさったの？　次じ郎ろうの姫ひめさま」

　桃ももが駆かけよってきて、たずねた。

　そのあどけない瞳ひとみに、まどかはたまらず、桃ももを胸むねに抱だきしめていた。
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　その夜よる、まどかは夢ゆめを見みた。

　まどかは、あのすすきの原はらにいた。

　夕ゆう雲ぐもがたれこめ、その雲くものすきまから、天てんからとどく階きざはしのごとく、金きん色いろの陽ひが射さしこんでいて、そこに立たった亀かめ之の丞じょうの肩かたから背せのあたりが、金きんの光ひかりにふちどられて見みえた。

「……おれは、幼おさない頃ころより、まどかにあこがれていた。年としごろも変かわらず、女おんなであるのに、りりしかったからだ。おれも、そうなりたいと思おもった。まどかより、もっと強つよく、もっとりりしい男おとこになりたいと、いつも思おもっていたんだ……」

　そういった亀かめ之の丞じょうのことばは、いつか、あのすすき野ので聞きいたことばに似にていた。

　だが、まどかは、これまで、だれにもいわなかったことを口くちにしていた。

「わたしはどうしても男おとこになりたかった！　母はは上うえや父ちち上うえがよろこんでくださるように。母はは上うえは男おの子こを産うめなかったことで、父ちち上うえに、ほかにも妻つまを持もつようにとすすめたこともあったんだ。……だが、父ちちは、母はは一人ひとりを妻つまとして、生しょう涯がい、側そく室しつを持もつことはなかった。父ちちはわかっていたんだ。もし側そく室しつを持もって、父ちちとの間あいだに男おの子こが生うまれたとしても、それは、井い伊い家けのためにならず、むしろ、井い伊い家けに騒そう動どうを呼よびよせるだけだと。男おの子こが生うまれて世よ継つぎとするなら、その子こは母ははと父ちちとの間あいだに生うまれなければならないと。……それを知しって、わたしは、もし男おとこになれるなら何なにもいらぬとさえ思おもった。だから、女おんなでありながら、男おとこのようにふるまったんだ」

　そういったまどかを、亀かめ之の丞じょうは微笑ほほえんで抱だきよせた。

「つらかったな……まどか」

　亀かめ之の丞じょうは、まどかの髪かみをくしゃくしゃとなでた。

「え、父ちち上うえ!?」

　その感かん触しょくにふと顔かおを上あげると、父ちちではなく、やはり亀かめ之の丞じょうであった。

「おれは、死しなぬ。生いきぬくことが、まどか、おまえをまもることだから……。義父ちち上うえ、直なお盛もり公こうも、おまえを見み守まもってくれとおっしゃった。おれは、生いきぬいて、おまえと、この井い伊いの谷やを守まもりぬく。今いまのおれにできることはそれだけだとしても、おれはかまわぬ。人ひとを愛いとしむことの果はてなさ……その大おおきさを教おしえてくれたのは、まどか、おまえだ……」

　そういった亀かめ之の丞じょうの温ぬくもり、低ひくいがやさしさあふれる声こえ……。

　その時とき、気きづいた。

　この温ぬくもり、このやさしさをこそ、女おんなもまた、命いのちがけで護まもるべきなのだと……。

　まどかは、夢ゆめの中なかで、初はじめて女おんなの愛あいというものを知しった。

　女おんなは弱よわく、強つよい男おとこに護まもられるものだというが、そうではない！

　女おんなは、おのれより強つよく、大おおきく、たくましい男おとこを、もっと深ふかく大おおきな魂たましいで護まもっているのだ！　弱よわかった母ははが、男おとこのようにりりしく強つよかったのも、そういうことなのだ……と。




　夢ゆめから目め覚ざめた時とき、まどかは、亀かめ之の丞じょうが、いかにかけがえのない男おとこであったのかに気きづいた。

　妻つまがあり、その妻つまとの間あいだに子こがあっても、それがなんだ!?

　たとえ死しによってさえ、親おや子このきずなが断たち切きられることがないように、亀かめ之の丞じょうとまどかのきずなは、妻つまとなり夫おっととなることがなかったとしても、断たち切きられるものではなかったのだと……。













　　　　　六　ふたたびの惨さん劇げき




　永えい禄ろく五年ねん（１５６２）、十二月がつ十四日か。

　直なお親ちかの一いっ行こうは直なお親ちかをふくめ総そう勢ぜい十九名めい、井い伊いの谷やから東とう南なん東とうへすすんだ。

　今いま川がわ氏うじ真ざねの待まつ駿すん府ぷまでは道みち半なかばだったが、やがて、掛かけ川がわ城じょうが見みえてきた。

　掛かけ川がわ城じょうは、今いま川がわの家か臣しん、備びっ中ちゅうの守かみを名な乗のる朝あさ比ひ奈な泰やす朝ともの城しろである。

　その城じょう下かも目めに入はいってきたその時とき、朝あさ比ひ奈なの率ひきいる兵へい団だんが、直なお親ちか一いっ行こうを待まち伏ぶせ、いっせいにとりかこんだ。

「いったい、何なに事ごと……」と、問とう間まもなく、直なお親ちか一いっ行こうはおしつつまれ、朝あさ比ひ奈なの兵へい団だんの手てに手てに槍やり刀かたなが、白しろくきらめく。

「かかれっ」

　発はっされた号ごう令れいに、百を超こえる兵へい団だんが、直なお親ちか一いっ行こうに襲おそいかかってきた。

　直なお親ちかの家か臣しんらも抜ばっ刀とうし、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいながら、応おう戦せんした。

　それは、たった家か臣しん十八名めいとは思おもえぬほどの乱らん戦せんとなったが、敵てき兵へい団だんは、鎧よろい小こ手てで身みをかためた戦いくさ支じ度たくであったのに、直なお親ちかの一いっ行こうは、戦たたかうには裸はだか同どう然ぜんともいえる平へい服ふくに過すぎなかった。

　身みを護まもる小こ手ても鎧よろいもない十八の家か臣しんらは、多た勢ぜいの敵てきがくり出だす槍やり刀かたなに、つぎつぎ、たおされた。

「と、殿とのーっ、お逃にげくだされーっ」

　最さい後ごの家か臣しんの叫さけびに、直なお親ちかは馬うまを駆かった。

「おのれっ、朝あさ比ひ奈なーっ!!」

　そう叫さけんだ直なお親ちかは逃にげることなく、敵てきに突とつ入にゅうした。

　くり出だされる槍やりや刃やいばを斬きり落おとし、はねのけ、まっすぐ、敵てき将しょう、朝あさ比ひ奈な泰やす朝ともに向むかって突つき進すすむ直なお親ちかに、敵てき軍ぐんは乱みだれた。

　その時とき、直なお親ちかの横よこ腹ばらに、ずんっと、長なが槍やりが食くいこんだ。

　それと見みて、傷きずを負おった直なお親ちかの騎き馬ばにまでいっせいに斬きりかかろうとする雑ぞう兵ひょうどもを、直なお親ちかは斬きり倒たおし、払はらって、自みずから落らく馬ばし、「行いけっ」と、馬うまに向むかって叫さけんだ。

　せつな、駆かけ去さる馬うまの天てん地ちがひっくり返かえった。

　直なお親ちかの首くびが、ひらめいた敵てきの長刀なぎなたに斬きり落おとされ、無む残ざんに地ち平へいをころがったのだ。




　同どう時じに、朝あさ比ひ奈な兵へいの勝かちどきが上あがったが、それは、ほんの一いっ瞬しゅんで、やがて城じょう下かは何なに事ごともなかったかのようにしずまりかえった。

　直なお親ちかの供ともをした士し分ぶんの家か臣しんはすべて討うち死じにし、生いき残のこったのは、わずかに足あし軽がる身み分ぶんの従じゅう者しゃのみであった。

　もとより、宣せん戦せん布ふ告こくもなく、多た勢ぜいの戦いくさ支じ度たくの兵へい団だんで、直なお親ちかをふくんでもわずか十九名めいの平へい服ふくの一いっ行こうをかこんで討うち取とるなど、だまし討うちに過すぎず、戦いくさといえるものではなかった。

　だが、その戦いくさともいえぬだまし討うちで、井い伊い家け最さい後ごの希き望ぼうであった井い伊い直なお親ちか二十七歳さいの若わかい命いのちは絶たたれたのだ。

　朝あさ比ひ奈なの言いい分ぶんは、「直なお親ちかが今いま川がわ氏うじ真ざねから呼よび出だされ行いくとは知しらず、駿すん府ぷを攻せめると思おもって討うち取とった」というものであったが、たった十八名めいの家か臣しんを引ひきつれ、駿すん府ぷを攻せめるなど、子こどもでも思おもいつきはしない。

　あきらかにとってつけた噓うそで、今いま川がわ氏うじ真ざねが朝あさ比ひ奈なに命めいじてやらせたことであった。




　生いき残のこった従じゅう者しゃらによって、直なお親ちかの首くびのない遺い体たいがはこばれてきて、その報しらせが井い伊いの谷やを駆かけめぐった時とき、井い伊いの谷やの諸しょ城じょう、人ひと々びとはみな凍こおりついた。




　まどかは、どうしたか……？

　泣なきはしなかった。

　いや、泣なくこともできないほど、放ほう心しんしていたともいえる。

（あの時とき、わたしがとどめていれば……！）

　幾いく度ど思おもったかしれない。

　だが、すべては、とどめられなかったのかもしれなかった。

　直なお親ちかが駿すん府ぷの呼よび出だしに応おうじなければ、今いま川がわ氏うじ真ざねはすぐさま兵へいを出だし、この井い伊いの谷やを踏ふみつぶしていたかもしれず、かといって、呼よび出だしに応おうじる者ものが戦いくさ支じ度たくで行いくこともならず……どうすれば、直なお親ちかを救すくえたのか、今いまとなっても、まどかにはわからなかった。

　直なお親ちかを救すくおうと、氏うじ真ざねに談だん判ぱんし、井い伊いの谷やへの兵へいを出ださせなかったまどかの母ははの兄あに、新にい野の左さ馬まの助すけの怒いかりと悲かなしみも大おおきかった。

　氏うじ真ざねは、新にい野のには「問といただすのみ」といったが、ひそかに朝あさ比ひ奈なに命めいじ、直なお親ちかをだまし討うちさせたのだ。

「氏うじ真ざね公こうのお仕し打うちを予よ測そくできなかったこの新にい野の、ここで腹はらをかっさばいて、おわびせねばならぬ身みなれども、今いまは、直なお親ちかさまの遺のこされしお世よ継つぎ、虎とら松まつさまだけは、命いのちをかけておまもりするとお約やく束そくいたしますっ」

　新にい野のはそう告つげて、号ごう泣きゅうした。

　井い伊いの谷や城じょうの城じょう代だい、中なか野の直なお由よしもまた、あまりのことに茫ぼう然ぜんとしたが、すぐさま我われに返かえり、朝あさ比ひ奈なが井い伊いの谷やへも攻せめ寄よせるかもしれぬと考かんがえ、そくざに井い伊いの谷や全ぜん域いきに物もの見みを立たて、警けい戒かいをおこたらぬようにと、命めいを発はっした。




「次じ郎ろう、弔とむらいの準じゅん備びをせよ。直なお親ちか殿どのの首しゅ級きゅうは、この龍りょう潭たん寺じがもらい受うけよう」

　そういったのは、南なん渓けいであった。

　井い伊い家け菩ぼ提だい寺じの住じゅう職しょくとしての南なん渓けいは、仏ぶつ門もん宗しゅう派はのつながりによって、朝あさ比ひ奈なへ使し者しゃを出だし、まもなく、直なお親ちかの首しゅ級きゅうをとりもどした。

　直なお親ちかの首しゅ級きゅうが、井い伊いの谷やへもどってきた日ひ。

　棺ひつぎにおさまった直なお親ちかの遺い体たいを見みて、まどかは初はじめて号ごう泣きゅうした。

　切きりはなされた遺い体たいと首くびはつなぐようにして、棺ひつぎにおさめられていた。

　その姿すがたのいたましさに、まどかは、切きりはなされた首くびの血ちの跡あとをきよめつつ、ただうめくように泣なきつづけた。

　多おおくの血ちをうしなった直なお親ちかの彫ほり深ぶかい顔かおは、蝋ろうのように白しろく、人にん形ぎょうのごとく見みえる……。

　だが、閉とじられた切きれ長ながの目めの、濃こいまつげの陰影かげだけが、弔とむらいの燈とう明みょうの光ひかりに、命いのちあるごとくゆらめいて見みえた。

「亀かめよ、なぜこの年とし寄よりをおいていった!?」

　そういったしゃがれ声ごえに、まどかは顔かおをあげた。

「あ、曽祖父おおじいさま……！」

　直なお盛もり亡なき後あと、一いっ気きに老ふけこんでいた引ひく馬ま城じょうの直なお平ひらが、鬼おにの形ぎょう相そうとなって、そこにいた。

「許ゆるしがたし……氏うじ真ざねっ」

　うなるように発はっせられた直なお平ひらの声こえが、まどかには、殺ころされた直なお親ちかの、魂たましいの声こえのようにも聞きこえた。

　その時とき、まどかは思おもい出だした。

　かつて、亀かめ之の丞じょうだった直なお親ちかが、まどかに語かたったことばを……。




「人ひとは、力ちからを尽つくしきるまで、死しんではならぬものよ。亀かめよ、早はよう、強つようなれよ」……身体からだの弱よわかったおれが熱ねつを出だし、寝ねこんだ時とき、直なお平ひら公こうがおっしゃったことばだ……。




　そういった亀かめ之の丞じょうの笑え顔がおまで見みえる気きがして、まどかは直なお平ひらにうったえた。

「曽祖父おおじいさま。か、亀かめは、力ちからを尽つくしきるまで、死しなぬと……曽祖父おおじいさまのおっしゃったように生いきたいといっていました！　それなのに……」

　まどかは、あの時ときの、亀かめ之の丞じょうの思おもいを伝つたえたかった。

「次じ郎ろうの姫ひめよ……」

　直なお平ひらが深ふかく呼こ吸きゅうをして、天てんをあおいだ。

「武ぶ将しょうの命いのちというものは、代だい々だい残のこされた者ものが継ついでいくのだ。……直なお盛もりも、亀かめも生いきておる。次じ郎ろうの姫ひめ、そなたのなかに……虎とら松まつのなかにものう。決けっして、消きえはせぬ……！」

　直なお平ひらのことばに、まどかはただ胸むねがつまった。

（消きえずとも……もう、会あえない！）

　そう思おもえば、旅たび立だちの日ひに語かたり合あった直なお親ちかの笑え顔がおが浮うかぶ。

　あの手ての温ぬくもりを思おもって、まどかは、もう動うごかない直なお親ちかの手てを、そっとにぎりしめた。

　だが、その手ては冷つめたくかたく、もはや命いのちの温ぬくもりはなかった。

　その時ときだった。

　まどかの袖そでを、ぎゅっとつかんだ者ものがいた。

　ハッとして見みると、それは、幼おさない虎とら松まつであった。
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　見み下おろせば、きりりと一いち文もん字じの眉まゆに、濃こいまつげがふるえている。

「父ちち上うえを見みたい……！」

　小ちいさな虎とら松まつには見みえない棺ひつぎの中なかを見みたいというのか……？

　まどかは、虎とら松まつを抱だき上あげた。

　まだまるく幼おさないその身体からだは乗のり出だすように、棺ひつぎをのぞきこんだ。

　まだ、死しが、どういうものかもわかってはいないだろう虎とら松まつは、まるい頬ほおをまどかに寄よせてくる。そのやわらかな肌はだに、つい頬ほおずりしそうになって、まどかは気きづいた。

　今いま、だれよりもつらい人ひとがそこにいることに。

　奥おく山やま因いな幡ばの守かみ朝とも利としの長ちょう女じょであり、虎とら松まつの母ははである直なお親ちかの妻つま、志し保ほ。

　その人ひとは、武ぶ士しの妻つまらしく、涙なみだすら見みせず、来くる人ひと、来くる人ひとに、丁てい寧ねいに頭あたまを下さげていた。

「志し保ほさん、虎とら松まつに、父ちち上うえを見みせてあげてください」

　そういって、まどかは、抱だき上あげた虎とら松まつを志し保ほにあずけた。

「はい……」

　か細ぼそい声こえで志し保ほがこたえ、虎とら松まつを抱だき取とった。

「ほら、お父ちち上うえですよ」

　志し保ほがいい、虎とら松まつがうなずく。

「父ちち上うえ、もう目めを開あけないの？　ずうっと？」

　虎とら松まつのことばに、志し保ほが、「うっ……」と、涙なみだをこらえた。

　その姿すがたの悲かなしさに、まどかは、心こころの奥おくで叫さけばずにいられなかった。

（亀かめっ……！　なぜ死しんだっ。志し保ほや幼おさない虎とら松まつをおいてっ……！　この井い伊いの谷やをおいて、なぜっ!?）




　直なお親ちかの棺ひつぎは、直なお親ちかの祝ほう田だ屋や敷しき近ちかくの河か畔はんで、火か葬そうされたが、その場ばには、虎とら松まつの姿すがたはなかった。

　今いま川がわ氏うじ真ざねから、「直なお親ちかの一いっ子し、虎とら松まつも誅ちゅう殺さつ（とがめて殺ころすこと）せよ」との命めい令れい書しょが出だされていたのだ。

　かつて、まだ幼おさない亀かめ之の丞じょうを殺ころせといってきたあの時ときと同おなじであった。

　だが、命いのちがけで虎とら松まつをまもろうとしていた新にい野の左さ馬まの助すけは、ともかく、幼おさない虎とら松まつを乳母うばと共ともに、新にい野の屋や敷しきへかくまったのだ。




　直なお親ちかの死しによって、井い伊い家け総そう領りょうとなる成せい年ねん男だん子しは、まどかの曽そう祖そ父ふである井い伊い直なお平ひらのみになってしまった。

　息子むすこらにも孫まごにも死しなれた齢よわい七十半なかばも過すぎた井い伊い直なお平ひらが、ふたたび家か臣しんすべてをしたがえ、井い伊い家けをとりしきるしかなかった。

　その日ひのことを、南なん渓けいが話はなしてくれた。

「直なお平ひら公こうは、家か臣しん一いち同どうに告つげたそうだ。『小お野の但馬たじまへの報ほう復ふく、攻こう撃げき一いっ切さいを禁きんじる』とな。今いま川がわ氏うじ真ざねへ讒ざん言げんして、直なお親ちか殿どのを殺ころさせた小お野の但馬たじまを憎にくむ家か臣しんは多おおい。ことに、直なお親ちか殿どのの供ともをして討うち死じにした家か臣しんの親しん族ぞくからは、『許ゆるしがたし、小お野の但馬たじまっ』という声こえが上あがっている。血けっ気きにはやった者ものらが、いつ、小お野の家けを襲おそわぬとも限かぎらぬゆえ、実じつは、もっとも許ゆるせぬと感かんじておられる直なお平ひら公こうが、そういうしかなかったのであろう」

　そういって、南なん渓けいはため息いきをついた。

「曽祖父おおじいさまは、これ以い上じょう、家か臣しんをうしないたくないと思おもってらっしゃるんですね」

　まどかは、すぐ察さっした。

「そうだ。よくわかったな、次じ郎ろう。井い伊い家け総そう領りょうとは、この井い伊い家けそのものを守まもるものだ。井い伊い家けが今いま川がわと戦たたかう戦せん力りょくがない以い上じょう、今いま川がわの目め付つけ役やくである小お野の但馬たじまを攻こう撃げきしたりすれば、井い伊い家けを思おもう忠ちゅう義ぎの家か臣しんをまたうしなうことになる。奥おく山やま朝とも利としのごとくにのう……それはならぬとおっしゃっているのだ。直なお平ひら公こうは……」

　南なん渓けいのことばに、まどかはふたたび気きづいた。

　もうだれもいなくなったと思おもっていた井い伊い家けには、まだ頼たよりになり、信しん頼らいがおける家か臣しんがいるのだということに。




　永えい禄ろく六年ねん（１５６３）の三月がつ、井い伊い家けの遠とおと江うみ国のくにの西にしどなりにあたる三み河かわの国くにでは、岡おか崎ざき城じょうの松まつ平だいら家いえ康やすと瀬せ名な姫ひめとの間あいだに生うまれた五歳さいの長ちょう男なん、竹たけ千ち代よ（後のちの信のぶ康やす）と、織お田だ信のぶ長ながのやはり五歳さいの長ちょう女じょ、徳とく姫ひめの婚こん約やくがととのった。

　これによって、信のぶ長ながと家いえ康やすは、さらに強つよく結むすばれたといえる。

　だが、この年としの九月がつ、家いえ康やすの三み河かわ領りょう内ないに一いっ向こう一いっ揆きが起おこった。

　一いっ向こう一いっ揆きとは、戦せん国ごく時じ代だいに、城しろと同おなじように力ちからを持もっていた浄じょう土ど真しん宗しゅうの寺じ社しゃなどが、聖せい域いきに踏ふみこんで横おう暴ぼうをした支し配はい者しゃらに反はん乱らんしたもので、この一いっ揆きは、門もん徒とばかりか豪ごう族ぞくをもまきこみ、一いっ揆き勢ぜいが、家いえ康やすの城しろである岡おか崎ざき城じょうへ攻せめ上のぼるまでの騒そう動どうとなった。




　同どう九月がつに、この機きに乗じょうじたか、今いま川がわ氏うじ真ざねがようやく、父ちち、今いま川がわ義よし元もとの弔とむらい合がっ戦せんをするとして、駿河するがを出しゅつ陣じんした。

　この時とき、氏うじ真ざねは、井い伊い家けへも、三み河かわへの出しゅつ陣じんを命めいじてきたが、敵てきは、なんといっても強きょう敵てきの、織お田だ信のぶ長なが、松まつ平だいら家いえ康やすである。

　井い伊い家け総そう領りょうにあたる壮そう年ねんの武ぶ将しょうは、すでにうしなわれていたので、老ろう齢れいをおして、直なお平ひらが出しゅつ陣じんするしかなかった。

　氏うじ真ざねよりややおくれて井い伊いの谷やを出でた直なお平ひら軍ぐんは、東とう海かい道どうの白しら須す賀かのあたりで野や営えいしたが、この時とき、共ともに出しゅつ陣じんした引ひく馬ま城じょうの城じょう代だい、飯いい尾お豊ぶ前ぜんの守かみ連つら龍たつは病やまいを発はっし、ここから引ひく馬ま城じょうへ帰かえっている。

　その後ご、野や営えい地ちの直なお平ひら陣じん内ないから、失しっ火かによる火か災さいが起おこった。

　火か災さいは、遠えん州しゅう灘なだから吹ふきよせる強きょう風ふうにあおられ、たちまち燃もえひろがって、宿しゅく場ば町まちにも燃もえ移うつり、思おもわぬ大たい火かになってしまった。

　それを、今いま川がわ氏うじ真ざねは、井い伊い家けの謀む反ほんかとうたがった。

　氏うじ真ざねの前ぜん面めんには、強きょう敵てきである織お田だ、松まつ平だいらの軍ぐん団だんがいる。

　もし、背はい後ごから、井い伊い隊たいに襲おそわれたら、はさみうちになるとでも思おもったのか、それとも、これまで、井い伊い家けの直なお満みつ、直なお義よしを殺ころし、直なお宗むね、直なお盛もりを今いま川がわの起おこした戦いくさのなかで死しなせて、さらに直なお親ちかまでをもだまし討うちにしたことへの報ほう復ふくを恐おそれる気き持もちがそうさせたのか……。

　氏うじ真ざねは、井い伊い家けへのうたがいを解とかないまま、いったんは、全ぜん軍ぐんを朝あさ比ひ奈なの掛かけ川がわ城じょうへ退ひかせた。

　そして、直なお平ひらへは、あらたな攻こう撃げきを命めいじた。

　桶おけ狭はざ間まにおいての今いま川がわ方がたの敗はい戦せん以い来らい、ひそかに武たけ田だ方がたにとりこまれた社やしろ山やま城じょうの天あま野の宮く内ない衛え門もんを攻せめ落おとせというのだ。

　社やしろ山やま城じょうのある磐いわ田た原はらの西せい方ほうには、三み方かたヶが原はらがある。

　その日ひ、直なお平ひらは、引ひく馬ま城じょうの城じょう代だい、飯いい尾お連つら龍たつの妻つまがすすめた茶ちゃを飲のみほし、いざ、ふたたび出しゅつ陣じんした。

　だが、磐いわ田た原はらへの進しん軍ぐんの途と中ちゅう、直なお平ひらは胸むな苦ぐるしさをうったえ、意い識しきをうしない落らく馬ばした。

　馬うま廻まわり衆しゅうが駆かけよったその時ときには、すでに息いきが絶たえていた。

　あきらかに毒どく殺さつであった。

　引ひく馬ま城じょうの城じょう代だい、飯いい尾お連つら龍たつの妻つまは天あま野の家けの親しん族ぞくでもあったので、それで毒どく殺さつされたのか、いや、むしろそれも、氏うじ真ざねの命めいであったのか？

　急きゅう報ほうは、直なお平ひらの家か臣しんによって、井い伊いの谷やへもたらされた。




「曽祖父おおじいさまが……っ!?」

　まどかにとって、それは、井い伊い家け代だい々だいに引ひき継つがれた最さい後ごのろうそくの火ひが、一いっ気きに吹ふき消けされたような報しらせであった。

（も、もう、だれもいないっ……！　父ちち上うえも、亀かめ之の丞じょうも……曽祖父おおじいさままで……！）

　気き丈じょうなまどかも立たっていられず、その場ばにくずれ落おちた。




　だが、井い伊い家けの悲ひ劇げきは、それでもなお終おわらなかった。

　直なお平ひらが三み河かわに出しゅつ陣じんした際さい、自みずからも出しゅつ陣じんしていながら、病やまいと称しょうして、途と中ちゅうから引ひく馬ま城じょうへ引ひき返かえしていた引ひく馬ま城じょう城じょう代だい、飯いい尾お連つら龍たつが、実じつは、松まつ平だいら家いえ康やすに内ない通つうしていたというのだ。

　かつて、野や営えい地ちの白しら須す賀かで起おこった大だい火か災さいも、飯いい尾おが放ほう火かしたとわかって、今いま川がわ氏うじ真ざねは激げき怒どした。

　そして、こたびは、氏うじ真ざねから、「引ひく馬まの飯いい尾おを攻せめよ」と、井い伊い家けへ急きゅう命めいが下くだった。

　それはもう、だれが裏うら切ぎり者ものかもわからなくなった氏うじ真ざねの錯さく乱らんだったのかもしれない。

　だが、この引ひく馬ま城じょう攻ぜめを率ひきいる井い伊い家け総そう領りょうはもういない。

　そのため、井い伊い家けを支ささえる重じゅう臣しんであり、縁えん戚せきでもある新にい野の左さ馬まの助すけ、井い伊いの谷や城じょうの城じょう代だい、中なか野の直なお由よしなどが出しゅつ陣じんした。

　しかし、飯いい尾お連つら龍たつは手て強ごわかった。

　かつて井い伊い家け家か臣しんであった者もの同どう士しが戦たたかうことで、井い伊い家けの兵へいや戦せん力りょくもはなはだしくうしなわれた。

　さらに、引ひく馬ま城じょう攻ぜめを率ひきいた中なか野の直なお由よし、新にい野の左さ馬まの助すけまでが戦せん死ししてしまったのだ。

　井い伊い家けは、総そう領りょうとなる成せい年ねん男だん子しすべてだけでなく、井い伊い家けのために尽つくしてくれる重じゅう臣しんまでもうしなってしまった。

　だが、後のちに、この飯いい尾お連つら龍たつもまた、今いま川がわ氏うじ真ざねから、「問といただすのみ」として、呼よび出だされて応おうじたため、駿すん府ぷにて殺ころされている。

　じゃま者ものは、互たがいに戦たたかわせて両りょう方ほうをつぶす、あるいは、手て強ごわい者ものは、和わ解かいするふりをして呼よび出だし、謀ぼう殺さつする。それが、つねに、今いま川がわのやり口くちでもあった。




　立たてつづく争あらそいで、憎にくしみがうずまく井い伊いの谷やはひどく荒あれ果はてた。

　直なお盛もりの戦せん死し、直なお親ちかの謀ぼう殺さつ、直なお平ひらの毒どく殺さつ……さらに、頼たよりにしてきた中なか野の直なお由よし、新にい野の左さ馬まの助すけの戦せん死し……もう、ぼうぜんとするしかない。

　だが、龍りょう潭たん寺じだけは変かわらず、静しずかな時ときを刻きざんでいた。

「次じ郎ろうの姫ひめよ。井い伊い家けには、もはや、姫ひめしか残のこっておらぬ。井い伊い家けをつぶすか、守まもるか、すべては、姫ひめにかかっておる」

　南なん渓けいがいった。

「わたしに？　わたしに、なにができましょう。南なん渓けいさまこそ、還げん俗ぞくされて、曽祖父おおじいさまの跡あとをお継つぎください！」

「姫ひめよ、わしはのう、直なお平ひら公こうの三男なんではあるが、外そとに生うまれた子こじゃ。記き録ろくに残のこったわしの親おやは、直なお平ひら公こうではないのだ」

「そんなはずはありませんっ。曽祖父おおじいさまは、『息子むすこの中なかで、一いち番ばんわしに似にているのは南なん渓けいじゃ』とおっしゃっていました！」

　まどかから見みても、南なん渓けいは、直なお平ひらに似にていた。

「いや、もはや、それを証しょう明めいする者ものはだれもおらぬ。わしは、直なお平ひら公こうが、城しろの外そとで産うませた子こであったかもしれぬが、その直なお平ひら公こうも、記き録ろくに記しるされた両りょう親しんとされる者ものも、すでに亡なくなっている。古こ来らい、男おの子このうちの一人ひとりは、仏ぶつ門もんへ入いれるのが武ぶ将しょうの心こころがけといわれて、わしは、直なお平ひら公こうによって、仏ぶつ門もんにおかれた。おそらく、井い伊い家け代だい々だいの菩ぼ提だいを弔とむらうよう生うまれてきた子こじゃゆえ、還げん俗ぞくはならぬのよ」

　きっぱりと、南なん渓けいはいった。

「ゆえに、直なお親ちか殿どののわすれがたみ、虎とら松まつの成せい長ちょうを待まつ間あいだ、井い伊い家け総そう領りょうの血ちを継つげるのは、次じ郎ろうよ、そなただけじゃ。次じ郎ろう、還げん俗ぞくせよ。還げん俗ぞくして、井い伊い家け総そう領りょうとなるのだ。考かんがえてみれば、姫ひめの法ほう名みょうを『次じ郎ろう法ほう師し』としたのは、亡なき直なお盛もり公こうが、決けっして娘むすめを尼あまにはさせぬと申もうされたからだ。姫ひめは、次じ郎ろう法ほう師し。男おの子ことして出しゅっ家けした。ならば、還げん俗ぞくして、男おの子ことして、井い伊い家け総そう領りょうとなりなされ」

　南なん渓けいのことばは、まどかにとって、亡なき父ちち、直なお盛もりの遺ゆい言ごんのように思おもえた。

　新にい野の左さ馬まの助すけまでが亡なくなった今いま、今こん後ごの虎とら松まつを護まもるのは、わたししかいないのか……！

　そう思おもうまどかは、直なお親ちかの弔とむらいの日ひに抱だき上あげた虎とら松まつの、まぁるい頬ほおを思おもい出だしていた。

　抱だき上あげた時ときの、幼よう児じならではのやわらかな重おもみ、あれが虎とら松まつの命いのちだ。

「……あの子こを、殺ころさせてなるものかっ」

　まどかは、決けつ意いをこめて顔かおを上あげた。













　　　　　七　女おんな城じょう主しゅ、直なお虎とら




　井い伊い次じ郎ろう直なお虎とら、それが、男おの子ことして還げん俗ぞくしたまどかの名なとなった。

　直なお虎とらと名な乗のるにあたって、これまで髪かみをおおっていた尼あまの白しろ頭ず巾きんは捨すてた。

　肩かたまでの髪かみは、若わか衆しゅのごとく束たばね、腰こしに両りょう刀とうも佩おびた。

　井いの国くに領りょう主しゅ、井い伊いの谷や城じょう城じょう主しゅ、井い伊い次じ郎ろう直なお虎とらの誕たん生じょうであった。

　だが、井い伊いの谷や城じょうの城じょう代だい、中なか野の直なお由よしの戦せん死し以い来らい、井い伊い家けの所しょ領りょうのほとんどすべてを牛ぎゅう耳じっていたのは、家か老ろうの小お野の但馬たじまであった。

「女おんな領りょう主しゅなど、片かた腹はら痛いたいわ」と、小お野の但馬たじまはなめていただろう。

　この日ひ、直なお虎とらが城じょう主しゅとして、家か臣しんらの前まえに、初はつ登と城じょうする日ひであった。

　だが、どの家か臣しんも、不ふ安あんげに互たがいを見み回まわし、それぞれの顔かお色いろをさぐっていた。

（この動どう乱らんの世よ、はたして、次じ郎ろうの姫ひめに、城じょう主しゅどころか、井いの国くにの領りょう主しゅなどつとまるだろうか？）

　だれの顔かおにも、その不ふ安あんがよぎっていた。

　だが、直なお虎とらはいつまでも現あらわれない。

「どういうことだ!?　直なお虎とらさまはどこにいらっしゃる？」

　家か老ろう席せきで待まっていた小お野の但馬たじまが、声こえを荒あららげて問とうた。

　井いの国くに、井い伊いの谷やの石こく高だかは、二万まん五千石ごくであった（一石こくは大人おとな一人ひとりが一年ねんに食たべる米こめの量りょう）。

　この二万まん五千石ごくの領りょう国ごくをどう治おさめるか、井い伊い家け家か臣しん、将しょう兵へいらをどう処しょ遇ぐうするか、井い伊いの谷や城じょうの城じょう代だい、中なか野の直なお由よしの戦せん死し後ご、領りょう主しゅの仕し事ごとは山やまとなっていたのだ。

　直なお虎とらを待まつ家か臣しんらがざわめきはじめたその時とき、ふらりとやって来きたのは、南なん渓けいであった。

「おのおのがた、お待またせしてあいすまぬが、直なお虎とらさまは手てがはなせぬようじゃて、みなみな、わしと共ともに、お越こしいただけるかの？」

　のんきそうな顔かおでいうのに、小お野の但馬たじまは、むっとしたように立たち上あがった。

「どこにおいでだ？」と、歩あゆみ出だす但馬たじまに、家か臣しんらもぞろぞろついていく。

　城しろを出でて、一いっ行こうは、龍りょう潭たん寺じの参さん道どうにある、井い伊い家け伝でん説せつの井い戸どまでやって来きた。

「ほれ、あそこにおいでだ」と、南なん渓けいが指さした。

　井い伊い家け祖その伝でん説せつのあるこの地ちは、昔むかしは八はち幡まん宮ぐうの「御み手た洗らいの井い戸ど」と呼よばれた古ふる井い戸どであり、今いまは屋や敷しきのような門もん構がまえに袖そで塀べいにかこまれているが、井い戸どは長ながくかれている……はずであったが、そこには、なにやら、領りょう民みんらがよりあつまり、みょうにはしゃいでいるようすであった。

「水みずが出でたーっ。これで、山やま手ての田たんぼもかれずにすむっ」

「ありがたや、ありがたや」

「直なお虎とらさま、ありがとうございますっ」

　領りょう民みんらにかこまれ、にこにこしている若わか衆しゅ姿すがたの直なお虎とらの顔かおは泥どろによごれて、そばに立たっている井い戸ど掘ほり職しょく人にんらと、肩かたをたたき合あっている。
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「何なに事ごとです？」

　小お野の但馬たじまが直なお虎とらにたずねた。

「やあ、但馬たじま。待またせてすまん。井い伊い家け代だい々だいの井い戸ど水みずをよみがえらせようと、瀬せ戸と方ほう久きゅうにたのんで、職しょく人にんに掘ほってもらったんだ」

　直なお虎とらがいった。

「直なお虎とらさまが職しょく人にんに代かわって、井い戸どの底そこまで下おりてくださった時ときに水みずがあふれ出だしました！　まことに、直なお虎とらさまは、この井いの国くにのご領りょう主しゅにふさわしいお方かたと、水みずの神かみも、田たの神かみも寿ことほいでおられるのでしょう」

　振ふり返かえって、そういったのは、職しょく人にんにまぎれていた豪ごう商しょう、瀬せ戸と方ほう久きゅうであった。

「直なお虎とらさまっ、この井い戸どのお水みず、あまいわ！　みんなと、もっと飲のんでいい？」

　その場ばの子こらにまじっていったのは、瀬せ戸と方ほう久きゅうにあずけられ、もう十四、五になるだろうか、今いまは農のう家かに嫁とついだ直なお親ちかの娘むすめ、桃ももであった。

「いいとも。田たをたがやし、米こめを作つくってくれるおまえたちがあってこそ、井いの国くにが成なり立たつんだ。領りょう主しゅより、寺てらより、おまえたちこそ、その井い戸どを守まもっていっておくれ」

　そうこたえた直なお虎とらをながめて、南なん渓けいは顔かおをほころばせうなずいていた。

　と、ふいに、小お野の但馬たじまが、その場ばに片かたひざをついた。

「なるほど！　直なお虎とらさまは、井いの国くににふさわしいご領りょう主しゅ！　この小お野の但馬たじま、直なお虎とらさまの家か老ろうとして、力ちからの限かぎり、つとめましょう！」

　小お野の但馬たじまがいったので、ついてきた家か臣しん一いち同どうもその場ばにひかえ、うなずき合あった。

「但馬たじま……！」

　直なお虎とらは、ハッと胸むねをうたれた。

　直なお親ちかをおとしいれ、今いま川がわに殺ころさせた憎にっくき小お野の但馬たじまではあったが、その但馬たじまが、ずっと昔むかしの若わかき小お野の政まさ次つぐに見みえたのだ。

　かつて、夫おっとになったかもしれぬ青せい年ねんの小お野の政まさ次つぐは、すでに壮そう年ねんを過すぎて、今いままさに井い伊い本ほん家けにもおとらぬ権けん力りょくを手てにした武ぶ将しょうとなっていた。

　直なお親ちかを殺ころされたうらみは忘わすれない。だが今いまの直なお虎とらは、井い伊い家けの姫ひめではなく、領りょう主しゅであった。

　どれほどの痛いたみと怒いかりに歯はぎしりしようが、井い伊い家けのため、この但馬たじまの力ちからを借かりなければならなかった。それが、領りょう主しゅとなった直なお虎とらの役やく目めでもあったのだ。




　井い伊い家け総そう領りょう、領りょう主しゅともなった翌よく年ねん、直なお虎とらは、かつて、伊い那な谷だにへ逃のがれる亀かめ之の丞じょうと藤とう七しち郎ろうが詣もうでた井い伊い氏しの氏うじ神がみ、寺てら野の八はち幡まん社しゃに、曽そう祖そ父ふ直なお平ひらの菩ぼ提だいを弔とむらうための鐘しょう楼ろうを寄き進しんした。

　鐘しょう楼ろうには、次じ郎ろう法ほう師しの名なと、瀬せ戸と方ほう久きゅうの名なが刻きざまれた。

　領りょう主しゅとなっても、戦いくさにさらされつづけた井い伊い家けには、鐘しょう楼ろうを寄き進しんする資し金きんはなかったので、豪ごう商しょう、瀬せ戸と方ほう久きゅうが、資し金きん全ぜん額がくを立たて替かえたのだ。

　そういう行ぎょう事じができたのは、この時じ期きの井いの国くには、しばしおだやかであったといえる。




　だが、そのおだやかな日ひ々びは、長ながくはつづかなかった。

　相あい次つぐ戦いくさにくわえて、凶きょう作さくが続つづき、農のう家かや小こ作さく人にんの暮くらしは、どんどんひどく苦くるしくなっていた。

　永えい禄ろく九年ねん（１５６６）となって、今いま川がわ氏うじ真ざねより井い伊い領りょうへ、徳とく政せい令れいが出だされた。

　徳とく政せい令れいとは、貧まずしい人ひと々びとを救すくうため、領りょう主しゅの年ねん貢ぐや税ぜい、さらに、それまでの貸たい借しゃくを破は棄きして、支し配はい者しゃや金かね持もちが貸かした金かねを、貧まずしい人ひと々びとが返かえさなくてもいいように特とく別べつなはからいをする法ほう令れいであった。

　領りょう民みんをすくうためなら、たとえ、今いま川がわが押おしつけてきた法ほう令れいであっても、それにしたがおうと、直なお虎とらは思おもった。

「いや、待まて、直なお虎とら。これは、井い伊い家けをとりつぶす法ほう令れいかもしれぬぞ」

　そういったのは、南なん渓けいであった。

「考かんがえてもみよ。今いまの井い伊いの谷や、井い伊い家けを支ささえてくれているのは、瀬せ戸と方ほう久きゅうだ。今いま、井い伊いの谷やに徳とく政せい令れいを出だせば、だれが一いち番ばん被ひ害がいを受うけるか？　それは、瀬せ戸と方ほう久きゅうだ。もし、瀬せ戸と方ほう久きゅうが私し財ざいをうしない、井い伊いの谷やから消きえれば、井い伊い家けは危き機きを支ささえてくれる者ものを失うしない、もはや、つぶれるしかない。そうなれば、井い伊いの谷やを牛ぎゅう耳じるのは、代だい々だいの小お野の一いち族ぞくとその銭せん主しゅだ。おそらく、この徳とく政せい令れいのうらには、小お野の家けが動うごいておるぞ」

　南なん渓けいのことばに、直なお虎とらはあぜんとした。

（そんな……！）

　直なお虎とらが井い伊い家けを継ついでからは、小お野の但馬たじまは、おもてむきは、直なお虎とらの良よき家か老ろうとしてはたらいてくれていた。それなのに、今いま川がわと結むすんだ小お野の家けが、やはり井い伊い家けをねらっていたとしたら、直なお虎とらには、政まつりごとというものが、とても手てに負おえない気きがした。

「で、では、どうすれば？」

「ひきのばせ……しばらく。さすれば、天てん下かの瀬せ戸と方ほう久きゅうじゃ。自じ分ぶんで手てを打うつだろう。直なお虎とらはひきのばすだけでよい」

　南なん渓けいがいった。

「わかりました。しばらくですね。それなら、やってみます」

　そうこたえて、直なお虎とらは踏ふんばった。

　だが、やがて、直なお虎とらが日ひ々び見み回まわっていた田たんぼや畑はたけに、元げん気きな子こどもたちの姿すがたが見みえなくなっているのに気きづいた。

　しらべさせれば、暮くらしに困こまりはてた貧まずしい小こ作さく人にんには、土と地ちを手て放ばなし、いつのまにか、行方ゆくえをくらました者ものもあり、一いっ家か離り散さんした家か族ぞくの子こどもは、下げ人にんとして売うられるようなこともあったという報ほう告こくがあり、直なお虎とらは頭あたまをかかえた。

　子こどもらの元げん気きな声こえが聞きこえなくなっただけでなく、さらにこの年とし、井い伊い家けへ年ねん貢ぐとしておさめられる米こめの石こく高だかも大おおきく減へっていたのだ。

「直なお虎とらさま、どうか、徳とく政せい令れいを出だしてくださいませ」

　領りょう民みんらも願ねがい出でてきた。

　直なお虎とらは決けつ意いした。

「領りょう民みんらの願ねがいに応おうじてやりとうございます」と、南なん渓けいに告つげた。

「これまで、井い伊い家けを援えん助じょしてくれた銭せん主しゅの瀬せ戸と方ほう久きゅうや、井い伊いの谷やの人ひと々びとへ惜おしまず援えん助じょされてきた龍りょう潭たん寺じや南なん渓けいさまには、大おおきな負ふ担たんがかかってしまうかもしれませんが、わたしにできるだけの処しょ置ちはいたしますので、どうか、徳とく政せい令れいを出ださせてください」

　そういって、頭あたまを下さげた直なお虎とらに、南なん渓けいは微笑ほほえんだ。

「それでよし。領りょう主しゅとは、そうあるものだ」と。

　ついに、直なお虎とらは、永えい禄ろく十一年ねん（１５６８）十一月がつに、井い伊い領りょうへ「徳とく政せい令れい」を布ふ告こくした。

　だが、直なお虎とらが徳とく政せい令れいをひきのばしている間あいだは、むだではなかった。

「おう、そういえば、井い伊い家けの銭せん主しゅであった瀬せ戸と方ほう久きゅうは、徳とく政せい令れいをひきのばしている間あいだに、今いま川がわ氏うじ真ざねに近ちかづき、城しろの修しゅう理りなどの資し金きんを出だす代かわりに、井い伊い領りょうの東ひがしの端はしの気き賀がに、堀ほり川かわ城じょうという出で城じろを建たてたそうじゃ。さらに、そこの城じょう主しゅとなったという。その名な、瀬せ戸と方ほう久きゅう改あらため、新にっ田た喜き斎さいじゃそうな」

　南なん渓けいが笑わらって教おしえてくれた。

（新にっ田た喜き斎さいか……。そういえば、瀬せ戸と方ほう久きゅうは出しゅつ自じは武ぶ士しだといっていたな。ともかく、これで、井い伊い家けは瀬せ戸と方ほう久きゅうの恩おんに報むくいることができたということだ）

　直なお盛もり時じ代だいの瀬せ戸と方ほう久きゅうを思おもい出だし、直なお虎とらも微笑ほほえんだ。




　その徳とく政せい令れいは、南なん渓けいがいった通とおり、今いま川がわと小お野の家けのたくらみであった。

　その後ご、今いま川がわ氏うじ真ざねは、今こん回かいの徳とく政せい令れいについてのあれこれを不ふ行ゆき届とどきとして、井い伊いの谷や領りょうを井い伊い家けから召めし上あげ、今いま川がわの直ちょっ轄かつ領りょうとするといいわたしてきた。

　さらに、小お野の但馬たじまを城じょう代だいとするので、井い伊いの谷や城じょうを、小お野のにあけわたすようにとも命めいじてきた。

「もし、この件けんについて、井い伊い家け家か臣しんの者ものどもにおいて、さからう者ものあれば、井いの国くに全ぜん土どが焦しょう土どとなるお覚かく悟ごをなされ。さらに、井い伊い直なお親ちかの遺い児じ、虎とら松まつの引ひき渡わたしを命めいずる！」

　今いま川がわ氏うじ真ざねの使し者しゃから告つげられたことばに、直なお虎とらは、きっと顔かおを上あげた。

（わたしはいい！　覚かく悟ごはできている！　だが、虎とら松まつは、ようやく、八歳さいになったばかり！　その幼おさなき者ものまで、殺ころすというのかっ!?）

　ことばにはしないが、直なお虎とらは、使し者しゃをにらみつけた。

　その目めにややたじろいだか、使し者しゃはつけたした。

「もはや、井い伊い家けはとりつぶされたも同どう然ぜん。領りょう国ごくもないのに、子こがあっても役やくに立たつまい。虎とら松まつは明日あす引ひき渡わたしていただく！」

　その使し者しゃが井い伊いの谷や城じょうを去さってすぐ、直なお虎とらは新にい野の屋や敷しきへ馬うまを走はしらせた。

　新にい野の左さ馬まの助すけが元げん気きだった頃ころから、直なお親ちかの妻つまと虎とら松まつは、新にい野の家けで守まもられていたのだ。

　だが、その新にい野の左さ馬まの助すけは、もういない。

（氏うじ真ざねは恐おそれているのだ！　井い伊い家けの子こが、いつか今いま川がわにさからい、ふたたび兵へいをあげるのではないか……と！　おくびょう者ものほど血ちも涙なみだもないっ。たった八歳さいの子こを殺ころそうとするなど、亀かめ之の丞じょうの時ときと同おなじだ……っ！）

　馬ば上じょう、直なお虎とらは、幼おさなかった頃ころの亀かめ之の丞じょうを思おもった。

　身体からだが弱よわく、すぐ熱ねつを出だした亀かめ之の丞じょう……そう思おもえば、まるで、時ときがもどったようであった。

（助たすけなければっ……あの子こを！）

　幼おさなかった亀かめ之の丞じょうを思おもって、新にい野の屋や敷しきへ駆かけこんだ。

　直なお親ちかの妻つま、志し保ほが出でてきたが、あいさつもそこそこに、「亀かめ之の丞じょう……いや、虎とら松まつは？」とたずねた。

「何なに事ごとでございます？」

　志し保ほが、眉まゆをひそめていうのに、直なお虎とらは「時ときがないっ。説せつ明めいはあとだ！」というしかない。

　一いっ刻こくも早はやく、虎とら松まつをかくさなければ、今いまにも、小お野の但馬たじまがやってくるのではないかと、気きが急せいた。

「母はは上うえ。どうしたの？」

　まだ前まえ髪がみのかわいらしい幼おさな顔がおがのぞいた。

「亀かめっ！」

　おもわず呼よんでいた。

　襖ふすまから顔かおをのぞかせた虎とら松まつは、亀かめ之の丞じょうとそっくりであったのだ。

　まだきゃしゃな首くびすじは頼たよりなげだが、一いち文もん字じに切きれ上あがった強ごう情じょうそうな眉まゆといい、濃こいまつげの目め元もとといい……そこには、永えい遠えんに失うしなってしまったはずの亀かめ之の丞じょうがいた。

「ご説せつ明めいをなさってくださいませ」

　志し保ほがいう。

「くわしくは話はなす間まがない。今いま川がわが、虎とら松まつを引ひき渡わたせといってきた。渡わたせば殺ころされる！　今いま川がわの使し者しゃや、小お野の但馬たじまがここへ来くる前まえに、虎とら松まつを龍りょう潭たん寺じへつれていくから、あなたも身み支じ度たくをして、龍りょう潭たん寺じ、松しょう岳がく院いんへ、すぐいらっしゃい。よろしいな？」

　早はや口くちでそれだけいい、虎とら松まつをさらうように馬うまに乗のせ、龍りょう潭たん寺じへ走はしった。

　志し保ほは、直なお虎とらの一ひと言ことで危き機きを理り解かいしたのか、深ふかくうなずき、直なお虎とらを呼よびとめたり、後あとを追おったりもしなかった。ただしずかに、玄げん関かんで見み送おくった。

（さすがに、直なお親ちかの妻つまだ……！　あっぱれな……）

　そう思おもいつつ、声こえもかけてやれない。早はやく、一いっ刻こくも早はやく、龍りょう潭たん寺じへと急いそがねばならない。

　鞍くらの前まえに乗のせた虎とら松まつは、一いち度どだけ新にい野の屋や敷しきを振ふり返かえったが、これも、声こえを上あげなかった。

（みごとな……みごとな母はは子こだ！）と思おもい、直なお虎とらは胸むねがつまった。

　たしか、命いのちが危あぶなかったあの時ときの亀かめ之の丞じょうは、今いまの虎とら松まつより一つ二つ年とし上うえだったはずだ。

　それにくらべれば、この虎とら松まつは幼おさなく見みえる。

　だが、身体からだの弱よわかった亀かめ之の丞じょうが、見みちがえるようにたくましくなっていた後のちの日ひを考かんがえてみれば、この年としごろの一歳さいの成せい長ちょうは、目めをみはるものがあるのかもしれない。

　命いのちが、どんどん伸のびよう、ひた向むきに生いきようとしているのだ。

（こんな伸のび盛ざかりの子こを、殺ころさせてなるものかっ）

　そう胸むねにちかって、直なお虎とらは龍りょう潭たん寺じへ駆かけこんだ。




　龍りょう潭たん寺じへ駆かけこむと、南なん渓けいは、すばやく、虎とら松まつを逃にがす手て配はいをした。

　井い伊いの谷や城じょうは小お野の但馬たじまに奪うばわれても、井い伊い家け累るい代だいの縁えん戚せきや重じゅう臣しんらはそれぞれの所しょ領りょうにいて、城しろへの出しゅっ仕しはしていない。

　井い伊いの谷や城じょうから追おわれたとはいえ、直なお虎とらが、虎とら松まつをたくせる家か臣しんはまだいたのだ。

「虎とら松まつの母はは、志し保ほの甥おい、奥おく山やま六ろく左ざ衛え門もんにたのんで、この国くにから、三み河かわの鳳ほう来らい寺じへ逃のがそう」

　南なん渓けいがいった。

　いまだ二十歳はたちになるかならずの奥おく山やま六ろく左ざ衛え門もんだが、その父ちちは、かの桶おけ狭はざ間まで、直なお盛もりと共ともに戦せん死ししており、その後ご、祖そ父ふの奥おく山やま朝とも利としまでが、小お野の但馬たじまによって討うたれたこともあり、かつて井い伊い家け第だい一いちの重じゅう臣しんであった奥おく山やま家けは、今いまはすでに重じゅう臣しんに名なをつらねてはいない。

　よって、おそらく、今いま川がわの使し者しゃも、すぐには気きづかないはずだ……と、南なん渓けいも、直なお虎とらも思おもった。

　だが、使し者しゃが明日あすといったはずの虎とら松まつ引ひき渡わたしを、その夜よるのうちに迫せまってきたのは、やはり、小お野の但馬たじまであった。

「井い伊い虎とら松まつをお引ひき渡わたし願ねがいたい」

　新にい野の家け、さらに龍りょう潭たん寺じをおとずれ、そういった小お野の但馬たじまに、直なお虎とらはしずかにこたえた。

「虎とら松まつは、もう、ここにはおりませぬ」

「悪わるあがきをなさるな、直なお虎とら殿どの。もはや、井い伊い家けの命めい運うんはつきた！」

　居い丈たけ高だかに、小お野の但馬たじまはいった。

「いいえ、このわたしに命いのちある限かぎり、井い伊い家けは途と絶だえておらぬ。なにより、但馬たじま！　この龍りょう潭たん寺じは、どのような領りょう国ごく支し配はいからも逃のがれられる聖せい域いきである。そのゆるしは、すでに今いま川がわ家けからもいただいておる。そこへ踏ふみこむとあらば、この宗しゅう派はの寺てらをことごとく、敵てきとなされるお覚かく悟ごなのか!?」

　直なお虎とらは一いっ歩ぽも退ひかなった。

　戦せん国ごくの寺てらや宗しゅう派はとは、三み河かわで一いっ向こう一いっ揆きがあったように、その気きになって信しん徒とを動うごかせば、国くに一つを踏ふみつぶすほどの力ちからを秘ひめている場ば合あいもあったのだ。

「ふふ、そのような反はん逆ぎゃくを、太たい守しゅ、氏うじ真ざねさまは、どう思おもわれましょうな」

　小お野の但馬たじまはあざ笑わらったが、それはあきらめたのではなく、虎とら松まつが龍りょう潭たん寺じを出でる時とき、あるいは、その先さきの逃とう亡ぼう先さきで討うつつもりであることはまちがいなかった。




　虎とら松まつより遅おくれて、龍りょう潭たん寺じへやって来きた直なお親ちかの妻つま、志し保ほは、虎とら松まつがかくされている松しょう岳がく院いんで、しばしの時ときを過すごした。

「直なお虎とらさま。遠とおくへ落おちのびて、この子こは帰かえってこられるのでしょうか？」

　志し保ほがたずねた。

「かならず」と、直なお虎とらはこたえた。

「直なお虎とらさま……わたくし、これまで、直なお虎とらさまに嫉しっ妬としておりました。直なお親ちかさまがお心こころを深ふかくそそがれたのは、直なお虎とらさまだけだと思おもって……。でも、わかりました。直なお虎とらさまは、井い伊い家けの総そう領りょう。なにより、この虎とら松まつをまもってくださる方かただと」

　そういって涙なみだぐむ志し保ほに、直なお虎とらの胸むねは痛いたんだ。

（わたしこそ……わたしこそ、あなたに嫉しっ妬としていたのだ……）と。

　そうはいえずに、直なお虎とらは、胸むねに提さげた水すい晶しょうをにぎりしめた。

「志し保ほさん。虎とら松まつは、井い伊い家けの最さい後ごの望のぞみです。かならずまもり切きって、あなたのもとへお返かえしします。わたしが、直なお親ちかとあなたにできることは、虎とら松まつに立りっ派ぱになってもらって、井い伊い家けを継ついでもらうことです。それまで、わたしは、虎とら松まつの後こう見けんとして、一いっ歩ぽも退ひかぬつもりです」

　直なお虎とらのことばに、志し保ほは虎とら松まつを抱だきしめ、涙なみだをぬぐった。




　南なん渓けいの手て配はいによって、虎とら松まつが、三み河かわの鳳ほう来らい寺じへ逃のがれるその日ひ。

　直なお虎とらは、まだ幼おさなく、きゃしゃに見みえる虎とら松まつの背せに、そっとてのひらをあてた。

「……直なお虎とら公こう？」

　虎とら松まつは振ふり返かえって、首くびをかしげた。

「振ふり向むいてはならぬ。目めを閉とじよ。この手ては、父ちち上うえの手てだ。彼ひ岸がんで、そなたの無ぶ事じを祈いのっておられる父ちち上うえに代かわって、これからは、わたしが虎とら松まつを守まもる。この命いのちをかけて……これが、その父ちちの手てだ。この手てを、遠とおくはなれても、わすれるな」

　直なお虎とらは、男おとこのように低ひくい声こえでいった。
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「はいっ、父ちち上うえっ」

　虎とら松まつが目めを伏ふせたまま、こたえた。

　その伏ふせたまつげに、透すき通とおったしずくがふくらみ、つーっと流ながれ落おちた。

　だが、直なお虎とらはこらえて、幼おさない虎とら松まつを抱だきしめはしなかった。

　子こを抱だきしめるのは母ははの仕し事ごとだ……虎とら松まつの産うみの母はは、志し保ほの役やく割わりである。

　それを、わたしが侵おかしてはならない……。

　そう思おもったのだ。

　奥おく山やま六ろく左ざ衛え門もんにつれられ、虎とら松まつが龍りょう潭たん寺じを出でた後あと、それを警けい護ごするように続つづいて出でてゆくのは、龍りょう潭たん寺じ僧そう兵へいの傑けつ山ざんであった。その連つれは、なぜか、僧そう兵へいの昊こう天てんではなく、山やま伏ぶしである。

　昊こう天てんが山やま伏ぶしに化ばけているのかと思おもえば、振ふり返かえって礼れいをしたその男おとこは昊こう天てんではなかった。

「傑けつ山ざん、昊こう天てんは？」

　直なお虎とらは声こえをかけた。

　振ふり向むいた傑けつ山ざんが、「昊こう天てんは、他た用ようで出でております。ご安あん心しんを！　この常じょう慶けいがおりますので！」と山やま伏ぶしに目めくばせをした。

　直なお虎とらに会え釈しゃくした山やま伏ぶしは、ときおり、南なん渓けいをたずねてくる山やま伏ぶしであった。

「直なお虎とらさま、いずれ、また……」と、意い味みありげなあいさつをした山やま伏ぶしは、若わかいが、目めつきの鋭するどい男おとこである。おそらく、南なん渓けいが諸しょ国こくの情じょう報ほうを得えている者ものの一人ひとりであろう。

　この頃ころの寺じ社しゃ、住じゅう職しょくは、戦せん国ごく武ぶ将しょう並なみに諸しょ国こくの情じょう報ほうをあつめねば生いき残のこれなかった。

　その情じょう報ほうをもたらす者ものは、宗しゅう門もんの僧そうや山やま伏ぶしであることが多おおかったのだ。




　井い伊いの谷や城じょうを追おわれた直なお虎とらは、ふたたび龍りょう潭たん寺じで暮くらすことになった。

　もはや戦たたかう兵へい力りょくもなく、今いま川がわと小お野の但馬たじまによって、追おい出だされたとしかいいようがない。

「曽祖父おおじいさまや、父ちち上うえが、必ひっ死しで守まもってきた井い伊い家けの領りょう国ごくを、このわたしが、途と絶だえさせてしまったのか……！」

　そのくやしさは、男おとこならば、腹はらを切きるべきであったかもしれないが、直なお虎とらは踏ふみとどまった。

　直なお虎とらの胸むねには、夢ゆめの中なかで聞きいた亀かめ之の丞じょうのことばがあったのだ。

（おれは、死しなぬ。生いきぬくことが、まどか、おまえをまもることだから……おれは、生いきぬいて、おまえと、この井い伊いの谷やを守まもりぬく。今いまのおれにできることはそれだけだとしても、おれはかまわぬ。人ひとを愛いとしむことの果はてなさ……その大おおきさを教おしえてくれたのは、まどか、おまえだ……）

　耐たえて、生いきねば……！　虎とら松まつと、この井い伊いの谷やのために……！

　直なお親ちかの代かわりに！

　そう思おもって、直なお虎とらは、ただ耐たえた。




　だが、この時ときすでに、甲斐かい、遠とおと江うみ、三み河かわ、駿河するがなど東とう国ごく広こう域いきに、戦せん国ごくの大だい動どう乱らんが始はじまっていた。













　　　　　八　徳とく川がわ家いえ康やす




　永えい禄ろく十一年ねん（１５６８）十二月がつ六むい日か、松まつ平だいら家いえ康やすからふたたび名なをあらためた徳とく川がわ家いえ康やすと、甲斐かいの武たけ田だ信しん玄げんが密みつ約やくを結むすんだ。

　武たけ田だと徳とく川がわで今いま川がわ領りょうを攻せめ、境きょう界かいを定さだめ、分わけて盗とる。それが、密みつ約やくであった。

　その密みつ約やくのもと、一万まん二千の武たけ田だ軍ぐんは、今いま川がわ領りょうの駿河するがへ侵しん攻こうした。

　この時とき、今いま川がわからは、井い伊い家けへも「戦いくさ支じ度たくをせよ」と命めいが下くだったが、それにこたえて、井い伊いの谷やから駿すん府ぷへ発たったのは、小お野の但馬たじまなど一いち部ぶの武ぶ将しょうと兵へいだけであった。

　井い伊い家けの縁えん戚せき、古こ参さんの家か臣しんが動うごかなかったのは、城しろを追おわれたとはいえ、彼かれらの総そう領りょうは、変かわらず井い伊い直なお虎とらであり、今いまは成せい長ちょうを待まつべき直なお親ちかの嫡ちゃく男なん虎とら松まつであったからである。

　一いっ方ぽう、駿すん府ぷでは、今いま川がわ氏うじ真ざねと重じゅう臣しんら一万まん五千の兵へいが武たけ田だを迎げい撃げきしようとしたが、これは戦いくさにならなかった。

　それは、なんと二十一人にんもの今いま川がわの重じゅう臣しんが信しん玄げんに内ない通つうし、氏うじ真ざねを裏うら切ぎっていたからである。

　このため、今いま川がわの出で城じろはつぎつぎ落おとされ、今いま川がわ軍ぐんは戦たたかわずして大たい敗はいした。

　勢いきおいに乗のった武たけ田だ軍ぐんは、十二月がつ十三日にちに、駿すん府ぷの今いま川がわ館かんまで攻せめこんだ。

「綺き羅らの都みやこ」とたたえられ、美び々びしく豊ゆたかな駿すん府ぷは、またたく間まに、武たけ田だ軍ぐんの破は壊かい、強ごう奪だつに踏ふみ荒あらされ、武たけ田だが放はなった火ひに、焼やきつくされてしまった。

　戦せん国ごくの栄えい華がをきわめた綺き羅らの都みやこは、たった一日にちで灰かい燼じんに帰きしたのだ。

　そのなか、今いま川がわ氏うじ真ざねは、朝あさ比ひ奈な泰やす朝ともをたよって、遠とおと江うみ国のくにの掛かけ川がわ城じょうへ落おちのびたが、さらに、この武たけ田だ軍ぐんに呼こ応おうして、同どう時じにはじまったのが、徳とく川がわ家いえ康やすの遠とおと江うみ国のくに侵しん攻こうであった。




「直なお虎とらさま。わたくしは、直なお親ちかさまのご遺い志しを継ついで、この遠とおと江うみへ侵しん攻こうをなさる三み河かわ殿どの、家いえ康やす公こうの兵へい団だんのご案あん内ないをつとめようと思おもいます」

　遠とおと江うみ国のくにに、家いえ康やす軍ぐんが迫せまるなか、龍りょう潭たん寺じの直なお虎とらにそう告つげてきたのは、鈴すず木き重しげ時ときであった。

　鈴すず木き重しげ時ときは、直なお盛もり時じ代だいからの家か臣しんであり、その妻つまは、やはり奥おく山やま朝とも利としの娘むすめであり、亡なくなった直なお親ちかの母はは（直なお満みつの妻つま）は、鈴すず木き家けの娘むすめであった。そういう縁えん戚せきにもある鈴すず木き重しげ時ときは、井い伊い家けや直なお親ちかに、深ふかく心こころをよせる者ものでもあった。

「案あん内ない？　この遠とおと江うみに攻せめ寄よせるという徳とく川がわを案あん内ないするというのか!?」

　直なお虎とらはおどろいてたずねた。

「はい。これまでの井い伊い家けへの今いま川がわの仕し打うちは、決けっして忘わすれるものではありません。ならば、今いまこそ、今いま川がわの支し配はいをまぬがれる絶ぜっ好こうの機き会かいです。徳とく川がわさまは、遠とおと江うみから今いま川がわを去さらせるのみで、井い伊いの谷やの領りょう民みんには、決けっして危き害がいを加くわえないと約やく束そくされております。よって、鈴すず木き重しげ時とき、近こん藤どう康やす用もち、菅すが沼ぬま忠ただ久ひさの三名めい、徳とく川がわさまにお味み方かたして、この遠とおと江うみの山さん谷やをぬけるご案あん内ないをいたそうと決きめました！」

　鈴すず木き重しげ時ときのことばに、直なお虎とらは、直なお親ちかが、従妹いとこの瀬せ名な姫ひめを通つうじて家いえ康やすに会あい、その人ひと柄がらを慕したっていたことを思おもい出だした。

「ならば、わたしも会あおう。その徳とく川がわ家いえ康やす公こうに。おのれの目めで、どういう人じん物ぶつか、たしかめたい！」

　直なお虎とらがいった。




　家いえ康やす軍ぐん兵へい八千が、井い伊いの谷や三さん人にん衆しゅうと呼よばれる鈴すず木き重しげ時とき、近こん藤どう康やす用もち、菅すが沼ぬま忠ただ久ひさに案あん内ないされて遠とおと江うみへ入はいったと聞きいた直なお虎とらは、わずかな家か臣しんと共ともに、鎧よろい具ぐ足そくの戦いくさ支じ度たくに身みをかため、騎き乗じょうして、奥おく山やまの方ほう広こう寺じへ向むかった。

　深じん奥のう山ざん方ほう広こう寺じは、広こう大だいな敷しき地ちと堂どう塔とう伽が藍らんが建たちならぶ大だい寺じ院いんである。

　家いえ康やす軍ぐん八千の兵へいは、この方ほう広こう寺じを宿しゅく所しょとして、まさに井い伊いの谷や城じょう攻ぜめに出しゅつ陣じんする前ぜん夜やであった。

　たずねてきた直なお虎とらに、家いえ康やすは「ほう……」と目めをみはった。

「井い伊い家けの総そう領りょうは、尼あまの君きみだとお聞ききしていたが、見みれば、ごりっぱな若わか武む者しゃぶりだ」

　陣じん内ないの将しょう几ぎ（戦せん陣じんにおける武ぶ人じんの椅い子す）に座ざした家いえ康やすはにこやかにいった。

　まだ若わかかろうに、歳としのわりに猛たけ々だけしさがなく、小こ柄がらでまろやかに見みえる家いえ康やすに、直なお虎とらは平へい伏ふくした。

「おたずねいたします。家いえ康やす公こうは、井い伊いの谷やの領りょう民みんには決けっして危き害がいを加くわえないとお約やく束そくくだされたと、鈴すず木き重しげ時ときより聞きかされております。まことでございましょうか？」

　臣しん下かの礼れいはとっているが、直なお虎とらの目めはまっすぐに家いえ康やすを見みつめていった。

　それは、もし噓うそならば、たった今いま刺さし違ちがえても、家いえ康やすの遠とおと江うみ進しん撃げきをとめてみせよう……とでも思おもっていそうな、まっすぐな瞳ひとみであった。

「ほう、その目め、井い伊い直なお親ちか殿どのに似にておりますな。あの方かたも、そういう目めで、わしを見みて問とわれた。『家いえ康やす公こうは、井い伊いの敵てきか？　それとも、お仕つかえすべきお方かたなのか？』とな。まっすぐに問といかけてくるは、井い伊い家け代だい々だいのお人ひと柄がららしい」

　家いえ康やすのまろやかな目めがさらに細ほそくなった。

「直なお親ちかが？　直なお親ちかは、やはり、家いえ康やす公こうにお味み方かたすると申もうしましたか？」

　直なお虎とらが問とうと、家いえ康やすはさらに笑え顔がおになって、背はい後ごに控ひかえていた若わかい山やま伏ぶしを振ふり返かえった。

「この者ものは、松まつ下した常じょう慶けいである。これが、直なお親ちか殿どのにも、情じょう報ほうを伝つたえていたわしの家か臣しんでな。遠とおと江うみの情じょう報ほうにくわしく、直なお親ちか殿どのもよく知しっている」

　その山やま伏ぶしの顔かおを見みて、直なお虎とらはハッと気きづいた。

　それは、南なん渓けいが情じょう報ほうを得えるために親したしくしている山やま伏ぶしであった。虎とら松まつを逃にがす時とき、龍りょう潭たん寺じの傑けつ山ざんと護ご衛えいの供ともをしてくれた、あの常じょう慶けいであった。

「直なお虎とらさま、いずれ、また……」といったあのことばは、こういうことであったのか……と、直なお虎とらは気きづいた。

　戦せん国ごくの間かん者じゃ、密みっ偵ていは、自じ由ゆうに諸しょ国こくをさぐるため、常じょう慶けいは徳とく川がわの家か臣しんであっても、南なん渓けいや直なお親ちかから遠とおと江うみの情じょう報ほうを得える代かわりに、また南なん渓けいへの情じょう報ほうもとどけていたのであろう。

「常じょう慶けい、生せい前ぜんの直なお親ちか殿どのは、どうおおせであった？」

　家いえ康やすがたずねた。

「はっ。直なお親ちかさまは、『井い伊い家けの次じ郎ろう観かん音のんに発ほつ願がん（願ねがいをかけること）いたします』とおおせになりました」

　松まつ下した常じょう慶けいがこたえた。

「え……!?」

　直なお虎とらは、常じょう慶けいと家いえ康やすを、交こう互ごに見みつめた。

「そうであったのう。次じ郎ろう観かん音のん……たしかにそう申もうされたと聞きいたが、あの時ときは、龍りょう潭たん寺じの仏ほとけにでも発ほつ願がんするのかと思おもった。が、今いま考かんがえてみれば、直なお虎とら殿どの、あなたのことであったのだな、あの次じ郎ろう観かん音のんとは……！　たとえ、夫ふう婦ふとなっても、人ひとの心こころは、なかなか結むすばれぬものだが、直なお虎とら殿どの、あなたと直なお親ちか殿どのは、一いっ心しん同どう体たいであられたようだ」

　そういった家いえ康やすのことばに、直なお虎とらはこたえることができなかった。

　直なお虎とらが知しらなかった直なお親ちかの思おもいが胸むねに迫せまってきて、常じょう慶けいと家いえ康やすを前まえに、涙なみだがあふれそうだった。

「わしも、今いま、直なお虎とら殿どのを見みてわかった。直なお親ちか殿どのは、あなたと共ともに歩あゆむ井い伊い家けを考かんがえておられたのであろう。……さて、次じ郎ろう法ほう師しと名なづけられたまれなる姫ひめ、直なお虎とら殿どの、あなたも、この家いえ康やすをたしかめるために、はるばる、方ほう広こう寺じまでお出でましになったということであろう？」

　家いえ康やすが直なお虎とらに問とうた。

「はい……！」

　威い儀ぎをただし、直なお虎とらはこたえた。

「井い伊いの谷やの城しろは、今いま川がわと小お野の但馬たじまに奪うばわれ、直なお親ちかはじめ、井い伊い代だい々だいの総そう領りょうはつぎつぎ殺ころされました。今いまの井い伊い家けには、わたしのような者ものしか残のこっておりません。ですが、この井い伊いの谷やの領りょう民みんをまもるのは、五百年ねんあまりも、この地ちの領りょう民みんに支ささえられてきた井い伊い家け領りょう主しゅとしての大おおきな役やく目め。それだけは果はたさねば、この直なお虎とら、直なお親ちかや、祖そ先せんの霊れいに顔かお向むけができませぬ！」
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　そういった直なお虎とらに、家いえ康やすはうなずいた。

「うむ、よくわかるぞ。……わしものう、幼おさない頃ころより人ひと質じちとなって育そだった身みだが、かつて人ひと質じちとしてとらわれた織お田だ家けにおいて、信のぶ長なが公こうと心こころを通かよわせて過すごしたゆえ、今いまがある。領りょう主しゅ、家か臣しん、民たみといえども、しょせんは、人ひとと人ひと。互たがいに心こころを通かよわせれば、世よは安あん泰たいとなるのであろう。直なお虎とら殿どの、わしは、世よの安あん泰たいを目め指ざし戦たたかっておる。徳とく川がわの覇は権けんは、破は壊かいにあらず。ゆえなき危き害がいを井い伊いの谷やの民たみに加くわえるものではない」

　そのことばを、直なお虎とらは信しんじた。




　十二月がつになって、家いえ康やす軍ぐん八千の兵へいは、井い伊いの谷や三さん人にん衆しゅうと共ともに、小お野の但馬たじまが城じょう代だいをつとめる井い伊いの谷や城じょうを攻せめた。

　だが、城しろは、すでにもぬけのからで、家いえ康やすを恐おそれた小お野の但馬たじまは、すばやく三み岳たけの山さん中ちゅうへ逃にげかくれたようであった。よって、城しろは焼やかれもせず、井い伊いの谷や三さん人にん衆しゅうの手てに落おちた。

　いともやすやすと、井い伊いの谷や城じょうを落おとした家いえ康やす軍ぐんは、さらに、飯いい尾お豊ぶ前ぜんの守かみ連つら龍たつ亡なき後あと、その妻つまが守まもる引ひく馬ま城じょうをも攻せめ落おとしたという。

「飯いい尾お連つら龍たつの妻つまは、女おんなながら鎧よろい甲かっ冑ちゅうに身みをかため、善ぜん戦せんしたというが、そこまでであったようだ」

　燈とう明みょうをあげながらいったのは、南なん渓けいであった。

　井い伊い直なお平ひらを毒どく殺さつしたのが、飯いい尾お連つら龍たつの妻つまだったとしても、生しょう者じゃ必ひつ滅めつ盛じょう者しゃ必ひっ衰すいのことわりからは、だれも逃のがれられないということか……と、直なお虎とらも、南なん渓けいのとなりで、ただ手てを合あわせた。




　徳とく川がわ軍ぐんは、井い伊いの谷や城じょう、引ひく馬ま城じょうを落おとし、怒ど涛とうのように、今いま川がわ氏うじ真ざねがひそむ掛かけ川がわ城じょうへ向むかった。

　だが、掛かけ川がわ城じょうの朝あさ比ひ奈なは手て強ごわく、家いえ康やすは攻せめあぐねて、出で直なおすために、遠とおと江うみ国のくにの遠とお津つ淡海おうみ（浜はま名な湖こ）の北きた、気き賀がと呼よばれるあたりを通とおった。

　ところが、ここにまだ、今いま川がわ方がたの勢せい力りょくが残のこっていたのだ。

　佐さ久く城じょうの浜はま名な氏し、堀ほり江え城じょうの大おお沢さわ氏し、そして、気き賀がの地じ侍ざむらいや領りょう民みんら、さらに、築ちく城じょうされたばかりの堀ほり川かわ城じょうは、遠とお津つ淡海おうみを背せにして都みやこ田だ川がわの水みずを引ひき、潮しおが満みつると天てん然ねんの堀ほりとなって、そびえていた。その堀ほり川かわ城じょうの城じょう主しゅが、新にっ田た喜き斎さいと名なを改あらためた瀬せ戸と方ほう久きゅうであった。




　気き賀がを通とおりかかった徳とく川がわ軍ぐんに襲おそいかかったのは、この堀ほり川かわ城じょうにあつまった気き賀がの人ひと々びとであった。

　だが、戦いくさ慣なれした家いえ康やすは、雑ぞう兵ひょうに変へん装そうしてすばやく逃のがれ、その後ご、手て向むかいする者ものは容よう赦しゃせずとして、ふたたび大たい挙きょして攻せめ寄よせた。

　十二日にち、堀ほり川かわ城じょうの堀ほりが干かん潮ちょうとなる時じ刻こくをねらって、三千の将しょう兵へいの徳とく川がわ軍ぐんは、堀ほり川かわ城じょうを総そう攻こう撃げき。

　この攻こう撃げきによって、ほとんど農のう民みんばかりだった堀ほり川かわ城じょうの城じょう兵へい、男だん女じょおよそ千人にんが討うたれ、戦せん闘とうは、たった一日にちでかたがついてしまった。

　この気き賀があたりの村むら人びとの数かずはおよそ三千人にんであったのに、たった一日にちで、千人にんもの村むら人びとが殺ころされてしまった上うえに、後ご日じつ、さらに七百人にんもが処しょ刑けいされた。

　これは、今いま川がわと徳とく川がわの国くに盗とり合がっ戦せんというより、今いま川がわ方がたの地じ侍ざむらいや領りょう民みんが中ちゅう心しんとなった戦いくさで、気き賀が一いっ揆きと呼よばれた。




　しかし、多おおくの気き賀がの人ひと々びとが犠ぎ牲せいとなったこの落らく城じょうで、堀ほり江え城じょうなども和わ睦ぼく。

　掛かけ川がわ城じょうの朝あさ比ひ奈なも和わ睦ぼくを選えらんで、今いま川がわ氏うじ真ざねは、掛かけ川がわ城じょうから、海かい路ろ、小お田だ原わらに脱だっ出しゅつ。今いま川がわの同どう盟めい国こくで、氏うじ真ざねの妻つまの実じっ家かである相模さがみの北ほう条じょう氏うじ政まさをたよって落おちた。

　ここに、井い伊い家けを苦くるしめ続つづけた駿河するが殿どの、今いま川がわ家けは滅ほろんで、徳とく川がわ家いえ康やすがついに遠とおと江うみを制せい圧あつしたのだ。

　だが、この気き賀が一いっ揆きで、直なお虎とらがもっとも恐おそれていたことが起おこったことになる。

　井い伊いの谷やの龍りょう潭たん寺じでは、気き賀がの人ひと々びとの弔とむらいが行おこなわれ、亡なくなったのは、武ぶ将しょうより農のう民みんが多おおかったことに、直なお虎とらは衝しょう撃げきをうけた。

「南なん渓けいさま、戦いくさとは、なんとむごいものなのか！　徳とく川がわ軍ぐんは、田たや畑はたけを荒あらさず、火ひで焼やくこともなかったのに……！」

　手て向むかいせぬ者ものには、危き害がいを加くわえないと約やく束そくした家いえ康やすは、その約やく束そくを守まもった。

　だが、手て向むかいした農のう民みんは、決けっしてゆるさなかった。

　堀ほり川かわ城じょうでとらわれた男だん女じょは、みな首くびを斬きられ、その首くびは、小お川がわに沿そった道みちに延えん々えんとさらされ、その場ば所しょは「獄ごく門もん畷なわて」と名なづけられたという。

　そして、この堀ほり江え城じょう、堀ほり川かわ城じょうの戦たたかいに出しゅつ陣じんした井い伊いの谷や三さん人にん衆しゅうの一人ひとり、鈴すず木き重しげ時ときも戦せん死しした。

「鈴すず木きも無む念ねんであったろうが、武ぶ将しょうならば、戦せん死しも覚かく悟ごであろう。しかし、農のう民みんは、気き賀がの豪ごう族ぞくや武ぶ将しょうによってあつめられた者ものが多おおい。もともと戦いくさ好ずきな農のう民みんなど、わたしは会あったことがない！　それなのに……」

　直なお虎とらは胸むねを痛いためた。

　だが、金かねの力ちからで、堀ほり川かわ城じょうの城じょう主しゅとなっていた瀬せ戸と方ほう久きゅうこと新にっ田た喜き斎さいは、城しろから逃のがれたという。

「武ぶ将しょう、城じょう主しゅにあこがれておった方ほう久きゅうめは、やはり、根ねっからの商しょう人にんよ。今いま川がわといい、徳とく川がわといい、時ときの支し配はい者しゃを、飛とび石いしのように渡わたり歩あるいて、生いきのびたようじゃ。まあ、弔とむらいが一つ増ふえるよりは、それもよかろうよ」

　南なん渓けいがあきれたようにいった。




　そして、三み岳たけの山さん中ちゅうへ行方ゆくえをくらましていた小お野の但馬たじまと息子むすこ二人ふたりが、井い伊いの谷や三さん人にん衆しゅうの菅すが沼ぬま忠ただ久ひさの手ての者ものによって捕とらえられた。

　四月がつ七日なのかに処しょ刑けいされると知しって、直なお虎とらは、牢ろうに囚とらわれた小お野の但馬たじまに会あいに行いった。

「但馬たじま……！」

　暗くらい牢ろう内ないに、頬ほおがそげた小お野の但馬たじまがいた。

「おお、直なお虎とらさま」

　但馬たじまは、おちくぼんだ目めをかがやかせた。

　井い伊いの谷や城じょうを奪うばって、居い丈たけ高だかになっていた小お野の但馬たじまとは別べつ人じんのようであった。

「なにか、いいのこすことはあるか？」

　そんなことをいうつもりはなかったのに、つい、そのことばが出でた。

　直なお虎とらに聞きいてやれるのは、それぐらいであったのだ。

「なにもございません。わたしは、今いま川がわから目め付つけ家が老ろうを任にんじられた者ものとして、やるべきことをやったのみ。後こう悔かいもございませぬ。ただ……」

　但馬たじまがいいよどんだので、直なお虎とらは牢ろう格ごう子しに近ちかづいた。

「ただ……なんだ？」

「ただ、幸さいわいであったと思おもうのは、直なお虎とらさまが女おんなであったこと。女おんな城じょう主しゅなればこそ、今いま川がわの目め付つけ家が老ろうのわたしであっても、そのお命いのちまでおとしいれようとは思おもいませなんだ。女おんなにこそあれ、次じ郎ろう法ほう師し直なお虎とらさま……この但馬たじま、井い伊い家けの末すえ永ながき存そん続ぞくをお祈いのりいたしまする」

　そういって、但馬たじまは平へい伏ふくした。

　それは、かつて、夫おっとになったかもしれない青せい年ねん、小お野の政まさ次つぐのにこやかな笑え顔がおを思おもい出ださせた。

「但馬たじま、おまえは、わたしの許いいな婚ずけであった亀かめ之の丞じょうを奪うばった。わたしは、亀かめに、こうして別わかれをいうこともできなかった。そのうらみをいおうと思おもって、ここに来きたんだ。だが、やめた。気きがついたんだ、おまえを見みて……」

　直なお虎とらのことばに、但馬たじまは顔かおを上あげた。
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「気きがつかれた？　なにに？」

「おまえを山さん賊ぞく呼よばわりしたことがあったな？　だが、亀かめが殺ころされるまでは……わたしは、おまえをきらいではなかったと、気きがついた」

　そういった直なお虎とらに、但馬たじまは微笑ほほえんで平へい伏ふくした。

「なによりも、死し出での旅たび路じのみやげでございます」




　永えい禄ろく十二年ねん（１５６９）四月がつ七日なのか、徳とく川がわ家いえ康やすの命めいで、小お野の但馬たじまは、井い伊い家けの処しょ刑けい場じょう、井い伊いの谷や川がわの蟹かに淵ふちで首くびをはねられた後のち、首くびと胴どうをつないで、さらに獄ごく門もん磔はりつけとされた。

　その罪ざい状じょうは、井い伊い直なお親ちかをおとしいれた讒ざん言げんの罪つみであった。

　五月がつ七日なのかには、但馬たじまの幼おさなかった息子むすこ二人ふたりまでも処しょ刑けいされた。

　その弔とむらいも、南なん渓けいによっておこなわれたが、まだ罪つみなき幼おさなき息子むすこ二人ふたりの法ほう名みょうを、南なん渓けいは、「幼よう泡ほう童どう子じ」「幼よう手しゅ童どう子じ」とさずけ、罪ざい人にんである但馬たじまには、美び々びしい法ほう名みょうではないが、「南なん江こう玄げん策さく沙しゃ弥み」とさずけた。




　その後ご、徳とく川がわ家いえ康やすは、織お田だ信のぶ長ながと共ともに、浅あざ井い長なが政まさとの戦いくさにも勝しょう利りし、三み河かわの国くにの岡おか崎ざき城じょうを嫡ちゃく男なん、信のぶ康やすにゆずって、引ひく馬まに新あたらしい城しろを築きずき、浜はま松まつ城じょうと名なづけ、その城じょう主しゅとなった。













　　　　　九　紅くれないにじむ




　ようやくおだやかになるかに見みえた元げん亀き三年ねん（１５７２）の十月がつ、甲斐かいの武たけ田だ軍ぐん三万まんもの兵へいが、遠とおと江うみへ侵しん攻こうしてきた。

　かつて、今いま川がわ領りょうを手しゅ中ちゅうにした時とき、大おお井い川がわをさかいにして、東ひがしの駿河するがの国くにを武たけ田だ領りょう、西にしの遠とおと江うみ国のくにを徳とく川がわ領りょうとする密みつ約やくを結むすんでいた武たけ田だ信しん玄げんが、一いっ方ぽう的てきにそれを破は棄きし、家いえ康やすと信のぶ長ながに、戦たたかいをいどんできたのだ。

　この戦たたかいは、織お田だ信のぶ長ながと対たい立りつした将しょう軍ぐん、足あし利かが義よし昭あきが、朝あさ倉くら義よし景かげ、浅あざ井い長なが政まさ、石いし山やま本ほん願がん寺じら反はん織お田だ勢せい力りょくと共ともに、信のぶ長なが包ほう囲い網もうをくわだてたことからはじまったものであった。

　これに、武たけ田だも加くわわり、この時とき、挙きょ兵へいした。

　その武たけ田だの攻こう撃げきをもろにうけたのが、三み河かわ、遠とおと江うみを領りょうする家いえ康やすであった。

　家いえ康やすは、信のぶ長ながに援えん軍ぐんをたのんだが、この時とき、信のぶ長ながは、反はん織お田だ勢せい力りょくの包ほう囲い網もうにかこまれて、充じゅう分ぶんな援えん軍ぐんを家いえ康やすに送おくることができなかった。

　そのため、家いえ康やすは、無む敵てきとうたわれた武たけ田だ軍ぐんと、孤こ軍ぐん、戦たたかわねばならなくなった。

　遠とおと江うみに破は竹ちくの勢いきおいで侵しん攻こうしてきた武たけ田だ軍ぐんと戦たたかうため、徳とく川がわ軍ぐんはまず、動どう向こうをさぐる偵てい察さつ隊たいを出だした。

　ところが、この偵てい察さつ隊たいが、まさに武たけ田だ軍ぐんそのものと遭そう遇ぐうして、あっけなく敗はい走そうする。

　ようやく、信のぶ長ながの援えん軍ぐんが送おくられてきた時ときには、なぜか、武たけ田だ軍ぐんは浜はま松まつ城じょうを素す通どおりし、三み方かたヶが原はらへ向むかった。

　援えん軍ぐんとして送おくられてきた織お田だの諸しょ将しょうは家いえ康やすに籠ろう城じょうをすすめたが、家いえ康やすは、去さるかに見みえた武たけ田だ軍ぐんを三み方かたヶが原はらまで追つい撃げきした。

　だが、これは、武たけ田だのしかけた罠わなであった。

　同どう日じつ夕ゆう刻こく、三み方かたヶが原はらへ入はいった家いえ康やす軍ぐんをむかえたのは、武たけ田だ軍ぐん二万まん余よであった。

　将しょう兵へい一万まん数すう千せん、兵へい力りょくがおとる家いえ康やす軍ぐんは、わずか一いっ時ときほどの戦せん闘とうで、二千人にんもの死し傷しょう者しゃを出だして、敗はい走そうする。

　家いえ康やすは、影かげ武む者しゃ（身み代がわり）の家か臣しんに救すくわれて、命いのちからがら、浜はま松まつ城じょうへ逃にげ帰かえった。

　武たけ田だ勢ぜいは浜はま松まつ城じょうまで追つい撃げきしたが、浜はま松まつ城じょうにいたって、ようやく家いえ康やすは開ひらき直なおり、「空くう城じょうの計けい」をもちいた。空くう城じょうの計けいとは、戦せん国ごく武ぶ将しょうの多おおくが知しっていた中ちゅう国ごくの兵へい法ほうであった。

　家いえ康やすは、あえて、その空くう城じょうの計けいを家か臣しんに命めいじた。

「城じょう門もんは開あけておいて、遅おくれて逃にげ帰かえる友ゆう軍ぐんの者ものを入いれよ。もし、敵てきが近ちか寄よってきても、城じょう門もんが開あいているのを見みれば、何なにか罠わながあるかもしれぬとためらうであろう。門もん外がいには、大おおかがり火びを焚たかせて、敵てきが近ちかづけば、大おお太だい鼓こを打うて」と。

　空くう城じょうの計けいは、あえて、おのが陣じん地ちに敵てきをまねき入いれ、敵てきの警けい戒かい心しんをさそう計けい略りゃくであった。

　武たけ田だの将しょうは、むろん、古こ来らいの兵へい法ほうとしての空くう城じょうの計けいを知しっていた。

　知しっていたからこそ、さらなる罠わなを警けい戒かいして、城しろを攻こう撃げきせず、軍ぐんを引ひき上あげた。




　だが、翌よく年ねん一月がつ七日なのかの明あけ方がたのことであった。

　龍りょう潭たん寺じにいた直なお虎とらは、地ちの底そこからひびきわたるような地じ響ひびきに目め覚ざめた。

　数すう千せん、いや、数すう万まんか、将しょう兵へいの甲かっ冑ちゅうの鳴なる音おと、地ち表ひょうをたたきけずる馬ば蹄ていのひびきであった。

「直なお虎とらさまっ、早はやく、お逃にげくださいっ」

　駆かけこんできた昊こう天てんがさけんだ。

「な、何なに事ごとだっ!?」

「武たけ田だの軍ぐん勢ぜいですっ。こちらへ向むかっております！　しかも、火ひの手てがっ！」

　襖ふすま越ごしにそういったのは、龍りょう潭たん寺じの僧そうではない、山やま伏ぶしであった。

　見みれば、家いえ康やすの間かん者じゃをつとめているはずの松まつ下した常じょう慶けいその人ひとであった。

「なにっ、武たけ田だは火ひを放はなっておるのかっ!?」

　直なお虎とらは飛とび起おき、龍りょう潭たん寺じの園えん庭ていへ出でた。

　園えん庭ていは、寺てらの仏ほとけや宝ほう物もつをはこびだす僧そうらが、必ひっ死しの形ぎょう相そうで駆かけまわっていた。

「はこびだすのは御み仏ほとけだけでよいっ。あとはあきらめよっ。それより、里さと人びとをすくえっ。山やまへ逃にげよと伝つたえよっ」

　そう叫さけんでいるのは、南なん渓けいである。

「母はは上うえも、早はやくっ」

　直なお虎とらが龍りょう潭たん寺じの山さん門もんそばの松しょう岳がく院いんへ駆かけこもうとした時ときであった。

　門もん前ぜんを駆かけ抜ぬける赤あかい旋せん風ぷうを目めにした。

　赤あか地じに白しろの武たけ田だ菱びしを染そめぬいた旗はたが、風かぜにはためき大おおきく鳴なって、ほら貝がいが地じ鳴なりと共ともにひびいてくる。

　駆かけ抜ぬける騎き馬ばは、甲かっ冑ちゅうから馬ば具ぐ、槍やりや刀かたなの鞘さやまでもあざやかな紅くれないの武たけ田だ勢ぜいである。

　その一いっ瞬しゅん、行いき過すぎる紅くれないの騎き馬ば隊たいの速はやさに、直なお虎とらの目めには、まだその紅くれないがにじんで流ながれるごとくに見みえた。

　紅くれないの疾しっ走そうの背はい後ごから、黒くろき将しょう兵へい、徒歩かち組ぐみが、怒ど涛とうのように押おし寄よせるのを見みて、龍りょう潭たん寺じの傑けつ山ざんが母はは祐ゆう椿ちん尼にをかついであらわれ、「お山やまへっ」と叫さけんだ。

　ハッとして、直なお虎とらは山やまへ向むかった。

　どれぐらい山やまを駆かけたか、息いき苦ぐるしくて立たち止どまり、山さん上じょうから、逃にげてきた龍りょう潭たん寺じを振ふり返かえった。

　と、遠とおく向むこうを、赤あかき槍やりの穂ほ先さきのごとく、武たけ田だの赤あか備ぞなえ隊たいが突つき進すすんでいく。

　その後あとにつづく黒くろき巨きょ大だいな怒ど涛とうは、徒歩かち組ぐみであろう。

　なぎたおされていく民みん家か、田た畑はた、寺じ社しゃ仏ぶっ閣かく……。

　なんの手て心ごころもくわえず、どの家いえも建たて物ものも襲しゅう撃げきされ、略りゃく奪だつされて、さらに火ひを放はなたれた。

　その火ひを放はなつのは、武たけ田だ軍ぐんのしんがりであろうか。

　みるみる井い伊いの谷やは、紅ぐ蓮れんの炎ほのおになめつくされた。

「あれが、武たけ田だの戦たたかい方かたか……！」

　直なお虎とらは、ぼうぜんと、紅ぐ蓮れんに燃もえ立たつ井い伊いの谷やを見みつめた。




　この戦たたかいで、亡なき井い伊い直なお満みつの屋や敷しき跡あとにある円えん通つう寺じも焼やけ、龍りょう潭たん寺じの山さん門もん、堂どう塔とうも焼しょう失しつして、井い伊いの谷や城じょうの井い伊いの谷や三さん人にん衆しゅう（鈴すず木き重しげ時ときはすでに戦せん死し。その息子むすこの鈴すず木き重しげ好よし、近こん藤どう康やす用もち、菅すが沼ぬま忠ただ久ひさ）も、家いえ康やすの浜はま松まつ城じょうへ逃のがれるしかなかった。

「天てん地ちは、武たけ田だの掌しょう中ちゅうに、にぎりつぶされるっ！」

　直なお虎とらはそう思おもった。

　だが、三み河かわの国くにへ猛もう進しんしていた武たけ田だ軍ぐんは、とつぜん撤てっ退たいしたのだ。




「いったい、なぜでございましょう？」

　直なお虎とらは、焼しょう失しつした龍りょう潭たん寺じにぼうぜんとたたずんで、南なん渓けいにたずねた。

　家いえ康やす軍ぐんをこっぱみじんにした武たけ田だ信しん玄げんの全ぜん軍ぐんは、総そう勢ぜい三万まんにもなるという。その軍ぐん勢ぜいが、なぜ、今いま、この時ときになって、とつぜん、退しりぞいたのか……と。

　井い伊いの谷やが焼やき討うちにあって、長ながく静しずかな聖せい域いきであった龍りょう潭たん寺じも、今いまは黒くろく焦こげ落おち、焼やけ跡あとの匂においが強つよくただよう。

　本ほん堂どうも塔とうも焼やけ落おち、助たすかったのは、直なお虎とらの母はは、祐ゆう椿ちん尼にの住すまう松しょう岳がく院いんと山やまへはこんだ御み仏ほとけのみ。宝ほう物もつも、寺てらも、守まもれなかった。

　若わかき小お野の但馬たじまが駿すん府ぷからはこんでくれた瀬せ名な姫ひめの青あおい打うち掛かけも、僧そう庵あんにおいていたが、それも燃もえつき、その形けい骸がいさえ残のこらなかった。

　だが、武たけ田だ軍ぐんが占せん領りょうして使し用ようしていたため、井い伊いの谷や城じょうは、焼やかれなかった。

「天てんの意い思しであろうよ。井い伊いの谷や城じょうは残のこり、寺てらは焼しょう失しつした。その戦いくさを指し揮きした信しん玄げん公こうも神かみではない、人ひとだ。人ひとは、天てんの意い思しにはさからえぬ。武たけ田だ軍ぐんがふいに撤てっ退たいしたのは、おそらく、信しん玄げん公こうに何なにかあったのだ。そうでなければ、天てん下かへも手てのとどきそうであったこの戦いくさを捨すて、退しりぞくなど考かんがえられぬ」

　南なん渓けいのことばに、直なお虎とらは、紅あかい旋せん風ぷうのごとく駆かけ抜ぬけていった武たけ田だの赤あか備ぞなえ隊たいを思おもった。

　彼かれらが通とおり過すぎた後あとは、あの紅くれないの色いろがにじんだごとく、いつまでも目めに焼やきついていた。

「疾如風、徐如林、侵掠如火、不動如山」

　風ふう林りん火か山ざんと呼よばれた武たけ田だのあの旗はた印じるしも浮うかんだ。

　疾はやきこと風かぜのごとく、徐しずかなること林はやしのごとく、侵しん掠りゃくすること火ひのごとく、動うごかざること山やまのごとし、それが武たけ田だ軍ぐんであった。

　無む敵てきとは、あのことであろう。

　もはや、織お田だも徳とく川がわも蹴け散ちらされ、緑みどりなす井い伊いの谷やは火ひの海うみとなった。

　今いま川がわの綺き羅らの都みやこ、駿すん府ぷの町まちが、あっけなく燃もえつきたのも、おそらく、こうだったのだろう。

（天てんの意い思し……！）

　直なお虎とらは、空そらをあおいだ。

　だが、この戦いくさに……天てんの意い思しがはたらいているなら、もしや……と。




　武たけ田だ軍ぐんのとつぜんの撤てっ退たいには、家いえ康やすも信のぶ長ながも、信しん玄げんの病やまいか、死しかとうたがい、情じょう報ほうをさぐっていた。

　そして、ついに、甲斐かいの虎とらとも呼よばれた猛もう将しょう、武たけ田だ信しん玄げんが病びょう死ししたことをつきとめたのだ。




　まだ焼やけ跡あとは目め立だつが、井い伊いの谷やにしずけさがもどった頃ころ、直なお親ちかの十三回かい忌きがおこなわれた。

　その忌き日にちに、鳳ほう来らい寺じにかくまわれていた虎とら松まつが、ようやく再さい建けんされはじめた龍りょう潭たん寺じへもどってきた。

　虎とら松まつ十四歳さい、そろそろ元げん服ぷくの歳としであった。

「父ちち上うえ。虎とら松まつ、ただ今いま、もどりました！」

　龍りょう潭たん寺じの直なお虎とらに、礼れい儀ぎ正ただしくあいさつした虎とら松まつは、りりしい少しょう年ねんとなって、ますます亀かめ之の丞じょうに似にていた。

「よくもどった。待まっていました」

　直なお虎とらはそういいつつ、「父ちち上うえ」と呼よばれたことに、胸むねがいっぱいになった。

　虎とら松まつは、かたちの上うえでは、井い伊い家け総そう領りょうを継つぐため、直なお虎とらの養よう子しとなっているのだが、むろん、実じつ母ぼは、志し保ほである。

　だからこそ、そなたの父ちちになろうと、虎とら松まつにいったのは、虎とら松まつが鳳ほう来らい寺じへ旅たび立だつ日ひであった。

　虎とら松まつは、それを覚おぼえていたのだ。

　その志し保ほも、この日ひは、龍りょう潭たん寺じの直なお親ちかの位い牌はいに手てを合あわせていた。

「虎とら松まつ、おかえりなさい。大おおきくなったこと！」

　その胸むねに、虎とら松まつを抱だきしめる志し保ほを、直なお虎とらはうらやましく見みつめた。

（長ながくはなれていようと、とまどいもなく、抱だきしめることができる……それが、血ちのつながった母はは子こだ……！）と。

　そう思おもえば、一いち度ども夫おっとを持もたぬまま、ここまで来きてしまったおのれがむなしくもあった。

「この子こを、もう鳳ほう来らい寺じに帰かえしたくありません！」

　この日ひ、志し保ほがいった。

「……うむ、わしも、それについては考かんがえておった」

　そうこたえたのは、南なん渓けいであった。

「どのようにお考かんがえだったのでしょう？」

　直なお虎とらはたずねた。

「うむ、直なお虎とらも知しっていよう。この龍りょう潭たん寺じには、これまでも、刻こく々こくと変かわる三み河かわ、遠とおと江うみなどの情じょう報ほうを伝つたえてくれる者ものがいたことを……」

　そういわれて、浮うかんだ顔かおは、若わかい山やま伏ぶしの顔かおであった。

　家いえ康やすのそばにひかえていたあの山やま伏ぶしは、武たけ田だの井い伊いの谷や侵しん攻こうも、この龍りょう潭たん寺じに報しらせてくれた。

　もし、あの山やま伏ぶしが報しらせてくれなければ、直なお虎とらは逃にげ遅おくれていたかもしれない。

「それは、家いえ康やす公こうの偵てい察さつ方がたでもある松まつ下した常じょう慶けいでございましょうか？」

　直なお虎とらはたずねた。

「そうだ。だが、あれには、兄あにがおる。松まつ下した源げん太た郎ろうといい、早はやくに妻つまをうしなって独ひとり身みだ。その源げん太た郎ろうに虎とら松まつの後こう見けんになってもらいたい。そのために、志し保ほ殿どの、あなたは、松まつ下した源げん太た郎ろうのもとへ再さい嫁かなさるお覚かく悟ごがございましょうか？」

　南なん渓けいは、志し保ほを振ふり返かえった。

「再さい嫁かする？　わたくしに、ふたたび嫁よめに行いけとおおせですか？　南なん渓けいさま」

　志し保ほが聞きき返かえした。

「さよう。それが一いち番ばん、今こん後ごの虎とら松まつをまもることになりましょう」

　南なん渓けいがいうのに、直なお虎とらはハッと気きづいた。

「では、南なん渓けいさまは、虎とら松まつを、家いえ康やす公こうにあずけよと、おっしゃるのですか!?」

　そういってすぐ、直なお虎とらは、南なん渓けいの考かんがえを理り解かいした。

　家いえ康やすの間かん者じゃでもある松まつ下した常じょう慶けいは、もっとも家いえ康やすのそば近ちかくにいて、しかも、兄あにの松まつ下した源げん太た郎ろうも家いえ康やすの家か臣しんであった。もし、志し保ほと共ともに、虎とら松まつが松まつ下した家けに入はいれば、虎とら松まつも家いえ康やす公こうに近ちかづくことができる！

「それは、よい考かんがえです。このままでは、井い伊い家けは今こん後ごどうなるかもしれませんが、家いえ康やす公こうにお仕つかえするようになれば、虎とら松まつの身みを案あんじることもなくなります」

　直なお虎とらの母はは、祐ゆう椿ちん尼にもいった。

「わたくしが、松まつ下した家けへ嫁とつぎましたら、それが、うまくいくとおおせですか？」

　志し保ほは、祐ゆう椿ちん尼ににひざをよせた。

「虎とら松まつを、家いえ康やす公こうにお目め通どおりさせる方ほう法ほうは、わたしが考かんがえます。虎とら松まつの後こう見けんとして、かならず、虎とら松まつの立りっ身しんを支ささえます」

　直なお虎とらがいい、祐ゆう椿ちん尼にもうなずいた。

　この時とき、志し保ほは、松まつ下した源げん太た郎ろうのもとへ再さい嫁かすることを決けつ意いした。

　直なお虎とらもそれをすすめたのは、虎とら松まつのことだけでなく、まだ若わかい志し保ほを思おもってのことでもあった。

　あの松まつ下した常じょう慶けいの兄あにであれば、おそらく、よい人ひと柄がらの武ぶ将しょうであろうと思おもえたからだ。

（わたしは次じ郎ろう法ほう師し。男おとこだから独ひとり身みでいい。だが、志し保ほさんにだけは、もう一いち度ど、幸しあわせになってもらいたい……直なお親ちかのためにも！）

　直なお虎とらもまた決けつ意いしていた。

（わたしは、直なお親ちかの代かわりに、ふたたび虎とら松まつの父ちちとなって、虎とら松まつをまもる！）




　こうして、虎とら松まつは母ははと共ともに、松まつ下した家けに入はいって、りっぱな武ぶ将しょうとなるための学がく門もんと武ぶ術じゅつの修しゅ業ぎょうをつづけた。

　そして、松まつ下した源げん太た郎ろう、常じょう慶けいの兄きょう弟だいの尽じん力りょくで、十五歳さいになった時とき、虎とら松まつは、いよいよ家いえ康やすに対たい面めんすることとなった。




　天てん正しょう三年ねん（１５７５）の二月がつ、徳とく川がわ家いえ康やすは、三み方かたヶが原はらの鷹たか狩がりに出でた。

　快かい晴せいであった。

　三み方かたヶが原はらの東ひがし、大だい菩ぼ薩さつ嶺れいのふもとを、空くうを舞まう鷹たかにみちびかれ、騎き乗じょうした家いえ康やす一いっ行こうは、ゆったりと駆かけていた。

　三年ねん前まえ、この三み方かたヶが原はらで、武たけ田だ軍ぐんに大だい敗はい北ぼくし、命いのちからがら浜はま松まつ城じょうへ逃にげ帰かえったことを思おもっているのか、家いえ康やすは遠とおくゆるやかな野の面づらを眺ながめつついった。

「戦いくさがおさまれば、野の面づらの景け色しきはこうも変かわるのか。風かぜは、春はるの香かおりがするようだのう……」

　二月がつとはいえ、野の面づらは、やわらかな草くさが萌もえ、遠とおくには、春はる霞がすみが立たっている。

　その騎き馬ばの一いっ行こうが近ちかづいてくるのに、大だい菩ぼ薩さつ嶺れいのふもとにある陣じん屋やにひかえていた虎とら松まつは、やや緊きん張ちょうして大おおきく息いきをつき、「今日きょうは、父ちち上うえが共ともにいて下くださるから……」と、つぶやいた。

　直なお虎とらと祐ゆう椿ちん尼にが仕し立たて直なおした直なお親ちかの直垂ひたたれを身みにつけていることをいうのか、そばにいてくれる直なお虎とらのことをいうのか……。

「母はは上うえの志し保ほ殿どのはおいでになれないが、わたしが直なお親ちかの代かわりだ」

　この日ひは、尼に僧そう姿すがたの直なお虎とらが、虎とら松まつにいった。
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「はいっ」

　きりりと一いち文もん字じの眉まゆを上あげてこたえる虎とら松まつは、こうして見みれば、そこに亀かめ之の丞じょうがいるような気きがする。その虎とら松まつの背はい後ごにひかえているのは、今いまは亡なき小お野の玄げん蕃ばの一いっ子し、亥い之の助すけであった。

　亥い之の助すけの母ははもまた、奥おく山やま家けの娘むすめであったので、亥い之の助すけは、虎とら松まつの一歳さい年とし上うえの従兄いとことなる。

　玄げん蕃ばは、あの小お野の但馬たじまの弟おとうとであったが、兄あにとはちがって武ぶ闘とう派はの武ぶ将しょうであった。桶おけ狭はざ間まの戦たたかいで直なお盛もりと共ともに討うち死じにしたのだが、それまでは、直なお親ちかの家か老ろうでもあった。

　なので、亥い之の助すけは、大おおきくなったら、虎とら松まつの家か臣しんになると、幼おさない頃ころからいっていた少しょう年ねんである。

　おそらく、こたびも虎とら松まつの家か臣しんとして、ここへひかえているのであろう。

「参まいられたようだ」といったのは、松まつ下した源げん太た郎ろうである。

　見みれば、松まつ下した常じょう慶けいを供ともに、騎き馬ばの一いっ行こうが、近ちかづいてきた。

「殿との、しばしお休やすみくだされ」

　そういった常じょう慶けいが、馬うまを下おりた家いえ康やすを案あん内ないしてきた。

「殿との、ここに、お目め通どおりを願ねがう者ものがございます」源げん太た郎ろうが平へい伏ふくして告つげた。

「ほう」と、家いえ康やすは陣じん屋やに用よう意いされた将しょう几ぎに座ざし、虎とら松まつより、直なお虎とらを見みた。

「はて、どこぞでお目めにかかったかの？」

　家いえ康やすがたずねた。

　かつて、方ほう広こう寺じの陣じん内ないで会あった時ときには、直なお虎とらは甲かっ冑ちゅうをつけ、若わか武む者しゃのごとき姿すがたであったが、今いまは尼に僧そう姿すがたであったので、同おなじ人にん間げんとは気きづかないが、なにか見み覚おぼえがあるように家いえ康やすはいった。

「井い伊い直なお盛もりの娘むすめ、次じ郎ろう法ほう師し直なお虎とらでございまする。また、こちらにひかえますのは、井い伊い直なお親ちかの一いっ子し、虎とら松まつ。わたしは、直なお親ちかに代かわって、ここにおります」

　直なお虎とらがこたえると、家いえ康やすは「おお」と手てを打うち、草くさの上うえに平へい伏ふくした直なお虎とらと虎とら松まつに、「そのようになさらず、さあ、こちらへ」と、将しょう几ぎを二つはこばせてすすめた。

「では、直なお虎とら殿どのは、このお子この父ちち親おや代がわりとしてここにおいでになったのか？　さもあらん。方ほう広こう寺じにおいての直なお虎とら殿どのの若わか武む者しゃぶり、あれは忘わすれぬ。尼に僧そう姿すがたにもどられたとは、残ざん念ねんな……！」

　家いえ康やすが笑わらった。

　家いえ康やすには、戦せん国ごく武ぶ将しょうの持もつ獣けもののような威い風ふう、するどさがない。以い前ぜん見みた通とおり、まろやかで小こ柄がらである。

　直なお虎とらはふと、この家いえ康やすを弟おとうとのように思おもっているという織お田だ信のぶ長ながのことに思おもい至いたった。

（信のぶ長なが公こうは、火ひのように激はげしい気き性しょうだという。だからこそ、この人ひとのまろやかさを愛めでているのかもしれぬ……！）と。

「井い伊い直なお親ちか殿どのはお気きの毒どくであったが、このお子こは直なお虎とら殿どのの後こう見けんで、このように成せい長ちょうされたか。……さて、虎とら松まつと申もうされるか。なにやら、我わが息子むすこの信のぶ康やすに似にておるような……」

　家いえ康やすが虎とら松まつの顔かおをながめていった。

「虎とら松まつの父ちち、直なお親ちかと、家いえ康やす公こうのご正せい室しつ瀬せ名な姫ひめさまは、井い伊い家けにつながる従兄妹いとこにあたりますゆえ、虎とら松まつと信のぶ康やすさまは、又また従兄弟いとこにあたります。おそれおおいことですが、信のぶ康やすさまには、井い伊い家けの血ちがあらわれておるのかもしれませぬ」

　直なお虎とらがいうと、家いえ康やすは機き嫌げんよくうなずいた。

「いかにも、そうであろう。信のぶ康やすは、このわしに似にぬ美び丈じょう夫ふでの。あれは、井い伊い家けの血ちであったか、なるほど……しかし、虎とら松まつ。そこな者ものは家か臣しんか？　その者ものも、やや、そちに似にているようだが」

　家いえ康やすがたずねたのは、亥い之の助すけのことであった。

「はい。亥い之の助すけと申もうします！　亥い之の助すけとは、母はは方かたの血ちがつながっております」

　虎とら松まつがこたえると、家いえ康やすは笑わらって、「なるほど。ならば、二人ふたりで、わしに仕つかえるか？」といった。

「ははーぁっ」

　虎とら松まつと亥い之の助すけが、まるで呼こ吸きゅうをそろえたように平へい伏ふくした。

　家いえ康やすは「よしよし」と笑わらった。




　その夜よる、鷹たか狩がりから浜はま松まつ城じょうへ帰かえった家いえ康やすは、家か臣しん一いち同どうの前まえで、虎とら松まつを三百石こくで召めし抱かかえるといい、「この者ものは、わがために命いのちを落おとせし井い伊い直なお親ちかの一いっ子し。報むくいてやらねばならぬ」といった。

　そして、家いえ康やすは虎とら松まつに新あらたな名なをあたえ、井い伊い万まん千ち代よと名なづけた。

　養よう父ふの姓せいである松まつ下したではなく、井い伊いを名な乗のらせたのは、家いえ康やすの直なお親ちかへの思おもいであったかもしれない。

　さらに、共ともに家いえ康やすに仕つかえた亥い之の助すけは、小お野の万まん福ぷくと名なづけられ、二人ふたりはそろって、家いえ康やすのお側そば仕つかえの小こ姓しょうとなった。

　幼おさなき頃ころに父ちちを亡なくした二人ふたりは、りっぱに、小お野の家け、井い伊い家けを継ついだこととなる。

　ことに、幼おさない頃ころから故こ郷きょう、親おやもとをはなれて育そだった虎とら松まつは、家いえ康やすへひたすら忠ちゅう誠せいにはげみ、敬うやまって、勇ゆう敢かんな家か臣しんになろうとつとめた。

　つづく戦いくさの中なか、織お田だ、徳とく川がわ勢ぜいは「長なが篠しのの戦たたかい」で武たけ田だ勢ぜいに圧あっ勝しょうして、信しん玄げん亡なき武たけ田だ勢ぜいは、多おおくの武ぶ将しょう、騎き馬ば隊たいを失うしなう大たい敗はいとなった。

　この時とき、家いえ康やすと瀬せ名な姫ひめの嫡ちゃく男なん、信のぶ康やすは、弱じゃっ冠かん十七歳さいで初うい陣じんし、勇ゆう猛もう果か敢かんな若わか殿とのとたたえられ、いくたびもめざましい活かつ躍やくをしたという。

　そして、翌よく年ねん二月がつ、この信のぶ康やすの又また従弟いとこにあたる井い伊い万まん千ち代よは、遠えん州しゅうへ侵しん入にゅうしてきた武たけ田だ勢ぜいとの「芝しば原はらの戦たたかい」が初うい陣じんとなり、先せん鋒ぽう軍ぐんとして十じゅう数すう回かいも出しゅつ撃げきして、がむしゃらに突とつ撃げきする騎き馬ば武む者しゃとして敵てきを蹴け散ちらした。

　また、家いえ康やすの寝しん所じょに忍しのびこんだ武たけ田だの刺し客かくを討うち取とったので、それをよろこんだ家いえ康やすは、万まん千ち代よの知ち行ぎょう三百石こくを、一いっ気きに三千石ごくに増ふやした。

　共ともに井い伊い家けの血ちを引ひいた若わか者もの、信のぶ康やす、万まん千ち代よの大だい活かつ躍やくは、龍りょう潭たん寺じに住すまう南なん渓けいや直なお虎とらの耳みみにも入はいって、直なお虎とらの血ちも沸わき立たつようであった。

　こうして、織お田だと徳とく川がわの連れん合ごう軍ぐんは、信のぶ長なが包ほう囲い網もうといわれたさまざまな敵てきをつぎつぎ打うちたおしていった。













　　　　　十　瀬せ名な姫ひめ




　これで、ひとまず安あん心しんと思おもった天てん正しょう六年ねん（１５７８）、七月がつ十五日にち。

　雷らい雨うの空そらの下した、直なお虎とらの母はは、祐ゆう椿ちん尼にが亡なくなった。

　父ちち、直なお盛もりも桶おけ狭はざ間まの雷らい雨うのなか、猛もう将しょうとして死しんだが、父ちちとはちがって、静しずかな暮くらしをしていた母ははが、まるで、そういう日ひを選えらんだかのように逝いったのは、直なお虎とらにはわからぬ夫ふう婦ふのきずなというものであったのかもしれない。

　法ほう名みょうは、「松しょう岳がく院いん殿でん壽じゅ窓そう祐ゆう椿ちん大だい姉し」。

　父ちちも母ははも亡なくなった寂さびしさは、亡なくしたその日ひではなく、その日ひが遠とおのきつつある頃ころに遅おくれてやって来くる。もうなにをしようが、直なお虎とらを気きにかけて、叱しかってくれる父ちちも母ははもこの世よにないという寂さびしさ、孤こ独どく感かんもきわまった天てん正しょう七年ねん（１５７９）のことであった。

　織お田だ信のぶ長ながと徳とく川がわ家いえ康やすの間あいだに、これまでにない亀き裂れつがはしった。

　瀬せ名な姫ひめの息子むすこであり、家いえ康やすの嫡ちゃく男なん、信のぶ康やすと結むすばれていた信のぶ長ながの娘むすめの徳とく姫ひめが、姑しゅうとめとなる瀬せ名な姫ひめについて、信のぶ長ながに訴うったえたというのだ。

　今いまは、築山つきやま殿どのと呼よばれている瀬せ名な姫ひめと、徳とく姫ひめの夫おっとの信のぶ康やすが、武たけ田だ信しん玄げんの嫡ちゃく男なん、武たけ田だ勝かつ頼よりに内ない通つうした。また瀬せ名な姫ひめが、武たけ田だ方がたの者ものと、あってはならぬ関かん係けいを結むすんだなど、真しん実じつとは思おもえないような訴うったえであったので、信のぶ長ながは、信のぶ康やすの家か臣しんに、事ことの真しん実じつをたずねた。

　だが、その家か臣しんは、信のぶ康やすと対たい立りつしていたために、それについては、みとめるかのように応おうじた。

　信のぶ長ながは家いえ康やすに向むかって、「事ことの真しん実じつをあきらかにせよ」と告つげたのだが、それは、家いえ康やすにとって、瀬せ名な姫ひめと信のぶ康やすを処しょ断だんせよと、聞きこえたかもしれない。

　家いえ康やすにとって、信のぶ長ながは、だれよりも恐おそろしいが、だれよりも頼たよりになる義ぎ兄けいのような存そん在ざいであったのだろう。

　家いえ康やすは、やむなく、信のぶ康やすを幽ゆう閉へいした。

　瀬せ名な姫ひめはどうなったのか……？

　直なお虎とらは気きが気きでない日ひ々びを過すごした。

　思おもい浮うかぶのは、気き賀がの堀ほり川かわ城じょう攻ぜめで見みせた家いえ康やすのあの残ざん忍にん性せいであった。

　家いえ康やすにさからった気き賀がの人ひと々びとは、女おんなも子こどももゆるされず、すべて首くびをはねられたではないか！

（いや、あのまろやかな家いえ康やす公こうが、おのれの妻つまや子こを殺ころすなど……ありえぬ！）とも思おもった。

　だが、瀬せ名な姫ひめは、もともと敵てき将しょうであった今いま川がわの姫ひめである。

　本ほん来らいなら今いま川がわの姫ひめを妻つまにもらうことで、巨きょ大だいな今いま川がわの後こう見けんを手てにするはずであった。

　だが、その今いま川がわは滅めつ亡ぼうした。

　戦せん国ごくのむごさは、妻つまも子こも政せい略りゃくの道どう具ぐでしかないということだった。

　あの家いえ康やす自じ身しん、父ちちに捨すてられ、今いま川がわの人ひと質じちとなって、親おやに代かわる後こう見けんを得えるため、瀬せ名な姫ひめを妻つまにしたのだ。

　その家いえ康やすが今いま川がわを裏うら切ぎって、織お田だについたと知しった今いま川がわ氏うじ真ざねは、迷まようことなく、瀬せ名な姫ひめの両りょう親しんを殺ころした。

　だが、一いち度どは今いま川がわについた家いえ康やすを、織お田だ信のぶ長ながは受うけ入いれた。

　もしや、敵てきから敵てきへ奪うばわれ、もてあそばれるような人ひと質じちであった家いえ康やすは、織お田だ家けで、信のぶ長ながという、兄あにのような存そん在ざいと出で会あったのかもしれない。

　その縁えんが今いまもつづいているとしたら……！　と、考かんがえて、よみがえったのは、徳とく川がわ軍ぐんの遠とおと江うみ攻ぜめの折おり、方ほう広こう寺じの陣じん屋やで聞きいた家いえ康やすのことばであった。

（……たとえ、夫ふう婦ふとなっても、人ひとの心こころは、なかなか結むすばれぬものだが、直なお虎とら殿どの、あなたと直なお親ちか殿どのは、一いっ心しん同どう体たいであられたようだ）

　あのことばこそ、妻つまとした瀬せ名な姫ひめとの間あいだには、政せい略りゃくしかなかったといっていたのではないだろうか？

　そしてもし、織お田だ家けで出で会あった少しょう年ねんの信のぶ長ながと、幼おさなかった家いえ康やすの間あいだに結むすばれたのが、兄あにと弟おとうとのようなきずなであったとしたら……？

　親おやにも捨すてられ、人ひと質じちとなった幼おさない家いえ康やすのただ一人ひとりの義ぎ兄けい、信のぶ長ながが、今いま、怒おこっている……!?

「ああ、瀬せ名な姫ひめさま……っ」

　信のぶ長ながの娘むすめの徳とく姫ひめが、どのようなことを信のぶ長ながにいったのか……？

　聞きこえてくるうわさは、男おの子こを産うめぬ徳とく姫ひめにいらだった瀬せ名な姫ひめが、信のぶ康やすに、側そく室しつをすすめたというものだ。

　直なお虎とらの母ははのように、嫡ちゃく男なんを産うめず、悩なやみつづける徳とく姫ひめを見み捨すてるように、瀬せ名な姫ひめが、別べつの妻つまを用よう意いしたということらしい。

　そこまで考かんがえて、直なお虎とらは、井い伊い家けの直なお満みつ、直なお義よし、直なお親ちかについて、「謀む反ほんの兆きざしあり」と今いま川がわに伝つたえ、その命いのちを奪うばった小お野の和泉いずみ、小お野の但馬たじま親おや子この顔かおが浮うかんだ。

　あれは、まぎれもなく讒ざん言げんだった……！

　とすれば、徳とく姫ひめもまた、姑しゅうとめとして気きにいらないことをする瀬せ名な姫ひめと、母はは親おやのいうままに側そく室しつを持もとうとする夫おっと、信のぶ康やすを、信のぶ長ながに、讒ざん言げんしたのではないか!?

（なんということ！　その讒ざん言げん一つで失うしなわれる命いのちを、わたしはなんど見みてきたか……！）

　そう思おもえば、悲ひ劇げきが繰くり返かえされないよう祈いのるばかりであった。

　家いえ康やすが、今いま川がわのように、瀬せ名な姫ひめと信のぶ康やすの命いのちを、かるくあつかわないように……と。




　だが、悲ひ報ほうは、南なん渓けいからもたらされた。

　八月がつ二十九日にち、瀬せ名な姫ひめは家いえ康やすの家か臣しんに殺さつ害がいされ、九月がつ十五日にちには、信のぶ康やすが切せっ腹ぷくさせられたという。

「瀬せ名な姫ひめさまが殺ころされ、虎とら松まつに似にているという信のぶ康やす公こうまで……！　われらは、まちがっていたのか？　あの家いえ康やす公こうに、虎とら松まつをあずけてしまって、本ほん当とうによかったのだろうか……南なん渓けいさまっ」

　直なお虎とらは、南なん渓けいに、そう問とうしかなかった。

「直なお虎とら、これが戦せん国ごくじゃ。むごい、人ひとでなしの世よが、まさに戦せん国ごくなのじゃ。何なにが正ただしいか、まちがっていたか、それは、だれも、死しをむかえるその時ときにしかわからぬのかもしれぬ。わからぬことを思おもいわずらっても仕し方かたあるまい。この末まっ世せを生いきぬく法ほうは、正ただしさではない。正ただしいがゆえに、死しぬることもある」

　かつて、青あおくきよらかだった南なん渓けいの頭つむりは、今いまは青あおさを失うしない、おこもりなどで、剃てい髪はつがやや伸のびると、その頭あたまは、銀ぎん粉ぷんのごとくきらめいて見みえた。

（その分ぶん、わたしも年としをとったのだ……）と、思おもいつつ、直なお虎とらはさらに問とうた。

「正ただしさでないなら、では、なにを胸むねに刻きざみつけ、生いきればよいのですか？」

「それはのう、人ひとをよく観みることじゃ。よくよく観みて、敬うやまえると信しんずるなら、おのれを捨すて、敬うやまいつくすことじゃ。井い伊い家けは、長ながく今いま川がわに支し配はいされたが、今いま川がわを敬うやまったことも、おのれを捨すてたこともない。とうぜんじゃ。井い伊い家けにとって、今いま川がわは、信しんじ、敬うやまえる支し配はい者しゃではなかったからの。だが、もし、虎とら松まつが家いえ康やす公こうを信しんじ敬うやまうならば、決けっして、悪わるいことは起おこるまい。おのれを信しんじる者もの、敬うやまって慕したってくる者ものを殺ころせる支し配はい者しゃはおらぬものよ。信のぶ長なが公こうが、いっとき、今いま川がわ方がたであった家いえ康やす公こうをゆるされたのは、そういうことじゃ。もし、織お田だ、徳とく川がわの協きょう定ていが、いっときの方ほう便べんのみならば、いつかは破やぶれるじゃろう。瀬せ名な姫ひめと信のぶ康やすは、家いえ康やす公こうの妻つまであり子こではあったが、あの母はは子こが信しんじるものは、家いえ康やす公こうではなかったのかもしれぬでの……。それが血けつ縁えんであったことが、いたましく不ふ幸こうじゃったが……」

　南なん渓けいがいうのを、直なお虎とらはすなおに聞きけなかった。

「でも、どんなあやまちがあったとしても、妻つまや子こを殺ころすなど……！」

　いいつのった直なお虎とらに、南なん渓けいはうなずいた。

「まことにそうじゃ。ただの……先せん日じつ、松まつ下した常じょう慶けいが報しらせてくれた。瀬せ名な姫ひめを生しょう害がいするように命めいじられた家か臣しんが、命めい令れい通どおりに従したがったと報ほう告こくした時ときに、家いえ康やす公こうは、こうつぶやかれたそうだ。『わしの命めいを、そちはそう聞きいたのか。瀬せ名なは女おんなだ。殺ころしたことにして、ひそかにどこぞの寺てらへ入いれ、尼あまにするなど考かんがえつかなかったのか』とな……」

「それは方ほう便べんです！　家いえ康やす公こうは、ご自じ分ぶんが悪わる者ものになりたくなかっただけです！」

　直なお虎とらは叫さけび、同どう時じに涙なみだがあふれた。

「うむ、そうかもしれぬ。そうといって、家いえ康やす公こうが苦くるしまなかったとは思おもえぬ。ましてや、嫡ちゃく男なんである信のぶ康やす殿どのが切せっ腹ぷくされた時ときには、介かい錯しゃくをせねばならぬ者ものまでが泣なきぬれて、剣けんをふるえなかったという。家か臣しんですら、そうなのだ。家いえ康やす公こうがつろうないはずはないじゃろう」

　そういわれて、直なお虎とらは思おもい出だした。

「信のぶ康やすは、このわしに似にぬ美び丈じょう夫ふでの」といった家いえ康やすの顔かおを……！

　あの時とき、家いえ康やすはうれしそうだった。

　父ちち親おやの顔かおだった……！

　そう気きづいて、直なお虎とらは、さらに胸むねが苦くるしくなった。

（戦せん国ごく……この動どう乱らんの世よが悪わるいのだ。父ちちと子こ、妻つまと夫おっとまでが、このようなむごい目めに遭あうこの世よが……！）と。

「……おう、そうじゃ。そういえば、松まつ下した常じょう慶けいが、そなたにと、瀬せ名な姫ひめの形かた見みをとどけてくれたぞ」

　思おもい出だしたように、南なん渓けいが持もち出だしてきたのは、あの堅かた香か子ごの花はなを刺し繍しゅうした帯おびであった。

「これは……っ」

「かつて、この帯おびをはじめて見みた瀬せ名な姫ひめは、常じょう慶けいにいったそうだ。『この花はなは、どんなに下したを向むいても、花はな弁びらは空そらに突つき立たつほどに反そり返かえっておる。まるで、直なお虎とらさまのようだ』とな」

「それでは、あの時とき、信のぶ康やすさま御ご誕たん生じょうのお祝いわいをとどけてくれたのは、松まつ下した常じょう慶けいでしたか!?」

　直なお虎とらは、今いまになって気きづいた。

「そうじゃ、ほかにだれがいる？」

　南なん渓けいが微笑ほほえんだ。

　その微笑ほほえみに思おもった。

　人ひとと人ひとは、知しらぬ間まにつながり、知しらぬ間まに断たち切きられる。それが、生せいというものなのかもしれない……と。

　瀬せ名な姫ひめが、直なお虎とらのようだといってくれた堅かた香か子ごの花はな刺し繍しゅうは、今いま、こうして見みれば、瀬せ名な姫ひめ自じ身しんのようにも見みえた。

　たとえ、夫おっとに殺ころされようとも、花はな弁びらは天てんを突つき、誇ほこりは失うしなわない！

　もどってきた瀬せ名な姫ひめの帯おびが、そういっているようであった。

「……南なん渓けいさま、わたしは、女おんなであろうと、僧そうであろうとも、もののふとして生いき、もののふとして死しにたいと思おもいます。武ぶ将しょうの家いえに生うまれたかぎりは、そう魂たましいにきざんで生いきるしかないと、瀬せ名な姫ひめさまが教おしえてくださったような気きがいたします」

　そういった直なお虎とらは、もう泣ないてはいなかった。

　ただ、思おもった。

（季き節せつが変かわれば、あの山やますそに咲さく堅かた香か子ごの花はなを観みに行いこう。直なお親ちかや瀬せ名な姫ひめが、花はなに化け身しんして咲さいているかもしれない……）と。




　天てん正しょう十年ねん（１５８２）、六月がつ二ふつ日か、本ほん能のう寺じの変へんが勃ぼっ発ぱつした。

　織お田だ家か臣しん、明あけ智ち光みつ秀ひでが謀む反ほんを起おこし、京きょうの本ほん能のう寺じにて、主しゅ君くん織お田だ信のぶ長ながを襲しゅう撃げきしたのだ。

「あの織お田だ信のぶ長なが公こうがっ!?」

　直なお虎とらは、ぼうぜんとした。

　天てん下か統とう一いつも間ま近ぢかといわれていた織お田だ信のぶ長ながに謀む反ほんを起おこすなど、それは、だれも想そう像ぞうしないことだった。

「織お田だ軍ぐんの多おおくは各かく地ちへ遠えん征せいしており、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだったようじゃ。信のぶ長なが公こうは、死しを覚かく悟ごして本ほん能のう寺じに火ひを放はなち、自じ害がいして果はてたそうじゃ。織お田だの嫡ちゃく男なん、信のぶ忠ただ殿どのも、京きょうで自じ害がいしたそうな……！」

　南なん渓けいがいった。

　その頃ころ、直なお虎とらは体たい調ちょうをくずしていたが、信のぶ長ながが謀む反ほんに倒たおれたことで何なにより心しん配ぱいなのが、徳とく川がわ家いえ康やすの供ともをしている虎とら松まつ……今いまは、井い伊い万まん千ち代よのことであった。

　心しん配ぱいする直なお虎とらに、南なん渓けいは、あらゆるつてをたどって、情じょう報ほうを集あつめてくれた。

「安あん心しんせよ。松まつ下した常じょう慶けいからも報しらせがあった。家いえ康やす公こうは、信のぶ長なが公こうから招しょう待たいをうけて畿き内ないを見けん物ぶつ中ちゅうだったそうじゃ。本ほん能のう寺じの変へんを知しったのは、泉せん州しゅう、堺さかいの町まちで、供ともはたった三十人にん余あまり。信のぶ長なが公こうを救すくいに行いくこともできず、伊い賀が越ごえ、鈴すず鹿か越ごえをして、伊い勢せへ出でてから、三み河かわ本ほん国ごくへ逃にげるしかなかったそうじゃ。だが、ともかく、ご無ぶ事じであったそうな」

　身みを起おこすのもたいぎな直なお虎とらに、南なん渓けいが話はなしてくれた。

「信のぶ長なが公こうへの謀む反ほんとなれば、天てん下かはひっくり返かえる。わずかな供とも揃ぞろえで間かん道どうを行いけば、これまでおさえこまれていた反はん織お田だの土ど豪ごうに襲おそわれるかもしれず、一いっ向こう一いっ揆きに襲おそわれる恐おそれもあった。徳とく川がわ家か臣しんのうちにも、逃にげ遅おくれ、一いっ揆きに襲おそわれて、命いのちを落おとした者ものもいたという。だが、そのなか、万まん千ち代よは、信のぶ長なが公こうの最さい期ごを知しって、号ごう泣きゅうする家いえ康やす公こうをまもり切きったそうだ」

　その話はなしに、直なお虎とらは、まばたきもせず聞きき入いった。

　だが、本ほん能のう寺じの変へんを境さかいに、直なお虎とらの身体からだにも大おおきな変へん調ちょうがあった。

　これまで井い伊い家けの悲ひ劇げきのすべてを引ひき受うけ、たった一人ひとり踏ふんばってきた直なお虎とらであったが、龍りょう潭たん寺じの朝あさの礼らい拝はい中ちゅうに、ふいに倒たおれたのだ。

　そのまま、病びょう床しょうについてしまった直なお虎とらを、毎まい夜よ、たずねてきたのは、直なお親ちかの娘むすめ、桃ももであった。

「直なお虎とらさま、早はやくお元げん気きになってください！　だって、桃ももは母ははを知しらず、虎とら松まつは父ちちを知しらずに育そだちました。でも、龍りょう潭たん寺じへ来くれば、直なお虎とらさまがおられて、いつも、お声こえをかけてくださいましたし、虎とら松まつはここへ帰かえることができました。……桃ももにとっても、虎とら松まつにとっても、ここ龍りょう潭たん寺じが実じっ家かのようでございました。桃ももがあずけられた養よう父ふの瀬せ戸と方ほう久きゅう、いえ、新にっ田た喜き斎さいは、武ぶ士しになって、養よう女じょの桃ももを、武ぶ家けへ嫁とつがせたいと考かんがえていたようですが、わがままをいって、農のう家かの嫁よめになってよかった！　おかげで、こうして、直なお虎とらさまをご看かん病びょうできます」

　そういう桃ももの手てを、直なお虎とらは、やせほそった指ゆびでにぎりしめた。

「桃もも、ゆるしておくれ……わたしは、亀かめ之の丞じょうがそなたをつれて帰かえった時とき、そなたを見みて、亀かめ之の丞じょうの裏うら切ぎりの証あかしだと思おもったのだ。そなたが、瀬せ戸と方ほう久きゅうの養よう女じょとなった時ときも、井い伊い家けの総そう領りょうとして正せい室しつをむかえる亀かめ之の丞じょうにとって、その方ほうがよいと思おもった。わたしは、そなたの幸しあわせを一いち度ども考かんがえなかった。すまぬ……」

　そういって、わびる直なお虎とらに、桃ももは、きっとしてこたえた。

「いいえ、そうではありません！　直なお虎とらさまが、父ちち、亀かめ之の丞じょうと結むすばれなかったのは、伊い那な谷だにへおきざりにされた桃ももの母ははを思おもってくださったからだと、桃ももは知しっています！」

　そのことばが、直なお虎とらの心こころにどうひびいたのか……。

　直なお虎とらは数すう日じつ後ご、桃ももの手てをにぎったまま、しずかに息いきをひきとった。




　天てん正しょう十年ねん、八月がつ二十六日にち、井い伊い直なお虎とら、病やまいに死しす。




「井い伊い家け総そう領りょうは、直なお虎とら公こうである」と、女おんな城じょう主しゅの直なお虎とらを父ちちとして、最さい後ごまで立たてていた虎とら松まつは、これまで長ながく元げん服ぷくしなかった。

　だが、この年とし、ようやく二十二歳さいで元げん服ぷくして、井い伊い直なお政まさと名なをあらためた。

　その直なお政まさが、直なお虎とらの墓はかを参まいったのは、それから一年ねん後ごであった。

「南なん渓けいさま、直なお虎とら公こうの死しに際ぎわは、やすらかでございましたでしょうか？」

　元げん服ぷくを経へて、激げき烈れつな合かっ戦せんをかいくぐってきた直なお政まさは堂どう々どうとした若わか武む者しゃとなっていたが、切きれ長ながの澄すんだ瞳ひとみは変かわらず、じっと、南なん渓けいを見みつめてくる。

「いや……」と、南なん渓けいはいいよどんだ。

「お苦くるしみになったのでしょうか？」

　直なお政まさは一いち文もん字じの眉まゆをひそめた。濃こいまつげの陰影かげがかすかにふるえる。

「そうではない。病やまいの苦くるしみではなく、最さい期ごまで、そなたの心しん配ぱいをしておった。優やさしかった直なお親ちかにそっくりのあの子こが、まるで鬼き神しんのように戦たたかうのは、もしや幼おさない頃ころに命いのちをねらわれ、たった一人ひとりで育そだったからではないか……生いきるとは、独ひとり戦たたかうことのみだと思おもっているのではないか……とな。直なお虎とらは、そなたの父ちちとなると誓ちかっておったゆえ、まことの父ちちのごとく、そなたをつつみこめなかったと悔くいておったのだ……」

　そう語かたる南なん渓けいもまた、めっきり老ふけこんでいた。

「そのようなことを……」

　眉まゆをひそめた直なお政まさは、きっと顔かおをあげた。

　その表ひょう情じょうは、直なお虎とらを看かん病びょうした桃ももの顔かおにも、どこか似にていた。

「南なん渓けいさま、もし、聞きこえるなら、直なお政まさ、ここで叫さけびましょう。直なお政まさにとっても、直なお虎とら公こうは、もっとも親したしき父ちちであったと！　井い伊い直なお政まさとして井い伊い家けを継つぎ、家いえ康やす公こうにご加か増ぞう頂いただいたのも、すべて、父ちち、直なお虎とら公こうのおかげです。直なお虎とら公こうと南なん渓けいさまは、だれよりも、直なお政まさの父ちちであり、後こう見けんでありました！」

「……うむ、きっと、直なお虎とらは聞きいておるであろう。うれしい顔かおでのう……」

　南なん渓けいは、そういって、微笑ほほえんだ。

「桃もももいうておったよ。直なお虎とらは、母はは代がわりで父ちち代がわりであったとな。直なお虎とらが『堅かた香か子ごの帯おびをしめてくれ』と、桃ももにたのんだのはその夜よるであった。桃ももが、寝ねたきりの直なお虎とらの腰こしに、帯おびをしめてやると、直なお虎とらは、うれしそうにしていうた。『これをしめておれば、彼ひ岸がんで、亀かめにも、瀬せ名な姫ひめにも会あえる……』とな」

「亡なくなった父ちち上うえと、瀬せ名な姫ひめさまに……？」

　直なお政まさは、不ふ思し議ぎそうにつぶやいた。

「直なお虎とらにとって、堅かた香か子ごの花はなは、打うたれても打うたれても天てんをあおぐ、けなげな花はなであったのよ。

……その夜よる、直なお虎とらは逝いってしもうた……堅かた香か子ごの帯おびをきりりとしめて、この年とし寄よりをおきざりに、独ひとりで彼ひ岸がんへのう……」

　語かたり終おえた南なん渓けいの、老おいて、するどさが失うしなわれた目めにもにじむものがあった。

　それを見みて、直なお政まさの切きれ長ながの瞳ひとみにも、深ふかい悲かなしみがにじむ。

　その時とき、南なん渓けいが、鎧よろい糸いとを通とおした水すい晶しょうを差さし出だした。

「……これは、直なお親ちか殿どのの形かた見みでもあり、直なお虎とらの形かた見みでもある。本ほん来らいは、直なお政まさ殿どのに手て渡わたすべきものだが、この小ちいさな結けっ晶しょうに観かん音のん像ぞうを彫ほって、桃ももにあたえようと思おもう。あれには、父ちちも母ははもないからのう。直なお虎とらが最さい期ごまで身みにつけていた直なお親ちかの笛ふえ袋ぶくろと、堅かた香か子ごの帯おびは、直なお虎とらと共ともに彼ひ岸がんへ旅たび立だってしもうた。直なお政まさ、そなたには、手て渡わたす形かた見みがないが、すまぬのう」

　そのことばに、直なお政まさはこたえた。

「なんの、この直なお政まさ、父ちち上うえからは、この命いのちと、武ぶ将しょうとして生いきる道みちをいただきました。形かた見みは、この胸むねのなかにございます……」

　直なお政まさは、濃こいまつげをしばたたかせ、きっぱりと微笑ほほえんだ。




　直なお虎とらの法ほう名みょうは、「妙みょう雲うん院いん殿でん月げっ船せん祐ゆう圓えん大だい姉し」。

　そのゆかしい名なも、南なん渓けいがさずけた。
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　　　　　エピローグ　井い伊い直なお政まさ




　その後ご、井い伊い直なお政まさは、その戦たたかいぶりにおいて、本ほん多だ忠ただ勝かつ、榊さかき原ばら康やす政まさ、酒さか井い忠ただ次つぐなど名な立だたる徳とく川がわの勇ゆう将しょうとならんで、徳とく川がわ四し天てん王のうとたたえられた。

　また、かつて最さい強きょうといわれた武たけ田だの赤あか備ぞなえ隊たいの生いき残のこった勇ゆう将しょうらをあつくむかえ、武たけ田だの赤あか備ぞなえをさらに組そ織しき化かして、井い伊いの赤あか備ぞなえとして率ひきいた。

　ここに、滅めつ亡ぼうした武たけ田だの赤あか備ぞなえ隊たいは、井い伊いの赤あか備ぞなえとして復ふっ活かつしたのだ。

　その赤あか備ぞなえを率ひきいる直なお政まさは、金きんの角つののごとき天てん衝つき脇わき立だての朱しゅ漆うるし塗ぬり兜かぶとで、全ぜん身しん朱しゅ具ぐ足そくに身みをかため「井い伊いの赤あか鬼おに」と呼よばれるほどに先せん鋒ぽうをひた走はしり、激げき烈れつな戦たたかいぶりで恐おそれられたという。

　天てん下か布ふ武ぶを目め指ざした織お田だ信のぶ長ながの死し後ご、またも動どう乱らんにおちいった戦せん国ごくの世よで、ついに豊とよ臣とみ政せい権けんをたおした徳とく川がわ家いえ康やすは、その後ご、およそ二百六十年ねんの平へい和わを築きずいた。

　武たけ田だ勢ぜいに追おわれ、北ほう条じょう氏しの下もとに落おちのびた今いま川がわ氏うじ真ざねは、その北ほう条じょう氏しが豊とよ臣とみ秀ひで吉よしに滅ほろぼされたため、行いき場ばがなくなり、後のちに征せい夷い大たい将しょう軍ぐんとなった徳とく川がわ家いえ康やすにすがった。

　家いえ康やすは、幼おさなき頃ころ、縁えんのあった今いま川がわ氏うじ真ざねを庇ひ護ごした。

　その後ごの今いま川がわ家けは、ほそぼそと江え戸ど時じ代だいまでつながり、高こう家けとして、徳とく川がわ幕ばく府ふの儀ぎ礼れい式しき典てんをつかさどったと伝つたわる。

　直なお盛もり、直なお虎とらの井い伊い家けを支ささえた銭せん主しゅ、瀬せ戸と方ほう久きゅうこと新にっ田た喜き斎さいは、堀ほり川かわ城じょう城じょう主しゅであった時とき、徳とく川がわとの戦たたかいを避さけるよう呼よびかけたことを裏うら切ぎり者ものとされ、やむなく城しろを出でて、九きゅう死しに一いっ生しょうを得えた。

　その後ご、塩しおの高たか値ねに苦くるしむ民たみのために塩しおを安やすく売うったことや、気き賀がの民たみに頼たのまれ、お上かみへの訴そ状じょうを書かいたことなどを罪つみとされ、慶けい長ちょう十一年ねん（１６０６）の八月がつに捕とらえられ、処しょ刑けいされた。

　豪ごう商しょう、瀬せ戸と方ほう久きゅうは、最さい期ごまで、瀬せ戸と方ほう久きゅうらしく生いきたともいえる。




　井い伊い直なお政まさは、慶けい長ちょう七年ねん（1６０２）二月がつ一日ついたちに、家いえ康やすが征せい夷い大たい将しょう軍ぐんとなるのを待またず、四十二歳さいの若わかさでこの世よを去さった。

　死し因いんは、関せきヶが原はらの戦たたかいで受うけた鉄てっ砲ぽう傷きずによる破は傷しょう風ふうであった。

　その法ほう名みょうは、「祥しょう寿じゅ院いん殿でん清せい涼りょう泰たい安あん大だい居士こじ」。

　長なが年ねん、家いえ康やすひとすじに身みをけずって奉ほう公こうしつづけた、清きよらかで涼すずしき武ぶ将しょう、直なお政まさに似に合あいのこの法ほう名みょうは、直なお政まさの生せい前ぜんに、龍りょう潭たん寺じの南なん渓けいがさずけたものであった。

　直なお政まさにつづく井い伊い家けは、その後ご、もっとも家いえ康やすに信しん頼らいされた武ぶ将しょうの家か系けいとして、彦ひこ根ね城じょうが築ちく城じょうされ、新あらたに三十万まん石ごくの彦ひこ根ね藩はん領りょう主しゅとなり、明めい治じの世よまで大おおいに栄さかえた。

　その直なお政まさが、遺のこした歌うた。

　祈いのるぞよ　子この子この末すえの末すえまでも　護まもれ近江おうみの国くにつ神かみ々がみ




　南なん渓けい和お尚しょうは、天てん正しょう十七年ねん（１５８９）、九月がつ二十八日にちに、しずかに亡なくなった。

　八十歳さいばかりであったという。

　直なお政まさの後あと、代だい々だい続つづいた彦ひこ根ね藩はんの十二代だい藩はん主しゅ、井い伊い直なお亮あき（幕ばく末まつの徳とく川がわ幕ばく府ふ大たい老ろう、井い伊い直なお弼すけの兄あに）は、「南なん渓けい和お尚しょうをおもいて」との詞ことば書がきに、

　君きみなくば　栄さかへんものか　すぎし世よの　にほひも深ふかき橘たちばなのはな

　と、歌うたを詠よんでいる。

　橘たちばなの花はなは、井い伊い家け代だい々だいの家か紋もんである。

　子こを産うみ育そだて、家か系けいをつなぐことこそ、女おんなの仕し事ごととされた戦せん国ごくの世よに、毅き然ぜんと女おんなを捨すてることによって、幼おさない直なお政まさを護まもりぬいた井い伊い次じ郎ろう直なお虎とらは、井い伊い家け代だい々だいの領りょう主しゅのなかに名なをつらねてはいない。

　だが、直なお虎とらが懸けん命めいに支ささえた井い伊い家けの「橘たちばなの花はな」は、後のちの世よに、みごとに香かおり高たかく、咲さきそろったといえる。










　あとがき




　戦せん国ごく時じ代だいの資し料りょうは、ことに、それが女じょ性せいの場ば合あいは、その名な前まえも記き録ろくされていないことが多おおい。男だん性せいは、幼よう名みょう、元げん服ぷく後ごの名な、さらに改かい名めいと幾いくつも記き録ろくされているのに、女じょ性せいは、「だれだれの女おんな（娘むすめと言いう意い味み）」や、だれだれの妻つま、母ははといった記き録ろくが残のこるだけだ。

　ゆえに、この物もの語がたりの主しゅ人じん公こう、井い伊い直なお虎とらもまた、男だん子しとして還げん俗ぞくして、井いの国くにの総そう領りょうとなった井い伊い直なお虎とらという名なは記き録ろくされていても、直なお盛もりの娘むすめとして生うまれ育そだった時ときの名なは記き録ろくされていない。

　唯ゆい一いつ、出しゅっ家け後ごの尼に僧そう名めい、「祐ゆう圓えん尼に」という名なのみ残のこっている。

　直なお虎とらの母ははもまた同おなじで、尼に僧そう名めい「祐ゆう椿ちん尼に」のみが残のこっているのだ。

　この二つの尼に僧そう名めいをさずけたのは南なん渓けい和お尚しょうである。

　そして、この「祐」という字じは、神しん仏ぶつにかばわれ助たすけられるという意い味みがあるらしい。だとすれば、祐の字じは、南なん渓けいが二人ふたりにさずけたのであろう。

　そう考かんがえれば、残のこる「圓えん」と「椿つばき」という字じが、その人ひと自じ身しんにゆかりのある字じであるはずだ。二人ふたりをよく知しる南なん渓けいが名な付づけたのだから、この二つの文も字じは、明あきらかに、直なお虎とらとその母ははを象しょう徴ちょうする字じであったに違ちがいない。

　そこで、私わたしはこう名な付づけた。

　直なお虎とらの女おんな名なは「圓えん（えん・まどか）」で、母ははは「椿つばきの方かた」と。

　名ながわからぬからと、その時じ代だいの適てき当とうな名なをつけることはしたくはなかった。歴れき史しに刻きざまれたその人ひと自じ身しんの人じん生せいに少すこしでも触ふれることができ、その人ひとに近ちかづけるような名なで、主しゅ人じん公こうや登とう場じょう人じん物ぶつに呼よびかけたかったから……。

　歴れき史しを愛あいし、過すぎ去さりし時じ代だいの人ひと々びとに出で会あう魔ま法ほうは、人ひととしてのこまやかな感かん性せいと想そう像ぞう力りょくを決けっして失うしなわないことと、その時じ代だいを調しらべられるだけ調しらべ尽つくすことにあると思おもう。

　そして、調しらべ尽つくした後のちは、その資し料りょうのみにしばられるのではなく、積つみ上あげた記き録ろくや資し料りょうの上うえに、かつて生いきて呼こ吸きゅうし、人ひとを愛あいし、憎にくみ、喜よろこび悲かなしんだ人にん間げんの心こころを想そう像ぞうしてみることだ。

　その上うえで、自じ由ゆうに歌うたい、舞まい踊おどればいい。

　読どく者しゃは、きっと、それを楽たのしんでくれるはずだと思おもう。

　人にん間げんの心こころを想そう像ぞうするなら、その痛いたみや傷きずを決けっして無む視ししない。生いきた人ひとに接せっするように心こころをこめて、物もの語がたりに立たち向むかうことで、ようやく、真しん実じつが秘ひめられた歴れき史し小しょう説せつになるのだと思おもう。

　井い伊い直なお虎とらの場ば合あい、姫ひめとして生うまれたのびやかな女おんなの子こが、辛しん苦くの果はて、絶たえかけた家か系けいと領りょう国ごくを守まもるため、井い伊い家け総そう領りょうの男だん子しが代だい々だい受うけ継つぐ「虎とら」の字じを引ひき継ついで、井い伊い次じ郎ろう直なお虎とらとして立たち上あがり、巨きょ大だいな支し配はい者しゃにさえ立たち向むかうのだ。

　姫ひめが、男だん子しとして生いきる……戦せん国ごく時じ代だいとはいえ、そこまで追おい詰つめられた女じょ性せいが他ほかにいただろうか？　これまで、幾いくつも、歴れき史し小しょう説せつを書かいてきたが、直なお虎とらのような人じん生せいは、どこにもなかった。……とはいえ、書かき始はじめた時ときは、正しょう直じき、雲くもをつかむようであった。

　直なお虎とらという人ひとを知しる手て掛がかりがあまりに少すくないのだ。だが、丁てい寧ねいに時じ代だい背はい景けいをたどり、直なお虎とらの周しゅう囲いの人ひと々びとの人じん生せいをたどっていくうちに、直なお虎とら自じ身しんの喜よろこびや悲かなしみも見みえてきた。

　大たい国こくにかこまれ、戦せん国ごくの動どう乱らんの渦うずに巻まき込こまれた小しょう国こくの領りょう主しゅ（地じ頭とうともいう）が、国くにをつぶさず、子し孫そんを絶たやさず、未み来らいをにらんで踏ふんばり続つづけるのは、命いのちも人じん生せいも賭かけないと無む理りだ。いや、命いのちなんぞ、すぐ吹ふき飛とんでしまう時じ代だいでもあった。

　そう考かんがえれば、なんと、愛いとおしい踏ふんばりだったことか……。

　そんな直なお虎とらを、作さっ家かの都つ合ごうで、コマのように動うごかしたり、あやつったりはしたくなかった。物もの語がたりには、主しゅ人じん公こうそのものが自みずからの足あしで立たち、行こう動どうを始はじめる瞬しゅん間かんこそが大たい切せつで、特とくに歴れき史し小しょう説せつはそうだ。だから、私わたしはいつもその瞬しゅん間かんを待まつ。

　物もの語がたり、小しょう説せつを書かくというのは、そういう瞬しゅん間かんを待まつ辛しん抱ぼうにかかっていると思おもうからだ。人ひとを知しるには辛しん抱ぼうがいる。書かくのも、辛しん抱ぼうが大たい切せつなのだ。

　①辛しん抱ぼう強づよく、主しゅ人じん公こうが作さっ家かの中なかに降おりてくるのを待まつこと。

　②辛しん抱ぼう強づよく、歴れき史しを調しらべ尽つくし想そう像ぞうをふくらませて、人にん形ぎょうではない、魂たましいを持もった人にん間げんの主しゅ人じん公こうを描えがき出だすこと。

　③そして、いったん、書かき始はじめたら、作さっ家かの心こころは、その主しゅ人じん公こうが生いきた時じ代だいへ飛とばし続つづけ、書かき上あげるまで戻もどって来こないこと。

　これが、私わたしの歴れき史し小しょう説せつを書かく三ヶか条じょうである。

　書かくことは楽たのしく、苦くるしい。だからこそ、やめられない。

　かつて、歴れき史し上じょうの人じん物ぶつ、新しん選せん組ぐみを書かいたことがあるが、その時ときに飛とばした心こころは、まだ幕ばく末まつに残のこっているような気きがする。そういう意い味みでは、これまで戦せん国ごく物もの語がたりや王おう朝ちょう物もの語がたりを書かいた時ときの心こころの一いち部ぶも、まだ帰かえっていないような気きがする。

　もしや、作さっ家かって、タイムトラベラーなのかもしれない。


二〇一六年ねん、秋あき九月がつ　　越こし水みず　利り江え子こ　　　　　　
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